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令和６年笛吹市議会第１回定例会 

 

１．議 事 日 程（第１号） 

令和６年２月２０日 

午後 １時３０分開議 

於 議 場 

 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議会関係諸般の報告 

日程第 ４ 市長施政方針並びに提出議案要旨説明 

日程第 ５ 報告第１号 学校給食費に係る訴訟の提起における専決処分の報告について 

日程第 ６ 議案第１号 笛吹市障がい者基本条例の制定について 

日程第 ７ 議案第２号 笛吹市農業集落排水事業の設置等に関する条例の制定について 

日程第 ８ 議案第３号 笛吹市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

一部改正について 

日程第 ９ 議案第４号 笛吹市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及

び笛吹市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

日程第１０ 議案第５号 笛吹市水道事業の設置等に関する条例等の一部改正について 

日程第１１ 議案第６号 笛吹市行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する条例の一部改正について 

日程第１２ 議案第７号 笛吹市介護保険条例の一部改正について 

日程第１３ 議案第８号 笛吹市学童保育室条例の一部改正について 

日程第１４ 議案第９号 笛吹市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部改正について 

日程第１５ 議案第１０号 笛吹市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正について 

日程第１６ 議案第１１号 笛吹みんなの広場条例の一部改正について 

日程第１７ 議案第１２号 笛吹市営住宅条例等の一部改正について 

日程第１８ 議案第１３号 笛吹市簡易水道等給水条例の一部を改正する条例の一部改正

について 

日程第１９ 議案第１４号 笛吹市水道事業給水条例及び笛吹市水道法施行条例の一部改

正について 

日程第２０ 議案第１５号 笛吹市社会体育施設条例の一部改正について 

日程第２１ 議案第１６号 笛吹市社会教育施設条例の一部改正について 

日程第２２ 議案第１７号 笛吹市消防手数料条例の一部改正について 

日程第２３ 議案第１８号 笛吹市ふれあいの家条例の廃止について 

日程第２４ 議案第１９号 令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）について 

日程第２５ 議案第２０号 令和５年度笛吹市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
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について 

日程第２６ 議案第２１号 令和５年度笛吹市介護保険特別会計補正予算（第４号）につ

いて 

日程第２７ 議案第２２号 令和５年度笛吹市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

について 

日程第２８ 議案第２３号 令和５年度笛吹市境川観光交流センター特別会計補正予算

（第３号）について 

日程第２９ 議案第２４号 令和５年度笛吹市水道事業会計補正予算（第４号）について 

日程第３０ 議案第２５号 令和５年度笛吹市公共下水道事業会計補正予算（第３号）に

ついて 

日程第３１ 議案第２６号 令和６年度笛吹市一般会計予算について 

日程第３２ 議案第２７号 令和６年度笛吹市国民健康保険特別会計予算について 

日程第３３ 議案第２８号 令和６年度笛吹市介護保険特別会計予算について 

日程第３４ 議案第２９号 令和６年度笛吹市後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第３５ 議案第３０号 令和６年度笛吹市境川観光交流センター特別会計予算について 

日程第３６ 議案第３１号 令和６年度笛吹市森林経営管理特別会計予算について 

日程第３７ 議案第３２号 令和６年度笛吹市黒駒山恩賜県有財産保護財産区管理特別会

計予算について 

日程第３８ 議案第３３号 令和６年度笛吹市大積寺山恩賜県有財産保護財産区管理特別

会計予算について 

日程第３９ 議案第３４号 令和６年度笛吹市稲山恩賜県有財産保護財産区管理特別会計

予算について 

日程第４０ 議案第３５号 令和６年度笛吹市牛ヶ額恩賜県有財産保護財産区管理特別会

計予算について 

日程第４１ 議案第３６号 令和６年度笛吹市大口山恩賜県有財産保護財産区管理特別会

計予算について 

日程第４２ 議案第３７号 令和６年度笛吹市崩山恩賜県有財産保護財産区管理特別会計

予算について 

日程第４３ 議案第３８号 令和６年度笛吹市名所山恩賜県有財産保護財産区管理特別会

計予算について 

日程第４４ 議案第３９号 令和６年度笛吹市春日山恩賜県有財産保護財産区管理特別会

計予算について 

日程第４５ 議案第４０号 令和６年度笛吹市兜山外五山恩賜県有財産保護財産区管理特

別会計予算について 

日程第４６ 議案第４１号 令和６年度笛吹市水道事業会計予算について 

日程第４７ 議案第４２号 令和６年度笛吹市春日居地区温泉給湯事業会計予算について 

日程第４８ 議案第４３号 令和６年度笛吹市公共下水道事業会計予算について 

日程第４９ 議案第４４号 令和６年度笛吹市簡易水道事業会計予算について 

日程第５０ 議案第４５号 令和６年度笛吹市農業集落排水事業会計予算について 

日程第５１ 議案第４６号 市道の廃止について 
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日程第５２ 議案第４７号 山梨県市町村総合事務組合規約の変更について 

日程第５３ 議案第４８号 笛吹市手数料条例の一部改正について 

日程第５４ 議案第４９号 令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第１０号）について 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１８名） 

 

 １番 岡  由 子 ２番 落 合 俊 美 

 ３番 山 田 宏 司 ４番 河 野 正 博 

 ５番 河 野 智 子 ６番 武 川 則 幸 

 ７番 神 澤 敏 美 ８番 神 宮 司 正 人 

 ９番 荻 野 謙 一 １０番 保 坂 利 定 

 １１番 野 澤 今 朝 幸 １２番 中 村 正 彦 

 １３番 海 野 利 比 古 １４番 渡 辺 清 美 

 １５番 中 川 秀 哉 １７番 小 林  始 

 １８番 渡 辺 正 秀 １９番 古 屋 始 芳 

 

 

３．欠席議員 

 

 （ な し ） 

 

 

４．会議録署名議員 

 

 ４番 河 野 正 博 ５番 河 野 智 子 
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５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 

 

 市 長 山 下 政 樹  副 市 長 深 澤 和 仁  

 教 育 長 望 月 栄 一  総 務 部 長  雨 宮 和 博  

 総合政策部長 返 田 典 雄  会 計 管 理 者 中 山  勲  

 市民環境部長 市 川 要 司  保健福祉部長 西 海 好 治  

 子供すこやか部長 中 村 富 之  産業観光部長 河 野 英 明  

 建 設 部 長  雨 宮 竜 也  公営企業部長 水 谷 和 彦  

 教 育 部 長  太 田 孝 生  総 務 課 長  小 林  匡  

 政 策 課 長  小 澤 宏 之  財 政 課 長  柿 嶋  信  

 消 防 長 鵜 川  功  代表監査委員 曽 根 哲 哉  

 農業委員会会長 増 田  敦  

 

 

 ６．職務のため議場に出席した者の職氏名（３名） 

 

 議会事務局長   荻 野 重 行 

 議 会 書 記   宮 澤 ま な 美 

 議 会 書 記   古 屋 幹 仁 
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開会  午後 １時３０分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

 ただいまの出席議員は１８名であります。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから令和６年笛吹市議会第１回定例会を開会いたし

ます。 

 開会にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。 

 令和６年第１回定例会にあたり、一言あいさつを申し上げます。 

 今年、元旦早々に起こった令和６年能登半島地震では、山梨県でも緊急地震警報が鳴り、緊

張が走りました。このたびの能登半島地震でお亡くなりになりました皆さまのご冥福をお祈り

し、また被災し避難されている皆さまにお見舞いを申し上げ、一日も早い復旧と復興をお祈り

しております。 

 ２月も半ばを過ぎ、日中は少しずつ春の訪れを感じられる季節となりました。しかし、今日、

１時現在の笛吹市の気温は２３度であります。いっぺんに夏が来たような感じがするわけです

が、昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症の行動制限がなくなったことから、コ

ロナ前と同様のイベントや地域行事が行われ、にぎわいが戻ってきました。しかし、原材料の

価格高騰と円安による物価の上昇は、市民生活に大きな影響を及ぼしております。 

 このような苦境を打開し、経済を活性化し、景気回復をより確かなものにするための取り組

みを行っていかなければなりません。 

 さて、今定例会には市長より条例の改正、令和５年度補正予算、令和６年度当初予算など各

種案件が提案されています。 

 会期中、格別のご精励を賜り慎重にご審議くださいますようお願い申し上げ、開会にあたっ

てのあいさつとさせていただきます。 

 本日、傍聴と撮影の申請があり、これを許可しましたので報告します。 

 傍聴人に申し上げます。 

 傍聴人は、議事について可否を表明し、または騒ぎ立てることは禁止されておりますので静

粛に願います。 

 また、携帯電話の電源は切るか、マナーモードに設定していただくようお願いいたします。 

 なお、議長の命令に従わないときは、地方自治法の規定により、退場を命じますので念のた

め申し添えます。 

 本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   日程第１ 「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議規則第７９条の規定により 

 議席第４番 河野正博君および 

 議席第５番 河野智子君 

の両名を会議録署名議員に指名いたします。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   日程第２ 「会期の決定」を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日２月２０日から３月２１日までの３１日間としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は本日２月２０日から３月２１日までの３１日間と決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   日程第３ 「議会関係諸般の報告」を行います。 

 次に、本日までに受理した請願はありませんでした。その旨をご報告いたします。 

 続いて、監査委員から令和５年１１月分および令和５年１２月分の例月出納検査の結果につ

いて報告がありました。お手元に配布してあります報告書により、ご了承を願います。 

 次に、地方自治法第１２１条の規定により、市長ならびに行政委員の長および委員に出席を

求めたところ、お手元の名簿のとおり説明員の出席の通知がありました。 

 議会関係の出席状況等については、お手元に配布した活動報告のとおりです。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   日程第４ 市長より施政方針ならびに日程第５ 議案第１号から日程第５２ 議案第４７号まで

を一括議題とし、提出議案に対する要旨説明を求めます。 

 市長、山下政樹君。 

〇市長（山下政樹君） 

 令和６年笛吹市議会第１回定例会の開会にあたり、提出した案件の概要説明に先立ちまして、

今後の市政運営の方針について、所信を申し述べます。 

 令和６年１月１日、石川県能登地方を震源とする大規模な地震が発生し、甚大な被害をもた

らしました。多くの方が亡くなられ、１カ月半を経過した現在でも、避難所での生活を余儀な

くされている方々が多数いらっしゃいます。亡くなられた方々には、衷心からお悔やみを申し

上げますとともに、被災されました方々にお見舞いを申し上げます。一日も早い復旧、復興を

お祈りいたします。 

 また、被災地の皆さまが安全で健やかに過ごされますことを心からご祈念を申し上げます。 

 本市では、被災地の復旧、復興を支援するため、１月５日から、石川県かほく市と志賀町を

対象とした、ふるさと納税の代理寄附の受付を開始しました。これは、被災した自治体の代わ

りに他の自治体が寄附金を受け付けることで、被災自治体の業務負担を減らし、いち早く寄附

者からの支援を被災自治体に届ける仕組みであります。２月１６日現在で、２自治体合わせて

５７７件、７６２万円の寄附金が集まっています。 

 また、山梨県が派遣する応援職員として、１月１９日から２５日まで、防災危機管理課およ

びまちづくり整備課の職員２名を、２月１２日から２月１８日までは、防災危機管理課および

土木課の職員２名を石川県珠洲市へ派遣しました。派遣先では、自衛隊や他の自治体職員とと
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もに支援物資の搬入、搬出、仕分けなどに携わりました。 

 さらに、市役所の支所を含む各庁舎において、義援金の受付を行っているほか、被災地から

の要請に応えブルーシート３００枚を提供します。職員の派遣や義援金などを通じて、引き続

き、被災地を支援していきたいと思います。 

 今年は、市制施行２０周年の節目の年です。本市にとって、この大きな節目の年を市民の皆

さまとともに祝い、これまでの歩みや先人の功績を振り返り、本市への誇りと愛着を深め、更

なる飛躍、発展につなげていくため、令和６年度は記念事業を実施をします。 

 桃の里マラソン大会、石和温泉花火大会、市制祭、川中島合戦戦国絵巻などのイベントをグ

レードアップするほか、小中学校での記念給食の実施、２０周年を冠にしたＰＲ事業などを行

います。 

 令和３年度から進めてきた多目的芝生グラウンド整備事業については、市全域を対象に最も

相応しい場所、また、ニーズに対応した最適な施設内容を検討してきました。令和５年２月に

笛吹市多目的芝生グラウンド整備基本計画を策定し、令和５年度は、基本計画を基に、市民説

明会、地権者説明会、地元地区の説明会を開催をしました。 

 議会や説明会等でもお話してきましたが、この事業を進めるためには、地権者の皆さまの合

意が何よりも大事だと考え、これまで土地の提供に反対する地権者の方と個別に交渉してきま

した。しかしながら、このたび、反対を表明した地権者の方からのご同意を得ることはできな

いとの判断に至り、計画を見直すことといたしました。 

 これまでご説明してきた基本計画を基にした、整備候補地および施設内容の整備は見直すこ

ととしましたが、芝生グラウンドの整備を断念したわけではありません。今後は、これまでの

経過を踏まえ、整備候補地を含め見直すこととし、既存施設の活用等をはじめ、様々な可能性

を考慮する中で検討してまいります。 

 さて、私は、第二次笛吹市総合計画に、目指すべき市の将来像として「ハートフルタウン笛

吹～優しさあふれるまち～」を掲げ、これを実現するために３つの基本目標ごとに、施策を展

開しています。 

 令和６年度の施政運営にあたり、重点事業を中心に施策体系に沿ってご説明を申し上げます。 

 基本目標の１つ目「幸せ実感 こころ豊かに暮らせるまち」についてです。 

 安心して子どもを生み、子育てできる環境の充実を図るとともに、地域での支え合いを大切

に、誰もが住み慣れた場所でいきいきと暮らせるよう、そして、市民一人ひとりが希望を持ち

活躍できる環境を通じて、心身ともに健全で、こころ豊かに暮らし、幸せを実感できるまちづ

くりを目標として、以下の重点事業を展開しています。 

 「子育てしやすいまちづくり」については、まず、子育て世帯の負担軽減を図ります。 

 物価の高騰に賃金の上昇が追い付いていない昨今の状況を鑑み、令和６年度は、市独自の取

組として、小中学校および保育所等の給食費を無償化します。 

 これまでは、国の交付金等を活用し無償化を実施してきましたが、給食費の無償化に係る国

の方針等が示されていない状況にあって、子育て世帯の負担軽減は、令和６年度においても取

り組まなければならない課題であると考え、市が独自に実施をします。 

 次に、子育てと就労の両立および児童の健やかな成長を支えるための環境整備を図ります。 

 学童保育施設については、現在、御坂地域において分散している学童保育クラブを集約し、

一体的な保育が行えるよう、御坂農村環境改善センターの跡地に新たな学童保育施設を建設し
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ます。また、芦川地域には、これまで学童保育施設が設置されていなかったことから、子育て

環境の充実を図るため、芦川小学校屋内運動場の多目的室の改修工事を行い、新たに学童保育

施設を設置します。 

 子育て支援センターについては、これまで設置されていなかった春日居地域での新規開設を

目指し、春日居福祉保健センターの一部を改修をします。 

 市内の各保育所等においては、安全な保育環境の確保と、保護者や保育士の利便性向上を図

るため、保育園の登園管理や保護者との連絡機能を備えた保育所ＩＣＴシステムの導入を推進

をします。また、石和第一保育所については、老朽化が著しい園舎の建て替えに向け、新園舎

の設計業務などを行います。 

 児童発達支援センターについては、現在、石和ふれあいの家跡地を活用して、民間事業者に

よる令和８年度の開設を目指して取組を進めています。 

 障がいのある未就学児童が日常生活に適応するための訓練を行うほか、障がい児やその家族

への相談支援、障がい児を預かる施設への助言等を行う児童発達支援センターの開設は、本市

の障がい児支援の充実につながるものと期待しています。 

 「誰もが安心して暮らせるまちづくり」については、まず、笛吹市高齢者福祉計画・第９期

介護保険事業計画に基づく、適切な介護サービスと適正な保険給付を実施します。 

 令和６年度から令和８年度までの３年間を期間とする、笛吹市高齢者福祉計画・第９期介護

保険事業計画では、今後も増加が見込まれる高齢者人口、要介護認定者、介護サービス給付費

に対応しつつも、物価が高騰している社会情勢にあって、市民の負担が増加しないよう、介護

保険基金積立金を活用することにより、介護保険料を据え置くこととします。 

 次に、高齢者の疾病の早期発見、早期治療、介護予防や健康の保持に取り組みます。 

 後期高齢者の健康寿命を延ばすとともに、生活習慣病の重症化予防や介護予防につなげるた

め、令和６年度から、新たに後期高齢者が人間ドックを受診する際に係る費用の一部を助成を

します。 

 「人と文化を育むまちづくり」については、まず、児童生徒が安全かつ良好な環境で学校生

活を送れるよう、教育環境の整備を図ります。 

 御坂中学校については、令和４年度から令和７年度までの計画で、校舎などの改築工事を進

めています。令和６年３月に仮校舎への引っ越しを行い、令和６年度は、現在の校舎の一部を

解体し、新校舎の建設に着手をします。 

 学校トイレの洋式化については、令和５年度から市内小中学校の和式トイレを洋式トイレに

更新する改修工事を行っており、令和６年度も引き続き、夏休み等の長期休暇を利用して工事

を行い、全ての小中学校のトイレの洋式化が完了します。 

 学校給食のアレルギー対応については、食物アレルギーを持つ児童生徒も給食の時間を安心

かつ楽しく過ごせるとともに、お弁当を作る保護者の負担の軽減が図れるよう、令和６年度は

春日居学校給食共同調理場と石和中学校給食調理場の一部を改修し、アレルギー除去食が調理、

提供できる環境を整備をします。 

 次に、社会教育施設、社会体育施設を改修し、利用しやすい環境整備を図ります。 

 八代総合会館については、建設から４１年が経過をし、設備の老朽化が著しいため、令和６年

度と令和７年度の２カ年の計画で、音響、空調、照明などの設備を更新するとともに、地震に

よる天井の脱落を防ぐために吊り天井を改修します。 
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 石和中央テニスコートについては、施設の機能向上と利用者が快適に利用できる環境を整え

るため、耐用年数を経過した砂入り人工芝コート１２面の張り替え、老朽化した管理棟の改修、

屋外トイレの新設などを行います。 

 基本目標の２つ目「幸せ実感 にぎわいあふれるまち」についてです。 

 地域の資源を掘り起こし、磨き上げることにより、農業や観光業の活性化を図るとともに、

創業しやすい環境を整備し、にぎわいあふれるまちづくりを目指します。 

 国内外から大勢の方が本市を訪れ、これまで以上に産業が活性化し、幸せを実感できるまち

づくりを目標として、以下の重点事業を展開をします。 

 「再び訪れたくなるまちづくり」については、まず、ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラス周辺の

環境整備を進めます。 

 現在、すずらん群生地駐車場に、地域の魅力の発信と特産品のＰＲができる売店および休憩

所を備えたＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスのエントランス施設の整備を進めているほか、観光

客の利便性向上のため、大型バスが通行できるよう、ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスへのアク

セス道路である市道７０３３号線の道路改良工事を行っております。 

 エントランス施設は、林道の冬季閉鎖期間終了後の令和６年４月２３日の開設を予定してお

ります。 

 また、令和６年度は、エントランス施設の運営事業者と笛吹市バス協議会の連携の下、エン

トランス施設の運営と送迎バスの運行を一体的に取り組む実証事業を行い、ＦＵＪＩＹＡＭＡ

ツインテラスおよびエントランス施設への更なる誘客を図ります。 

 次に、世界農業遺産を活用し、国内外の誘客につなげます。 

 本市を含む峡東地域の農業が世界農業遺産に認定されたことを国内外に広くＰＲをし、本市

への誘客を図るため、世界農業遺産に関連した、果樹の農作業体験やワインの醸造体験などを

行う周遊ツアーを旅行事業者と造成をし、周遊ツアーの宿泊者に宿泊料の一部を助成します。

また、本市への誘客とともに交流人口の増加にもつながるよう、世界農業遺産を活用した教育

旅行の誘致なども行います。 

 「実り豊かなブランド農林業づくり」については、まず、農業の担い手育成に向け、笛吹市

農業塾を推進します。 

 笛吹市農業塾では、農業者や就農希望者などを対象に、就農や経営の相談を受け付けている

ほか、果樹栽培に関する講習会を開催しています。 

 令和５年度の講習会には、延べ１，２７１人が受講するなど多くの方にご利用いただいてい

ることから、引き続き、栽培技術の向上を目指した圃場での講習や栽培作業のポイントを分か

りやすくまとめた動画を活用して、担い手の育成に取り組みます。また、繁忙期における人手

の確保のため、農家とアルバイトを結び付ける「マッチングアプリ」の導入などを検討します。 

 次に、収入保険の加入促進を図り、農業経営の安定化につなげます。 

 収入保険は、気象災害や果樹の価格低下など、農業者の経営努力では避けられないリスクに

よる減収を補てんするものです。安定した農業経営につなげます。 

 安定した農業経営は、本市の農業の維持と発展に寄与するものであるため、収入保険の加入

促進が図られるよう、新規加入の際には負担が大きい保険料の積立金の一部を補助します。 

 「活力ある地域経済づくり」については、創業しやすい環境を整え、賑わいの創出を図りま

す。 
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 空き店舗活用促進補助事業については、市内の空き店舗を利用した飲食店の新規出店を促進

をし、地域活性化や観光振興につなげるため、建物改修に係る経費および物件の契約日から開

業日までの貸借料に対し、補助金を交付します。 

 令和５年度は、補助制度を活用して５店舗が出店をしました。令和６年度も商工会と協力し

ながら、出店希望者を支援をし、更なる出店を促進します。 

 「移り暮らせる魅力あるまちづくり」については、まず、ふるさと納税を推進し、自主財源

の確保とともに、笛吹市の魅力を発信するシティプロモーションにつなげます。 

 本市へのふるさと納税の寄附額は、令和４年度が約３１億６千万円、令和５年度も３０億円

に迫るなど、高い水準で推移しています。 

 令和６年度は、寄附額３１億円を目指し、返礼品として人気の高い、シャインマスカットや

桃などの品質の確保、向上に努めるとともに、世界農業遺産に認定されたブランド力をＰＲし

ます。また、ワインやジュエリーなど、年間を通じて提供できる魅力ある返礼品の充実を図り

ます。 

 次に、若者の移住定住を促進します。 

 大学を卒業後、奨学金を返還しながら就労する若者の経済的負担を軽減し、本市への定住を

促進するため、奨学金返還に係る費用の一部を補助する制度を創設します。 

 補助対象者は、市内に居住し、奨学金を返還しながら県内で就職している３０歳未満の方と

することで、若者の定住促進や地域雇用にもつながるものと期待をしております。 

 基本目標の３つ目「幸せ実感 １００年続くまち」についてです。 

 市民による主体的な活動の促進と、それを行政が支える体制を構築する中で、市民、団体、

事業者、行政がそれぞれの役割を自覚をし、力を合わせ、ともに考え、ともに行動し、地域活

動を持続させるため協働によるまちづくりを目指します。 

 市民ニーズに的確に応えるとともに、引き続き質の高い行政サービスを提供していくため、

行財政改革に取り組みながら、市民と行政が互いを補い合い、積極的に対話を行う中で、災害

や犯罪等の不安なく、安全、安心に暮らし続けることができる環境を通じ、幸せを実感できる

まちづくりを目標として、以下の重点事業を展開をしてまいります。 

 「将来を見据えた土地利用を推進するまちづくり」については、道路の規格や機能に応じた

体系的な道路交通ネットワークの構築に取り組みます。 

 石和北小学校南側の市道１－５号線および市部通りから石和郵便局前を経由し笛吹みんなの

広場へと通じる市道１－８号線については、市街地における交通網の円滑化および市民の利便

性向上を図るため、令和５年度から令和１０年度までの計画で道路改良に取り組んでいます。

令和６年度は、両路線の詳細設計、測量業務などを行います。 

 「安全、安心で災害にも強いまちづくり」については、まず、「防災新時代、命を守るまちづ

くり」を具体化する取組を展開します。 

 防災備蓄倉庫整備事業については、発災直後に、市職員や避難所運営委員が円滑に指定避難

所を開設をし、運営ができるよう、令和３年度から令和６年度までの４カ年の計画で、防災備

蓄倉庫の整備を進めていきます。令和６年度は、令和５年度に設置した指定避難所備蓄倉庫お

よび拠点備蓄倉庫に収める備品や消耗品を整備をします。 

 防災行政無線の高度化については、システムの老朽化や保守部品の欠品など、機器の一部を

入れ替えるほか、市民への災害情報をいち早く、かつ、正確に伝達するため、音声放送、個別
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受信機への文字放送、防災メール、ＳＮＳ等への一斉配信システムを導入をし、情報発信の時

間差を解消します。また、音声放送の内容を聞くことができる防災アプリの導入なども行い、

情報発信媒体のマルチ化と風水害時における屋内への情報伝達の向上を図ります。 

 まちごとハザードマップ整備事業については、これまで、笛吹市洪水・土砂災害ハザードマッ

プのみで確認していた、大規模な水害が発生した際の浸水想定区域や浸水深さについて、より

現実的に浸水の深さを理解してもらえるよう、防災行政無線子局や公共施設に「浸水想定区域

であること」「浸水想定深さ」「浸水ライン」を掲示します。起こりうる浸水の深さを地域の中

で直接目にすることで、市民の水害に対する防災意識の向上に努めます。 

 地震ハザードマップ整備事業については、令和５年５月に山梨県が公開した「山梨県地震被

害想定調査結果」の地震ごとの震度マップでは、図が小さく、自宅付近など詳細な震度の確認

が困難なことから、県からデータを提供してもらい、市内の詳細な震度が確認できるよう、市

ホームページに掲載している「わが街ガイドマップ」に震度マップを掲載します。 

 個別避難計画作成事業については、避難行動要支援者が、発災時に円滑かつ迅速に避難がで

きるよう、個別避難計画を作成をし、完成した計画は、区長や民生委員・児童委員などの避難

支援等関係者に配布をします。令和６年度は、まだ計画作成の同意を得られていない方、新た

に避難行動要支援者となられた方に対し、個別避難計画の必要性や重要性を説明をしながら作

成につなげてまいります。 

 次に、持続可能な消防体制の整備および更なる消防力の強化を推進します。 

 笛吹市消防本部を含む国中地域の６消防本部は、令和８年４月から消防指令業務を共同運用

することとしています。 

 令和６年４月には、各消防本部が共同して、消防共同指令センターの整備、運用に向けた調

整、運用後の消防指令業務に関する事務等を行う、山梨県国中消防指令業務等共同運用事務協

議会を設置をします。令和６年度は、協議会において、消防共同指令センターの整備に向けた

実施設計業務を行います。 

 「快適な生活環境づくり」については、まず、市民の憩いの場である市営温泉施設や公園の

改修等を行います。 

 市営温泉である「いちのみやももの里温泉」については、施設の老朽化や機械類の故障など

により、抜本的な対応が必要であるため、令和６年度と令和７年度の２カ年の計画で、規模を

縮小した上で、敷地内への建て替えを行います。令和６年度は、施設の解体工事のほか新施設

の実施設計などを行います。 

 市民の健康および高齢者福祉の増進を目的とした福祉施設である「なごみの湯」については、

建設から２５年が経過をし、施設の老朽化が著しいことから、温泉の地下ピット配管やボイラー、

空調設備などの更新、浴室、大広間、脱衣所、ロビーなどの施設改修を行います。 

 みさか桃源郷公園については、施設の長寿命化を図り、安全安心に利用できるよう環境を整

備するため、既存遊具を撤去し、新たに複合遊具を設置するほか、遊具広場内にトイレを新設

をします。 

 次に、新たな公共交通の構築に取り組みます。 

 ＡＩデマンド交通事業については、１月１５日から、御坂町西部、八代町と芦川町の全域、

石和町の一部でＡＩデマンド交通「のるーと笛吹」の実証運行を開始をしました。２月１６日

現在の利用登録者数は１，６３４人と大勢の方に登録をいただいており、市民の皆さまの期待
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の表れと感じております。 

 令和６年度は引き続き実証運行を行い、運行状況を検証するほか、令和７年度からの石和町、

御坂町、春日居町の全域に運行区域を広げる本格運行の開始に向け、システムの改修や停留所

の設置などを行います。 

 「将来を見据えた行財政づくり」については、ＩＣＴを活用した市役所窓口の利便性向上に

努めます。 

 窓口業務ＤＸ推進事業については、令和５年度に戸籍住民課の窓口で導入をした「書かない

窓口」を、令和６年度は、税務課、収税課、国民健康保険課、障害福祉課、介護保険課、子育

て支援課、保育課の７課に導入をします。職員が聞き取りの上、書類を作成することで、窓口

に訪れた来庁者の負担の軽減を図ります。 

 以上の「第二次笛吹市総合計画」に基づいた施策や事業を着実に推進していくために、今年

の職員の行動テーマは「仕事は想像から始まる」としました。自分たちに何ができるのかを考

え、日々の業務の先にある未来を想像することが、始めの一歩であると考えます。 

 私も、市民の幸せと地域の発展のために何ができるのかを常に考え想像し、懸命に取り組ん

でまいります。議員各位をはじめ、市民の皆さまにおかれましては、ご理解とご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 

 続きまして、本日、提出しました案件について、概略をご説明申し上げます。 

 提出しました案件は、報告案件１件、条例案１８件、令和５年度補正予算案７件、令和６年

度当初予算案２０件、その他の議案２件、合わせて４８件です。 

 はじめに、報告案件です。 

 「学校給食費に係る訴訟の提起における専決処分の報告について」は、笛吹市学校給食費滞

納対策実施要綱の規定に基づき、学校給食費滞納者に対する支払督促を求める訴訟の提起にあ

たり、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したので議会に報告をするものです。 

 続きまして、条例案です。 

 まず、「笛吹市障がい者基本条例の制定について」は、全ての市民が障がいの有無にかかわら

ず、互いにその人格と個性を尊重し合いながら共生する地域社会の実現を目指し、継続的な障

害福祉施策を行うため、新たに条例を制定するものです。 

 次に、「笛吹市農業集落排水事業の設置等に関する条例の制定について」は、地方公営企業法

の財務規定等を適用し、笛吹市農業集落排水事業を公営企業会計へ移行することに伴い、新た

に条例を制定するものです。 

 次に、「笛吹市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について」は、

人事院等の勧告に基づき一般職の給料表を改定したことに伴い、会計年度任用職員の給料表を

一般職に準じて改定するため、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び笛吹市職員の育児休業

等に関する条例の一部改正について」は、地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任用職員に

対して勤勉手当を支給するため、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市水道事業の設置等に関する条例等の一部改正について」は、地方自治法の一部

改正に伴い、職員の損害賠償責任に係る規定の引用条項に変更が生じたため、所要の改正を行

うものです。 

 次に、「笛吹市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例の一
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部改正について」は、生活保護法に準じた保護の対象となる、生活に困窮する外国人について、

医療扶助においてマイナンバーカードを用いたオンライン資格確認が導入されることに伴い、

個人番号を活用するための独自利用事務として位置づけるため、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市介護保険条例の一部改正について」は、第９期介護保険事業計画の策定に伴い、

介護保険料率および被保険者の区分等を見直すため、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市学童保育室条例の一部改正について」は、厚生労働省が示す、放課後児童クラ

ブの集団の規模の基準を踏まえ、放課後児童クラブの増設等を行うため、所要の改正を行うも

のです。 

 次に、「笛吹市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部改正について」は、国が定める、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特

定こども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部改正に伴い、所管省庁に変更が生じた

ため、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につい

て」は、国が定める、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、所管

省庁に変更が生じたため、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹みんなの広場条例の一部改正について」は、遊具の設置による芝生広場の面積の

変更に伴う使用料の変更及び料金表示の単位を変更するため、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市営住宅条例等の一部改正について」は、多様性を認め合う共生社会づくりに資

するため、新たな入居資格を追加することに伴い、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市簡易水道等給水条例の一部を改正する条例の一部改正について」は、行政区が

管理する施設の簡易水道の基本料金等について、公益性を鑑み、減免期間を５年間延長するこ

とに伴い、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市水道事業給水条例及び笛吹市水道法施行条例の一部改正について」は、水道法

の一部改正に伴い、所管省庁に変更が生じたため、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市社会体育施設条例の一部改正について」は、笛吹市芦川テニスコートを廃止す

ることに伴い、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市社会教育施設条例の一部改正について」は、笛吹市若彦路ふれあいセンター本

館の所管および笛吹市あぐり情報ステーションの利用区分の変更に伴い、所要の改正を行うも

のです。 

 次に、「笛吹市消防手数料条例の一部改正について」は、地方公共団体の手数料の標準に関す

る政令の一部改正に伴い、手数料の額を改定するため、所要の改正を行うものです。 

 次に、「笛吹市ふれあいの家条例の廃止について」は、笛吹市ふれあいの家を除却することに

伴い、条例を廃止するものです。 

 続きまして、補正予算案についてです。 

 まず、「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）について」は、既定の予算額に歳入歳

出それぞれ２億３，８８５万円を追加をし、総額を４３３億５，６３１万円とするものです。 

歳入の主なものは、市税に入湯税現年課税分１，９８０万円、普通交付税に１億８，７６５万

円、市債に１億２，０２０万円などを追加をしました。 

 また、国庫支出金は４，２１７万円、県支出金は１，３２２万円、基金からの繰入金は３，

９９６万円減額をしました。 
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 歳出の主なものは、県営畑地帯総合整備事業に１億３，２３９万円を追加しました。これは、

県が令和６年度に実施予定の事業費の一部を国の補正予算第１号で実施することに伴い、市の

負担金増額分を追加するものです。 

 また、人事院勧告に伴う国家公務員給与改定に準じ、保育士等の処遇改善に係る経費を引き

上げ、公定価格に反映されることとなったため、私立保育園等の運営に係る施設型給付費等事

業や指定管理保育所の石和第四保育所運営事業などに総額１億５９４万円を追加をしました。 

 そのほか、県が国の非常勤職員の給与改定に鑑み、会計年度任用職員の給与改定を遡及して

行うことから、市においても、会計年度任用職員の給与等を遡及して改定するため、総額４，

３１７万円を追加をしました。 

 次に、特別会計の補正予算案です。 

 「国民健康保険特別会計」をはじめ４会計において、総額１億６，６３５万円を追加するも

のです。 

 次に、公営企業会計の補正予算案です。 

 「水道事業会計」および「公共下水道事業会計」において、総額２１３万円を減額するもの

です。 

 続きまして、「令和６年度当初予算案」についてです。 

 全ての事務事業を徹底的に見直し、真に必要な事務事業の見極めを行うとともに、第二次笛

吹市総合計画に掲げる将来像「ハートフルタウン笛吹～優しさあふれるまち～」の実現に向け

た重点施策について、積極的に予算計上をしました。 

 また、「令和６年度一般会計予算案」についてです。 

 一般会計予算においては、前年度から２９億２２８万円増加し、総額４２５億３，２７９万

円を計上しました。 

 歳入では、市税について、個人住民税の定額減税が行われること、また、固定資産税の評価

替えが行われることから、令和６年度の市税収入の減額が予想されるため、前年度比３．７ポ

イント減の８６億８，５８８万円としました。 

 一方、地方交付税については前年度比０．１ポイント減の８４億９５０万円で、ほぼ同額を

見込みましたが、実質的な普通交付税である臨時財政対策債は、国税の増額が見込まれること

から、前年度比６５．２ポイント減の６，０８０万円としました。 

 また、市債については、国、県補助金の活用をはじめ、学校教育施設等整備事業債、社会福

祉施設整備事業債、令和６年度が最終年度となる合併特例債などを充当し、５４億３，８００万

円としています。 

 さらに、重点事業のほか、市制施行２０周年記念事業などの臨時的事業には、今年度も財政

調整基金をはじめ、まちづくり基金や公共施設整備等基金などの特定目的基金を積極的に活用

することとし、基金から５９億４，４９３万円を繰り入れしています。 

 歳出では、真に取り組むべき事務事業には積極的に予算を計上したところです。 

 重点事業のうち、予算額の大きなものとしては、ふるさと納税事業に１６億８，９７０万円、

御坂中学校校舎等改築事業に１２億６，１００万円、なごみの湯改修事業に８億５，３３８万

円および石和中央テニスコート改修事業に４億２，３５０万円等、３７事業に総額５６億６，

９１６万円を計上しました。 

 また、市制施行２０周年記念事業として、観光イベント事業に２，９４６万円等、１６事業
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に総額６，３５３万円を計上しました。 

 次に、「令和６年度の特別会計予算」です。 

 会計ごと、それぞれの総額を「国民健康保険特別会計」は７８億４，８２８万円、「介護保険

特別会計」は６９億３，０３４万円、「後期高齢者医療特別会計」は２１億３，１４７万円、「笛

吹市境川観光交流センター特別会計」は７，６４９万円、「森林経営管理特別会計」は１，８３０万

円とするものです。 

 また、「黒駒山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計」など９件の財産区特別会計について

は、総額を６，８９１万円とするものです。 

 次に、「令和６年度の企業会計予算」です。 

 「水道事業会計」は、収益的収入及び支出をそれぞれ１８億４，０７８万円に、資本的収入

を６億２，３２０万円、同支出を１０億２，９０８万円とするものです。 

 「春日居地区温泉給湯事業会計」は、収益的収入及び支出をそれぞれ６，９８４万円とする

ものです。 

 「公共下水道事業会計」は、収益的収入及び支出をそれぞれ１８億９，２４８万円に、資本

的収入を１２億９，２６４万円、同支出を２０億３，７２９万円とするものです。 

 「簡易水道事業会計」は、収益的収入及び支出をそれぞれ３，０９９万円に、資本的収入を

９６万円、同支出を１９３万円とするものです。 

 また、令和６年度から企業会計として運営する「農業集落排水事業会計」は、収益的収入及

び支出をそれぞれ６，１８３万円に、資本的収入及び支出をそれぞれ２，８０８万円とするも

のです。 

 続きまして、その他の議案です。 

 まず、「市道の廃止について」は、周辺地域および沿道土地における土地利用上の変化に伴い、

道路法第１０条第３項の規定により、議会の議決をお願いするものです。 

 次に、「山梨県市町村総合事務組合規約の変更について」は、同組合が共同処理する新たな事

務に関し、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決をお願いするものです。 

 いずれの案件につきましても、その末尾に提案理由を付記していますので、詳しくは、それ

によりましてご確認をお願いいたします。 

 以上、今定例会に上程いたしました案件について、提案理由をご説明いたしました。 

 よろしくご審議の上、ご承認、ご議決賜りますようお願いを申し上げます。 

〇議長（古屋始芳君） 

 市長の説明が終わりました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   これより日程第５ 報告第１号を議題とします。 

 本件については、議案書にありますとおり、学校給食費に係る訴訟の提起における専決処分

についての報告ですので、ご了承を願います。 

 ここで暫時休憩いたします。 

 再開を２時３５分といたします。 
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休憩  午後 ２時２２分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 ２時３５分 

〇議長（古屋始芳君） 

 再開いたします。 

 ただいま、市長より追加議案２案が提出されました。 

 議案第４８号 「笛吹市手数料条例の一部改正について」 

 議案第４９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第１０号）について」 

 お諮りします。 

 これを日程に追加し、直ちに議題としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、お手元に配布の議事日程のとおり、日程を追加いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   これより日程第５３ 議案第４８号および日程第５４ 議案第４９号を一括議題とし、提出議案

に対する要旨説明を求めます。 

 市長、山下政樹君。 

〇市長（山下政樹君） 

 今回、追加提案しました案件について、概要をご説明を申し上げます。 

 提出しました案件は、条例案１件、補正予算案１件、合わせて２件です。 

 はじめに条例案です。 

 議案第４８号 「笛吹市手数料条例の一部改正について」は、戸籍法および地方公共団体の

手数料の標準に関する政令の一部改正に伴い、手数料の徴収事項およびその金額を追加するた

め、所要の改正を行うものです。 

 続きまして、補正予算案です。 

 議案第４９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第１０号）について」は、既定の予

算額に歳入歳出それぞれ３億６，１８４万円を追加をし、総額を４３７億１，８１５万円とす

るものです。 

 これは国が令和５年度予備費を活用し、住民税均等割のみの課税世帯を対象に、１世帯あた

り１０万円を住民税非課税世帯および住民税均等割のみの課税世帯の１８歳以下の児童を対象

に１人あたり５万円を給付することを閣議決定をし、市では申請受付期間を令和６年４月１日

から８月３０日までとした上で、速やかに給付するため必要経費を計上するとともに、繰越明

許費を設定するものです。 

 また、令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第８号）に計上し実施している住民税非課税世

帯を対象に、１世帯あたり７万円の給付について、申請期間を令和６年４月３０日まで延長す

ることに伴い、必要経費を計上するとともに繰越明許費を設定するものです。 

 以上、追加提案しました議案について、ご説明を申し上げました。 

 よろしくご審議の上、ご議決くださいますようお願いを申し上げます。 
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〇議長（古屋始芳君） 

 市長の説明が終わりました。 

 ただいま議題となっております議案第４８号および議案第４９号については、お手元に配布

してあります議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託いたします。 

 このあと常任委員会を開催し、議案審査を行います。 

 ここで暫時休憩します。 

 休憩中、所管の委員会において議案第４８号および議案第４９号の審査をお願いします。 

 なお、建設経済常任委員会の委員各位および関係以外の執行部の皆さまにはお待ちいただき、

委員会の審査が終了しましたら会議を再開いたします。 

休憩  午後 ２時４０分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 ３時３９分 

〇議長（古屋始芳君） 

 再開いたします。 

 日程第５３ 議案第４８号および日程第５４ 議案第４９号を一括議題といたします。 

 先ほど、所管の常任委員会に審査を付託してありますので、それぞれの常任委員長から審査

の結果について報告を求めます。 

 はじめに、総務常任委員会に付託しております案件について、委員長から審査結果の報告を

求めます。 

 総務常任委員会委員長、荻野謙一君。 

〇総務常任委員長（荻野謙一君） 

 議長より、総務常任委員会に係る審査結果の報告を求められましたので、報告いたします。 

 本日の本会議において、本委員会に付託されました議案審査について、委員会を開会し、委

員出席のもと、関係当局の出席を求め審査をいたしました。 

 審査にあたり、質疑・意見等がありましたので、主なものを報告いたします。 

 議案第４８号 「笛吹市手数料条例の一部改正について」、市民環境部戸籍住民課の審査にお

いて、戸籍証明書等の広域交付について、委員から市民への周知とともに、職員も制度を理解

し、しっかりと対応してもらいたいと意見がありました。 

 以上で、主な説明および質疑・意見等について報告いたします。 

 それでは、審査結果を申し上げます。 

 議案第４８号 「笛吹市手数料条例の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり可決すべ

きものと決定。 

 議案第４９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第１０号）について」のうち、総合

政策部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 以上、総務常任委員会委員長報告といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、総務常任委員長の報告は終わりました。 

 これより討論および採決を行います。 

 この際、申し上げます。 

 議案第４９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第１０号）について」につきまして
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は、総務常任委員会と教育厚生常任委員会に分割付託しておりますので、教育厚生常任委員長

の報告終了後に討論および採決を行います。 

 議案第４８号を議題とし、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより議案第４８号の採決を行います。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 全 員 ） 

 起立全員です。 

 よって、議案第４８号は原案のとおり可決されました。 

 次に、教育厚生常任委員会に付託しております案件について、委員長から審査結果の報告を

求めます。 

 教育厚生常任委員会委員長、中村正彦君。 

〇教育厚生常任委員長（中村正彦君） 

 議長より、教育厚生常任委員会に係る審査結果の報告を求められましたので、報告をいたし

ます。 

 本日の本会議において、本委員会に付託されました議案審査について、委員会を開会し、全

委員出席のもと、関係当局の出席を求め審査をいたしました。 

 それでは、審査結果を申し上げます。 

 議案第４９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第１０号）について」のうち、保健

福祉部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、教育厚生常任委員会委員長報告といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、教育厚生常任委員長の報告は終わりました。 

 これより、両常任委員会に分割付託いたしました議案第４９号 「令和５年度笛吹市一般会

計補正予算（第１０号）について」を議題とし、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより議案第４９号の採決を行います。 

 本案に対する両常任委員会の委員長報告は、全て可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 全 員 ） 

 起立全員です。 

 よって、議案第４９号は原案のとおり可決されました。 

 ただいま、議案第４９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第１０号）」が議決されま

したが、これに伴いまして議案第１９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）」の

うち、計数整理を要するものにつきましては、会議規則第４２条の規定により、その整理を議
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長に委任されたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１９号の計数整理は議長に委任することに決しました。 

 以上で、本日の議事は全て終了しました。 

 お諮りします。 

 明日２月２１日から２７日までは、議案調査のため休会としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、明日２月２１日から２７日までは休会とすることに決定しました。 

 次の本会議は２月２８日、午前１０時から再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散会  午後 ３時４９分 
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再開  午前１０時００分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

 おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１８名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日、傍聴と撮影の申請があり、これを許可しましたので報告いたします。 

 傍聴人に申し上げます。 

 傍聴人は議事について可否を表明し、または騒ぎ立てることは禁止されておりますので静粛

に願います。 

 また、携帯電話の電源は切るか、マナーモードに設定していただくようお願いいたします。 

 なお、議長の命令に従わないときは、地方自治法の規定により退場を命じますので念のため

申し添えます。 

 直ちに日程に入ります。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりです。 

 報告事項を申し上げます。 

 本日、農業委員会会長 増田敦君より欠席届が提出され、これを受理しましたので報告いた

します。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   日程第１ 「市長提出議案 議案第１号から議案第４７号」までを一括議題とし、上程議案に対

する質疑および日程第２ 「市政一般についての代表質問」を行います。 

 質疑および質問は、配布しました議案に対する質疑および代表質問一覧の順番のとおり行い

ます。 

 申し合わせ事項を順守され、簡単明瞭に願います。 

 なお、当局の答弁も簡明率直にされまして、議事進行にご協力をお願いいたします。 

 まずはじめに、笛新会、海野利比古君の質疑および質問を許可します。 

 海野利比古君。 

〇１３番議員（海野利比古君） 

 笛新会の海野でございます。 

 議長の許可をいただきましたので質問に入らせていただきますが、その前に今年の１月１日、

石川県能登半島において、最大震度７を観測する大規模な地震が発生しました。「令和６年能登

半島地震」と名付けられたこの大震災では、２００人以上が亡くなられ、今なお１万人以上が

避難生活を強いられています。改めまして、犠牲になられた方々にお悔やみを申し上げるとと

もに、被災された全ての方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

 それでは、１つ目の質問に入らせていただきます。 

 ３期目となる市長選挙への出馬について、山下市長にお伺いいたします。 

 いつ、どこで起こるか分からない大規模な自然災害に対して、本市においても、防災、減災、

強靭化などの取組をしっかりと継続することが重要だと考えております。そのような中、山下

市長は、南海トラフ地震をはじめとする大規模な自然災害に対し、「防災新時代、命を守るまち
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づくり」を掲げ、自助、共助、公助それぞれの強化に取り組んでおられます。特に、その必要

性は分かっていても、なかなか取り組むことが難しかった共助力の強化について、地区防災計

画の策定などが行われ、発災時の迅速な対応につながるものと期待しているところであります。 

 平成２８年１０月、山下市長は県内最年少首長として市長に当選されました。１期目には、

八千蔵地域要望事業や、旧ＮＴＴ用地問題などに早期に道筋をつけられたほか、学童保育施設

の整備や笛吹市農業塾の開設など、様々な施策を展開されました。また、平成３０年３月には、

第二次笛吹市総合計画を策定され、市の将来像を「ハートフルタウン笛吹～優しさあふれるま

ち～」と掲げ、市の目指すべき方向性を示されました。 

 山下市長の１期目の任期中である令和２年１月には、国内で初めて新型コロナウイルスの感

染が確認されました。国や県において、様々な感染症対策が取られる中、その影響は、市民生

活にも大きな影響を及ぼしました。山下市長は、国や県の支援の届かない方々、支援を手厚く

する必要がある方々にも独自の支援を行ってこられました。 

 新型コロナウイルスという未曽有の災禍の中、令和２年１０月に再選を果たした山下市長は、

いち早く感染の収束後を見据え、市民生活や地域経済の回復に向けた取組にも力を注いできま

した。その戦略的な取組に、明るい未来を感じ取った市民も多かったことと思います。 

 山下市長は、市民の期待に応えつつ、笛吹市の魅力向上にも積極果敢に取り組まれてきまし

た。令和３年７月には「ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラス」、令和３年１１月には「笛吹みんなの

広場」が完成し、市の新たな観光拠点として賑わいをもたらしています。 

 行財政改革にも積極的に取り組まれておられます。豊富な経験とアイデアを生かしつつ、健

全な財政運営と行政の効率化に進められております。市長に就任された平成２８年度から令和

４年度までの７年間で、市債残高は約１２２億円削減、基金残高は約３１億円増加するなど、

大きな成果となって現れています。 

 本年は、市制施行２０周年という節目の年です。山下市長の下で取り組まれた、様々な取組

一つひとつが、強固な笛吹市を作り上げたものと感じています。 

 現在、山下市長は、市の将来像の実現に向けて全力で取り組んでおられます。第二次笛吹市

総合計画の基本目標にありますように「幸せ実感こころ豊かに暮らせるまち」「幸せ実感にぎわ

いあふれるまち」「幸せ実感１００年続くまち」の基礎はできたと感じていますが、まだこれが

ゴールではないと思っています。 

 さらに市政を前に進め、市民誰もが活躍し、活力に満ち、幸せを実感できるまちとするため

には、山下市長の力強いリーダーシップの下、継続して取り組んでいく必要があります。 

 山下市長には、引き続き市政のかじ取りという重責を担っていただき、市民の声を聴きなが

ら、市民と共に笛吹市の更なる発展に導いてほしいと願っています。 

 来たるべき市長選挙に向けて、市長のご決意をお伺いいたします。 

 次に、今議会に上程された令和６年度当初予算案について伺います。 

 山下市政２期目の最終年度となる令和６年度の当初予算案は、予算額４２５億３，２７９万

円と過去最大で、市の将来像「ハートフルタウン笛吹」の実現に向けた積極的な予算編成であ

ると、大変期待をしているところです。 

 一方で、市の健全な財政運営も重要です。先ほど申し上げましたとおり、山下市長は健全な

財政運営にも積極的に取り組まれており、抑えるところは抑え、出すところは出す、バランス

感覚に満ちた市政運営をされています。 
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 また、ふるさと納税寄附金の寄附額増加に向けた取組など、自主財源の確保にも力を注いで

おられます。 

 そこで、以下４点伺います。 

 （１）令和６年度一般会計歳出予算総額は、令和５年度一般会計歳出予算額と比較すると２９億

２２８万円増加しています。その主な理由について伺います。 

 （２）令和６年度の重点事業として３７事業が示されています。その中で、山下市長が特に

注力したいと考える事業とその内容、事業費について伺います。 

 （３）市では、令和６年度に市制施行２０周年記念事業を実施されます。記念事業を通じて、

市民の皆さんが市への愛着を深め、市の更なる発展につながることを期待しています。そこで、

市制施行２０周年記念事業として、どのような事業を予定しているのか伺います。 

 （４）ふるさと納税寄附金について、寄附金の獲得に向けて市長自ら陣頭指揮を執っている

と伺っています。募集に要する経費の厳格化や、自治体間の競争激化など、寄附金の獲得は以

前よりも厳しい状況にありますが、令和６年度当初予算額は前年度と同額の３１億円としてい

ます。 

 この目標額に向けた取組と、目標額に達しなかった場合の財政への影響について伺います。 

 次に、国土強靭化に向けた取組について伺います。 

 令和６年１月１日に発生した能登半島地震は、被災地に甚大な被害をもたらしています。大

規模自然災害に備え、国土強靭化に向けた取組は、より一層重要性を増しています。 

 そこで、以下９点伺います。 

 （１）能登半島地震では、耐震基準が強化された昭和５６年より前に建てられた木造家屋の

倒壊が目立ち、多数の犠牲者が出ました。住宅の耐震化は、喫緊の課題であると思います。笛

吹市では、木造住宅の耐震化のために補助を行っています。これまでの補助戸数と、市内にお

ける住宅の耐震化率について伺います。 

 （２）能登半島地震では、緊急車両や救援物資を運ぶ車が通る「緊急輸送路」など、被災地

につながる多くの道路が地震で寸断されました。発災時に緊急輸送路が通行できない状態にな

ると、物資や災害支援などの人的支援に遅れが生じてしまいます。市内では、どこの路線が緊

急輸送路として指定されていますか。また、緊急輸送路の発災による通行止めを防止するため

の取組と、通行止めなどの通行規制が生じた場合の対策について伺います。 

 （３）能登半島地震で大きな被害を受けた地域では、今もなお断水が続いており、被災者か

らは、特にトイレに関する要望が多く寄せられていると聞きます。そこで、災害時のトイレ対

策について伺います。 

 （４）南海トラフ地震は、今後３０年以内に発生する確率が７０％から８０％とされており、

まさに他人ごとではない状況です。令和５年５月に、県から「山梨県地震被害想定調査結果」

が公開されました。南海トラフ地震における笛吹市の最大震度は、どの程度と予想されていま

すか。 

 （５）南海トラフ地震以上の被害をもたらす地震と、その発生確率について改めて伺います。 

 （６）笛吹市では、今年度、指定避難所備蓄倉庫の整備が終わり、令和６年度に備品や消耗

品の整備を行うこととしています。また、毎年度、備蓄食料や保存水を購入されていますが、

山梨県地震被害想定調査結果を踏まえた備蓄となっているのか伺います。 

 （７）笛吹市では、市民の避難のみならず、ホテルや旅館の宿泊客や観光客の避難も考えら
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れますが、地震発災時の避難先についてどのように考えているのか伺います。 

 （８）笛吹みんなの広場は、地震が発生し甚大な被害が発生した場合、自衛隊の災害派遣の

拠点として利用することを想定して整備していると思います。また、宿泊者や観光客の多い温

泉街の近くにあります。そこで、今後、実災害を想定し、自衛隊の炊き出し訓練や風呂の開設

等、市の総合防災訓練に合わせて実施する考えはあるか伺います。 

 （９）笛吹市では、大規模自然災害による致命的なダメージを回避するとともに、被害から

迅速に回復できるよう、令和２年度に「笛吹市国土強靭化地域計画」を策定されています。国

土強靭化地域計画の推進に向けた取組について伺います。 

 次に、笛吹みんなの広場の使用状況について伺います。 

 令和３年１１月に、様々なイベントが開催できる緑豊かな公園としてオープンした「笛吹み

んなの広場」は、そのコンセプトのとおり、多くのイベントが開催されているほか、軽運動を

楽しんだり、近くの施設からリハビリのために散歩で訪れたりと、多くの方々が様々な使途で

利用されています。 

 また、広場東側には、新たに遊具が設置されることとなり、今後、子育て家庭の利用が増え

ることが予想されます。 

 供用開始から２年が経過した中で、広場の使用状況がどのように推移してきたのか、そして

主なイベントはどのようなものがあったのか伺います。 

 次に、市道１－５号線および１－８号線の整備について伺います。 

 石和温泉の南側の地区は、市部通りや駅前線などの幹線道路網が充実しており、広域的なア

クセスに恵まれています。 

 そのような中、市では市道１－５号線および１－８号線の整備に向け、今年度、設計業務を

進めているところであります。 

 そこで以下、伺います。 

 （１）業務の進捗状況と今後のスケジュールについて伺います。 

 （２）業務を進めていく上での課題について伺います。 

 次に、新規就農者の確保について伺います。 

 本市は、桃・ぶどう日本一の郷として果樹を中心に農業が営まれており、果樹農業が織りな

す景色は本市の魅力の一つとなっています。 

 しかし、農業を取り巻く環境は、農業従事者の高齢化や後継者不足が進み、本市でも農林業

センサスにおいて、農家戸数が２０１５年では４，０６０戸であったものに対し、２０２０年

には３，６１２戸と減少し、荒廃農地は増加している現状です。 

 このような現状から、桃・ぶどう日本一の郷や世界に誇れる景色を維持するためには、農業

に従事する新規就農者の確保が重要だと考えるが、市の取組について以下、伺います。 

 （１）新規就農者の確保に関して、市ではどのような補助金を実施しており、直近３年の交

付状況はどのようになっているか伺います。 

 （２）補助金の交付を受けた新規就農者の、その後の就農状況はどのようになっているか伺

います。 

 （３）農業塾では、新規就農相談や果樹栽培に関する講習会を実施しており、担い手の確保

にとって重要な役割を果たしていると思いますが、本年度の相談および講習会の実施状況につ

いて伺います。また、農業塾を構成している農業委員会、ＪＡふえふきが担う役割について伺
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います。 

 次に、御坂中学校の改築工事について伺います。 

 御坂中学校の校舎は、昭和４６年３月に建設され、これまで耐震改修や空調設備の整備など

を実施してまいりましたが、築４０年以上が経過し、老朽化が著しいことから建て替えること

とし、現在、改築工事が始まっていますが、以下、伺います。 

 （１）改築工事の概要、費用は。 

 （２）浅川中学校は長寿命化による改修工事ですが、改築工事（建て替え）とした理由は。 

 （３）改築工事のスケジュールは。 

 （４）現在の進捗状況は。 

 （５）今回の改築工事における特徴は。 

 （６）今後の校舎等の改修計画は。 

 以上、伺います。 

 次に、なごみの湯改修事業について伺います。 

 笛吹市いさわふれあいセンターなごみの湯は、市の個別施設計画に基づき、令和６年度に改

修工事を予定していますが、建設から長い年数が経過していることから不具合箇所も数多く発

生していると伺っています。 

 施設の改修が計画どおりに進捗することを期待しつつ、改修内容について以下、伺います。 

 （１）施設の役割、運営の形態、利用者数の推移について、改めて伺います。 

 （２）施設設置から長い年数が経過し、建設当時とは温泉のニーズも変化していると思いま

すが、今回の改修に対する基本方針はどのように考えているのか、具体的にどのような改修と

するのか、また、改修の事業費、財源について伺います。 

 （３）改修スケジュールはどのような予定か。また、市民生活への影響について伺います。 

 （４）改修後は、施設の利用料金の改定を予定しているのか伺います。 

 次に、笛吹市高齢者福祉計画、第９期介護保険事業計画について伺います。 

 本市の高齢化率は、令和３年４月に３０％を超え、国の平均を上回っている状況です。今後

もさらに高齢化が進む見込みで、介護、医療、生活支援、認知症対策などのニーズがますます

増えてくることが予想されています。 

 人生１００年時代といわれ、本市においてもこれから高齢化人口が増加していく中で、高齢

者のいきがいづくりや社会参加を進めるとともに、医療・介護の連携強化や日常生活を支える

サービスの充実は、「ハートフルタウン笛吹～優しさあふれるまち～」の実現に向けて必要不可

欠な施策だと承知しています。 

 このような状況の中、令和６年度から令和８年度までを計画期間とする笛吹市高齢者福祉計

画、第９期介護保険事業計画が策定され、高齢者がいつまでも自分らしく暮らせるまちを基本

理念に、５つの基本目標に沿って施策の展開を図っていくことが公表されました。 

 そこで、今回の計画について伺います。 

 （１）今後の本市の高齢者人口の推計は。 

 （２）計画策定にあたり、事前に行った市民アンケート調査の結果にみる本市の課題は何か。 

 （３）本市の、要支援、要介護認定者の推計は。 

 （４）高齢者が住み慣れた地域で介護サービスが受けられる地域密着型サービスの整備計画

は。 
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 （５）計画期間中の年度別介護保険事業費の見込みは。 

 （６）第９期介護保険計画期間の保険料はどうなるのか。 

 以上、伺います。 

 次に、児童発達支援センターの設置について伺います。 

 今定例会の市長の施政方針において、令和８年に本市に児童発達支援センターを設置するこ

とが示され、来年度の重点事業の１つとして取り組みを進めることが公表されました。 

 本市が現在、推進している第４次障害者基本計画および第６次障害者福祉計画、第２期障害

児福祉計画においても、障害児支援の充実は基本目標の１つとして掲げられています。 

 近年、障がいがある子どもに対して、個々の障がいの特性に合わせた保育や訓練などを行う

療育の必要性が高まり、保護者からも早い時期からの療育を望む声が聞かれるようになってき

ました。 

 そこで、以下について伺います。 

 （１）児童発達支援センターとは、どのような施設でしょうか。 

 （２）本市において、児童発達支援センターの利用対象となる児童は何人いて、今後のニー

ズについて市はどのように見込んでいますか。 

 （３）児童発達支援センターの設置場所は、どこを予定していますか。また、事業形態は直

営でしょうか。 

 （４）開設までのスケジュールはどのようになっていますか。 

 以上、伺います。 

 次に、ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスについて伺います。 

 ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラス、エントランス施設は、民間事業者に設計、建設、運営を一

括して委託するＤＢＯ方式を採用し、設計、建設段階から民間の力を活用し、更なる誘客につ

なげていくとのことですが、今後の活用について以下、伺います。 

 （１）現在行われているエントランス施設完成予定は。 

 （２）エントランス施設をどのように今後活用し、集客につなげていくのか。 

 （３）今年度の送迎バスの運行実績と次年度の運行予定はどうなるのか。 

 （４）昨年度設置した環境配慮型のトイレの評判はどうなのか。 

 （５）冬期の施設運営および防犯対策はどうするのか。 

 以上、伺います。 

 次に、インバウンド客の取込みについて伺います。 

 新型コロナウイルス感染症の分類も５類になり、河口湖周辺には多くの外国人観光客が訪れ

ています。この観光客に当市への訪問を促し、桃狩り、ぶどう狩り、ワイナリー巡りなどを行

いながら、石和・春日居温泉郷に宿泊していただくことが必要ではないかと考えます。 

 そこで、河口湖周辺に訪れているインバウンド客の取込みについて、以下、伺います。 

 （１）現在、石和・春日居温泉郷周辺に訪れているインバウンド客数と、河口湖周辺に訪れ

ているインバウンド客数を把握しているか。 

 （２）河口湖周辺に訪れているインバウンド客を取り込む手法を考えているか。 

 以上、伺います。 

 次に、イベント実施について伺います。 

 山下市長は就任以来、季節を問わず、いつでも訪れたくなるまち笛吹物語として、イベント
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実施に取り組んでいます。特に３年間にわたり花火大会を分散開催するなど、夏のみではなく

冬の観光にも取り入れ、年間を通じて集客に取り組んでいると感じます。 

 しかし、笛吹市の花火大会は長いこと夏の風物詩として定着しており、夏の１日開催を望む

声も多く聞かれます。秋開催の川中島合戦戦国絵巻でも観客が見ていても楽しめる動きのある

演出や武道家の角田信朗さんを起用するなど、年々ブラッシュアップしていることが感じられ

ます。県の信玄公祭りでも冨永愛さんを起用し、夏祭りの相乗効果があったと考えます。 

 今年は市制２０周年の節目の年となります。そこで、今後のイベント実施について以下、伺

います。 

 （１）昨年の花火大会を分散開催した際の観覧者数と宿泊者数は。 

 （２）今年度花火大会を１日開催として実施する考えはあるか。 

 （３）花火大会に新たな演出を考えているか。 

 （４）「川中島合戦戦国絵巻」と県の「信玄公祭り」との相乗効果はあったと考えるか。 

 （５）今年度「川中島合戦戦国絵巻」の新たな演出を考えているか。 

 以上、伺います。ご答弁のほど、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 当局の答弁を求めます。 

 市長、山下政樹君。 

〇市長（山下政樹君） 

 笛新会、海野利比古議員の代表質問にお答えをいたします。 

 はじめに、市長選挙への出馬についてです。 

 先ほど、笛新会を代表して、海野議員から、私の市政運営について、過分なお言葉をいただ

きました。誠に光栄であり、大変恐縮をしております。 

 平成２８年１１月に、多くの市民の皆さまの力強いご支援を賜り、市長に就任してから７年

の歳月が過ぎました。これまでの間、自身の一挙一動、判断の一つひとつが市民生活に大きな

影響を与えると常に考え、その責任の重さを感じつつ、市政の発展と住民福祉の向上のため、

全身全霊をもって市政運営に努めてまいりました。 

 本市の基幹産業である果樹農業に大きな被害をもたらしたモモせん孔細菌病の拡大、世界中

で度重なる感染拡大の波に襲われ、本市でも市民生活や地域経済に甚大な影響を及ぼした新型

コロナウイルスのまん延など、笛吹市が発足して以来の難局に直面することもありました。こ

れらを乗り越え、今日の笛吹市があるのは、ひとえに議員各位をはじめ、市民の皆さまのご理

解、ご協力があったからこそであり、感謝の念に堪えません。 

 私はこの７年間、「市政は市民の皆様の幸せのためにあるべき」という揺るぎない基本理念の

下、市民の皆さまの幸せを第一に、まちづくりを進めてまいりました。 

 新型コロナウイルスや物価高騰等に対しては、国や県の支援が届かない方々、支援を手厚く

する必要がある方々に手当することとして、市独自の支援を行ってきました。市民生活の応援

として全市民への商品券の配付、子育て世帯への支援として市内の小中学校および保育所等の

給食費の無償化、市内の事業者支援としてＰａｙＰａｙを活用した消費喚起など、その時々の

状況に応じて、必要と考える取組を進めてまいりました。 

 私は笛吹市に暮らす誰もが幸せを実感し、心にゆとりを持ち、優しさあふれるまちにしたい

という想いから、就任後直ちに策定した第２次笛吹市総合計画で、市の将来像を「ハートフル
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タウン笛吹～優しさあふれるまち～」とし、その実現に向け、３つの基本目標の下、施策を展

開しております。 

 基本目標の１「幸せ実感 こころ豊かに暮らせるまち」として、子育て世帯の負担軽減を図

るため、市内初となる病児・病後児保育所の設置や市立保育所における完全給食の実施、安全

安心な教育環境の整備を図るため、給食センターの改修、浅川中学校の長寿命化改修および御

坂中学校の改築、教育支援センター「ステラ」の開所、誰もが安心して暮らせるまちづくりの

ため、高齢者に対するごみ出し支援などに取り組んでいます。 

 基本目標２「幸せ実感 にぎわいあふれるまち」として、市の新たな観光拠点となるＦＵＪ

ＩＹＡＭＡツインテラスや笛吹みんなの広場の整備、さくら温泉通りの賑わい創出を図るイル

ミネーションの実施のほか、地域農業の維持と発展に向けた農業塾などにも取り組んでいます。 

 基本目標３「幸せ実感 １００年続くまち」として、「防災新時代、命を守るまちづくり」を

具体化するため、地域における共助力の強化に向けた地区防災計画の策定支援、全ての指定避

難所への防災備蓄倉庫の整備、南海トラフ地震の被害想定を反映した防災関連計画の策定など

を進めています。また、安全かつ快適に公園を利用できるよう、石和小林公園、八代ふるさと

公園、みさか桃源郷公園の遊具等の改修、行財政改革の一環として業務効率化、市民の利便性

向上に向けた「書かない窓口」や「キャッシュレス決済」の導入にも取り組んでいます。 

 令和６年１月１５日からは、ＡＩを活用したデマンド交通「のるーと笛吹」の実証運行を開

始するなど、新たな技術を活用しつつ、持続可能な公共交通網の拡充に向けた取組も進めてい

ます。 

 このように、市の将来像の実現に向けた施策や事業を着実に展開しながらも、健全な財政運

営を行い、費用対効果の低い事業を見直をし、市債の発行抑制にも努めており、さらには、ふ

るさと納税による寄附額の増加などにも積極的に取り組んでまいりました。 

 その結果、私が市長に就任した平成２８年度の決算と令和４年度の決算を比較すると、公営

企業会計を含めた市債残高は約１２２億円削減、基金残高は約３１億円増加することができま

した。また、令和４年度におけるふるさと納税の寄附額は、過去最高の約３１億６，３０１万

円と、全国で５０番目に高い寄附額となりました。 

 このように大きな成果が現れていることは、私の思いを共有し、共に市政を推進するという

意識の下、職員が一丸となって取り組んでくれたことも大きな理由だと考えております。 

 私は毎年、職員に期待することを行動テーマとして掲げています。 

 令和６年の行動テーマは「仕事は想像から始まる」としました。こうしたい、こうなってほ

しいと思い描くことが、日々の業務の糧となり、こうしてほしいという相手の想いを想像する

ことが、業務の改善につながります。職員には、単に目の前の仕事をこなすだけではなく、市

民の皆さまの幸せのために、自分たちに何ができるのかといったことを想像しながら業務に当

たってもらいたいと考えています。私は、これからも市民の皆さま、そして職員と共に「ハー

トフルタウン笛吹」の実現に向け、まい進してまいります。 

 本年は市制施行２０周年という大きな節目の年です。笛吹市は、基礎自治体としての能力を

向上させ、市民の皆さまが幸せを実感できるまちとして着実に前進をしています。 

 峡東地域の果樹農業システムが世界農業遺産に認定されるなど、長年の取組や努力も、しっ

かりと実を結んでいます。 

 一方で、市町村を取り巻く環境は厳しさを増しています。少子高齢化や多様化する市民ニー
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ズ、産業の振興や雇用の確保、災害対応、原油価格や物価高騰の影響など、様々な課題が依然

として存在しており、中でも人口減少対策は待ったなしの喫緊の課題です。 

 先人の皆さまが築いてこられた笛吹市の、そして市民の皆さまの明るい未来を描くためには、

これらの課題にスピード感とチェレンジ精神をもって、対処していかなければなりません。 

 私の市長としての任期は、残り９カ月です。私に課せられた責務は何かを問い、市民の皆さ

まの信任を得られたならば、引き続き市長として、「ハートフルタウン笛吹」の実現に向け、粉

骨砕身、身を捧げて市政推進に当たらせていただきたく、来たるべき市長選への立候補を決意

したところであります。 

 続きまして、令和６年度当初予算についてです。 

 まず、令和６年度一般会計当初予算増加の主な理由についてです。 

 主な増額要因としては、継続事業である御坂中学校校舎等改築事業に９億５，９９５万円増

の１２億６，１００万円を計上したほか、施設の老朽化に伴い、なごみの湯改修事業に８億５，

３３８万円、石和中央テニスコート改修事業に４億２，３５０万円を計上しました。 

 また、児童生徒用のタブレット端末を更新する費用として３億８，２９１万円、児童手当の

支給対象者が令和６年１０月から１８歳までに拡大されることに伴い、児童手当支給事業に１億

１，１４３万円増の１０億５，３２９万円、公債費においては、借換債に３億５，５２０万円

増の１６億６，７７０万円を計上しました。 

 次に令和６年度重点事業のうち、特に注力する事業についてです。 

 御坂中学校校舎等改築事業に１２億６，１００万円を計上しました。これは、安全安心で快

適な学校教育環境を確保するため、老朽化が著しい校舎等を改築するものです。 

 石和中央テニスコート改修事業に４億２，３５０万円を計上しました。これは、施設の機能

向上と利用者が快適に利用できる環境を整えるためのものです。 

 新規事業として、後期高齢者人間ドック助成事業に３，３１４万円を計上しました。これは、

後期高齢者の健康寿命を延ばすことを目的に、人間ドックの費用の一部を助成するものです。 

 また、障がい児支援の充実を図るため、児童発達支援センターの令和８年度の開設を目指し

て取組を進めます。 

 さらに、重点事業以外の主な事業として、物価の高騰に賃金の上昇が追い付いていない状況

を鑑み、子育て世帯の負担軽減のため、令和６年度は市独自の取組として、小中学校および保

育所等の給食費無償化を実施します。無償化に係る経費は総額４億４，４５８万円です。 

 次に、市制施行２０周年記念事業についてです。 

 市制施行２０周年記念事業として、１６事業、総額６，３５３万円を計上しました。 

 主な事業としては、石和温泉花火大会において、ドローン３００機により立体的な映像を夜

空に演出するドローンショーや、石和温泉駅前のロータリーにモニュメントを設置する観光イ

ベント事業に２，９４６万円を計上しました。 

 また、市内各所の２０年前と現在の同じ場所で撮影した写真を公募し、展示する、写真で見

る２０年の変化展開催事業に１４８万円を計上しました。 

 さらに、２０周年の節目として、合併協議時から現在までの市の歩みをまとめた市誌の編さ

ん業務に取り組むこととし４０９万円を計上しました。 

 次に、ふるさと納税寄附金の目標額に向けた取組と目標額に達しない場合の財政への影響に

ついてです。 



 ３６ 

 ふるさと納税寄附金の獲得に向け、返礼品として人気の高い、シャインマスカットや桃など

の品質向上に努め、世界農業遺産に認定されたブランド力をＰＲするとともに、ワインやジュ

エリーなど、年間を通じて提供できる魅力ある返礼品の充実を図り、予算額の３１億円に達す

るよう取り組んでいます。 

 ふるさと納税寄附金は、貴重な自主財源です。目標に達しない場合、基金積立金が減少しま

すが、財政運営への影響は少ないものと考えております。 

 続きまして、国土強靭化に向けた取組についてのご質問のうち、まず補助戸数と耐震化率に

ついてです。 

 本市では、昭和５６年以前に建てられた木造住宅に対する耐震化の支援として、平成１７年

度から耐震診断および耐震化工事の補助事業を実施しています。 

 補助事業開始から令和５年１月末時点の耐震診断数は７０６件、耐震改修戸数は６３戸、耐

震建て替え戸数は１４８戸、令和２年度に策定した笛吹市耐震改修計画における耐震化率は、

約８７．６％です。 

 今後も、市のホームページや広報紙を通じて、耐震化の啓発活動を行い、住宅の耐震化率向

上に努めます。 

 次に、緊急輸送路についてです。 

 市内で緊急輸送路に指定された区間がある路線は、中央自動車道、国道２０号、国道１３７号、

国道１４０号、国道４１１号のほか、県道９路線と市道３路線です。 

 緊急輸送路が発災により通行止めとなる主な原因としては、土砂崩れや橋梁の落橋などが挙

げられます。 

 これらを防止するため、国や県など各道路管理者が道路施設の防災対策の強化を進めていま

す。 

 緊急輸送路に限らず、市では、発生時においても避難や救助救出活動、物資の供給等に支障

が生じないよう、県等と連携した砂防の施設等の整備、橋梁の計画的な耐震化および長寿命化、

主要幹線道路等の整備などを進めています。 

 緊急輸送路に通行規制が生じた場合には、国、県および市が連携する中で、その原因の解消

と、代替路線の確保を行います。 

 次に、災害時のトイレ対策についてです。 

 本市では、大規模災害時に、指定避難所へ仮設トイレを設置するため、事業者と協定を結ん

でおり、必要となった場合には、直ちに協定先の事業者に支援要請を行います。 

 大規模災害の場合、仮設トイレを使用するためには、し尿の処理が重要であることから、バ

キュームカーやし尿処理場の確保に向け、近隣自治体や関係事業者と連携体制を構築し、し尿

処理体制を確立していきます。 

 また、仮設トイレ以外のトイレとして、石和南小学校、富士見小学校には、各６基のマンホー

ルトイレの設置が可能です。マンホールトイレは、笛吹みんなの広場に１０基設置できるよう、

整備をしてあります。 

 次に、南海トラフ地震における笛吹市の最大震度についてです。 

 令和５年５月に県が公開をした山梨県地震被害想定調査の結果では、南海トラフ地震の震源

が山梨県に最も近い場所で、マグニチュード９．０の地震が発生した場合、市内の最大震度は、

石和町の南部と境川町の北部を中心に震度６強と想定されています。 
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 次に、南海トラフ地震以上の被害をもたらす地震とその発生確率についてです。 

 市内に最大の被害をもたらす地震は、曽根丘陵断層帯地震です。笛吹市に近い場所でマグニ

チュード７．３の地震が発生した場合、石和町の南部と境川町の北部を中心に震度７となるこ

とが想定されています。 

 また、３０年以内の地震発生確率は、１％と想定されています。 

 次に、山梨県地震被害想定調査結果を踏まえた備蓄についてです。 

 これまでは、平成１７年５月に県が公開をした東海地震被害想定調査の結果に基づき、避難

者数約７，３００人を基準に必要となる備蓄物資の配備を進めてきました。 

 令和５年５月に公開された山梨県地震被害想定調査の結果では、東日本大震災や熊本地震等

の大規模地震での知見から、避難者数は、発災１週間後にピークを迎えると想定され、本市の

避難者数は約８千人とされています。 

 令和６年度からは、報告書に記載のある備蓄物資需要量予測に基づき、南海トラフ地震発災

１週間後の需要量に合わせ、備蓄を進めていきます。 

 次に、旅館の宿泊者および観光客の避難先についてです。 

 現在、市では、石和温泉旅館協同組合および株式会社シャトレーゼリゾート八ヶ岳と、宿泊

施設を避難所として提供してもらえるよう協定を締結しています。 

 地震発災時等は、この協定に基づき観光客等の避難者の受け入れを依頼します。 

 なお、旅館やホテルが被災し、かつ、他の宿泊施設で収容しきれない場合は、近くの指定避

難所で受け入れます。 

 次に、自衛隊の炊き出し訓練等、市の総合防災訓練に合わせた実施についてです。 

 市の総合防災訓練は、大規模な地震災害が発生した際に、市民、行政区、消防団員、市職員

等が、それぞれ発災直後に行うべき自助・共助・公助の役割を確認し、相互に連携を図りなが

ら速やかな災害応急対応が行えるよう、市全体で訓練することを目的としています。 

 このため、自衛隊の炊き出し訓練や風呂の開設等は、総合防災訓練とは別の日に開催するこ

とを検討しています。 

 次に、国土強靭化地域計画の推進についてです。 

 笛吹市国土強靭化地域計画は、令和３年度から令和７年度までの５年間を計画期間とし、起

きてはならない最悪の事態を回避するため、行政機能や住宅、保健医療など８つの施策分野ご

とに、今後必要となる施策を推進方針として整理した上で、強靭化に向けた取組を進めていま

す。 

 また、その取組が着実に推進されるよう、毎年度アクションプランを策定し、推進方針に沿っ

た指標と、令和７年度までに達成すべき目標値を定め、各年度における具体的な取組内容を明

らかにした上で、地域計画の進捗管理を行っています。 

 今後も国土強靭化地域計画に定めた取組の計画的かつ着実な推進を図り、強靭な仕組みづく

り、地域づくりに努めていきます。 

 続きまして、笛吹みんなの広場の使用状況についてです。 

 令和３年１１月のオープン以降、開催されたイベント数は、令和３年度が７件、令和４年度

は２４件、令和５年度は１２月末時点で４１件となり、年々増加をしています。 

 主なイベントとしては、オクトーバーフェストやフエフキヌーボーフェスタなど、来場者が

８千人を上回るイベントのほか、毎年行われているクラシックカーフェスタ、ハワイアンフェ
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スティバル、マルスワインまつり、毎月第３日曜日に行われているふえふきマルシェなどがあ

ります。 

 今後も市のホームページや広報紙などを通じて笛吹みんなの広場をＰＲをし、様々なイベン

トが開催できるよう取り組んでいきます。 

 市道１－５号線および１－８号線についてのご質問のうち、まず進捗状況と今後のスケジュー

ルについてです。 

 現在、現地調査のほか、関係機関、権利者および沿線関係者と、道路線形、道路幅員、歩道

計画など、基本設計に係る協議を進めており、道路線形等の整備計画案の決定後、地元説明会

を開催する予定です。 

 令和６年度は、道路詳細設計業務および用地調査業務などを予定をしています。 

 次に、事業を進める上での課題についてです。 

 整備地域は市街地であり、旅館や住宅などの建物が多数あるため、権利者および沿線関係者

のご理解やご協力が不可欠であること、また、用地買収費や建物の補償費などの費用が大きく

なることが課題として挙げられます。 

 着実な事業推進に向け、引き続き関係者と協議をしながら進めてまいります。 

 続きまして、新規就農者の確保についてのご質問のうち、まず新規就農者に関する補助金お

よび直近３年の交付状況についてです。 

 新規就農者に関する補助金のうち、新規就農者支援事業補助金は、新たな農業経営者の育成

を図ることを目的に、Ｉターンの新規就農者に１世帯当たり年額１００万円、Ｕターンの新規

就農者などに１世帯当たり年額５０万円を、２カ年を上限に交付をします。交付実績は、令和

２年度が１３人に６５０万円、令和３年度が１２人に６５０万円、令和４年度が１２人に７００万

円を交付しています。 

 新規就農農業後継者支援金は、農業後継者の定着を図ることを目的に、３５歳未満の認定後

継者に１世帯当たり月額３万円を、認定の日から５年間または３５歳になる日の前月までの短

い期間を限度に交付をします。交付実績は、令和２年度が１７人に５３４万円、令和３年度が

１７人に５７６万円、令和４年度が１７人に５５８万円を交付しています。 

 また、令和４年度には、親元就農による経済的な不安を解消することを目的とする親元就農

者経営安定支援事業費補助金により、１人に対し１００万円を、国の事業で就農後の経営確立

や経営発展を支援をする新規就農者育成総合対策事業費補助金により、１件で６７１万円を交

付しています。 

 次に、補助金交付後の就農状況についてです。 

 補助金交付終了後は、事業ごとに定められている就農状況報告期間において、就農状況報告

書等を提出してもらい、農業を継続していることを確認しています。 

 なお、補助制度創設の平成２２年度から令和４年度までに補助金の交付を受けた新規就農者

６７人のうち、家庭の事情や病気等により６人が離農をしています。 

 次に農業塾の相談対応件数および講習会実施状況、農業委員会、ＪＡふえふきの役割につい

てです。 

 令和５年度の農業塾の活動実績は、令和６年１月末現在、就農相談など各種相談対応件数が

３０４件、桃の摘果、ぶどうの房作り、摘粒等の果樹管理講習会および剪定講習会など講習会

開催数が３４回で、延べ１，２７１人が受講をしています。 
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 農業塾において農業委員会は、規模拡大を目指す農家や新規就農者への農地の紹介や、あっ

せんを行っています。また、ＪＡふえふきは、各種講習会への指導者の派遣、農機具の貸し出

しなど営農支援、農業塾の運営費用の一部を負担しています。 

 続きまして、御坂中学校の改築工事についてのご質問のうち、まず改築工事の概要、費用に

ついてです。 

 御坂中学校校舎等改築事業は、令和４年度から令和７年度までの４カ年の計画で、防球ネッ

トの増設、部室棟の改築、屋内運動場トイレの改修、仮設校舎の設置、既存校舎の解体、新校

舎の建築、外構の整備、柔・剣道場の改修等を行い、総工事費は約２４億７千万円を見込んで

います。 

 次に、建て替えとした理由についてです。 

 令和３年度に御坂中学校の既存校舎の構造耐力度調査を行った結果、校舎の躯体等の耐力度

が、文部科学省の基準を満たしておらず、安全性が確保できないため、建て替えとしました。 

 次に、改築工事のスケジュールについてです。 

 令和５年度の３学期終了後、仮設校舎に引っ越しを行い、令和６年度は既存校舎の一部を解

体し、新校舎の建築工事に着手をします。新校舎は、令和７年８月の完成を予定しており、令

和７年度の２学期から新校舎での学校生活が始まります。 

 また、新校舎完成後は、駐輪場や駐車場等の外構整備、柔・剣道場の改修を行い、令和７年

度末までに完成をする予定です。 

 次に、現在の進捗状況についてです。 

 これまで、防球ネットの増設、部室棟の改築、屋内運動場トイレの改修が完了しており、工

事は順調に進んでいます。 

 現在、仮設校舎設置工事を進めているほか、既存校舎の一部解体について、入札の準備をし

ております。 

 次に、今回の改築工事における特徴についてです。 

 既存校舎は４階建てのＹ字型ですが、新校舎は３階建ての直方体とします。校舎２階の中央

部には、生徒が自習やグループ学習をするための図書室、多目的室およびオープンスペースが

一体となった開放的な空間を確保します。 

 普通教室は、全クラス南向きに配置をし、２階と３階にはベランダを設け、有事の際の避難

経路を確保します。 

 特別支援教室は、生徒の通いやすさ、教職員の見守り等を考慮し、１階に配置するとともに、

普通教室での交流学習が行いやすいよう、エレベーターと階段に近い位置とします。 

 次に、今後の校舎等の改修計画についてです。 

 令和６年度に予定している御坂中学校以外の改修等は、一宮北小学校および境川小学校の屋

内運動場の大規模改修を予定をしています。 

 今後も、児童生徒の安全安心の確保のため、個別施設計画に基づき学校施設の改修等を行っ

てまいります。 

 続きまして、なごみの湯改修事業についてのご質問のうち、まず施設の役割等についてです。 

 なごみの湯は、市民の健康および高齢者福祉の増進を目的として平成１１年に建設をし、今

年で２５年目を迎えます。 

 施設の管理運営については、建設から平成１７年度までは笛吹市社会福祉協議会へ管理を委
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託、平成１８年度から平成２５年度までは株式会社富士急ビジネスサポート・有限会社ジェネ

スＪＶが指定管理者となり、平成２６年度から令和２年度までは市が直営で管理を行い、令和

３年度からは笛吹市社会福祉協議会が指定管理者となり現在に至っております。 

 年間の利用者数は、コロナ禍前の平成３０年度は約９万３千人、コロナ禍の令和２年度は約

５万７千人まで減少しましたが、令和４年度は約６万８千人、令和５年度は１月末現在で約６万

人となっています。 

 次に、改修に対する基本方針等についてです。 

 今回の改修については、老朽化した設備を更新をし、機能維持を図ることを基本方針とし、

浴槽、洗い場、地下ピット配管やボイラー等の温泉設備に加え、空調、照明、上下水道配管お

よび駐車場等の設備更新を行います。 

 改修に係る事業費は、総額約８億８，４００万円で、財源は社会福祉施設整備事業債と公共

施設整備等基金の活用を予定しております。 

 次に、改修スケジュールと市民への影響についてです。 

 改修工事については、令和６年７月から着工をし、令和７年３月までの工期を予定していま

す。改修工事の実施に伴い、令和６年４月から１年間休館となることから、市のホームページ

や広報紙、案内看板等で休館情報を周知するとともに、利用回数券の有効期限を延長する対応

を行います。 

 市民の皆さまにはご不便をお掛けしますが、休館期間中は他の市営温泉をご利用いただくな

ど、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 次に、改修後の施設利用料金の改定についてです。 

 施設の利用料金については、昨今の物価高騰などにより運営コストが上昇していることから、

施設改修後の改定を予定をしております。 

 続きまして、笛吹市高齢者福祉計画、第９期介護保険事業計画についてのご質問のうち、ま

ず今後の高齢者人口の推計についてです。 

 本市の６５歳以上の高齢者人口は、令和５年の２万６５３人から令和１２年にかけて緩やか

に減少をし、その後、団塊ジュニア世代が６５歳以上になることで増加が見込まれ、高齢者人

口がピークとなる令和２２年は２万１，２２９人と推計をしています。 

 ７５歳以上の後期高齢者については、令和５年の１万１，４９２人から年々増加していくこ

とが見込まれ、令和２２年には１万１，５８３人と推計をしています。 

 次に、市民アンケート結果にみる本市の課題についてです。 

 計画策定に当たり、高齢者の生活実態や要望等を把握するため、介護予防・日常生活圏域ニー

ズ調査および在宅介護実態調査を行いました。 

 調査結果から、外出機会の減少等による転倒の不安の増大、介護者の高齢化等による介護負

担の増加、認知症の理解促進、認知症介護ニーズへの対応等が、主な課題であると考えます。 

 次に要支援、要介護認定者の推計についてです。 

 令和５年９月現在の要支援、要介護認定者数は３，２２９人です。計画期間の最終年度であ

る令和８年は３，３０５人、高齢者人口がピークとなる令和２２年は３，６８８人と高齢者の

増加に伴い、年々増加することが見込まれます。 

 次に、地域密着型サービスの整備についてです。 

 計画では、在宅介護実態調査において、今後充実してほしいサービスとして要望が多かった、
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ヘルパーの相談や訪問をいつでも受けられるサービスである定期巡回・随時対応型訪問介護看

護の提供事業所を、令和７年度から２カ所に増やすことといたしました。 

 次に、介護保険事業費の見込みについてです。 

 計画期間初年度の令和６年度は６６億５，５９８万円、令和７年度は６７億４，０６５万円、

令和８年度は６８億３，９２９万円を見込んでいます。 

 次に、第９期介護保険事業計画期間の保険料についてです。 

 計画期間中の高齢者人口・要介護認定者数、介護サービス見込み量を推計したところ、第１号

被保険者が負担すべき第９期の保険料基準月額は６，４７３円となりました。しかしながら、

物価が高騰している社会情勢にあって、市民の負担が増加をしないことを第一に考え、介護保

険基金積立金を活用し、基準月額を第８期と同額の月額６千円に据え置くことといたしました。 

 今後も、高齢者が安心して暮らし続けられるよう努めてまいります。 

 続きまして、児童発達支援センターの設置についてのご質問のうち、まず児童発達支援セン

ターについてです。 

 児童発達支援センターは、障がいのある未就学児童を日中預かり、日常生活に適応するため

の療育などを行うとともに、地域の障がい児やその家族に対する相談支援、障がい児を預かる

児童発達支援事業所や保育所への助言、指導などを行います。 

 次に、利用対象者数とニーズの把握についてです。 

 令和６年１月１日現在、障がいのある未就学児童を日中預かり、日常生活に適応するための

療育のみを行う、児童発達支援サービスを利用している未就学児は、３６人です。 

 毎年の利用者数が３５人前後であること、利用希望はあるものの事業所に空きがなく利用に

至っていない児童などもいることから、対象者は４０人程度と推計をしています。 

 次に、設置場所と事業形態についてです。 

 設置場所は、法定必要面積および先例の児童発達支援センターの施設規模などから、市有地

で必要な面積が確保できる石和ふれあいの家跡地を予定しています。 

 また、事業形態については、建設費に対して国・県の補助金が活用できること、全国の児童

発達支援センターの約８割が民間事業者の運営であることなどから、民間事業者による設置・

運営を予定しています。 

 次に、開設までのスケジュールについてです。 

 令和６年４月に事業者の公募を開始をし、事業者を決定したあと、笛吹市議会第２回定例会

で、建設予定地の無償貸与についてご審議をいただく予定です。 

 また、事業者が、令和６年度中に国・県の補助金申請手続きを、令和７年度に建設工事を進

め、令和８年４月の開設に向け、進められるよう取り組んでいきます。 

 続きまして、ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスについてのご質問のうち、まずエントランス施

設の完成予定日についてです。 

 完成予定日は令和６年３月２９日です。 

 ４月２３日には、施設管理者である株式会社ＪＴＢと共同で、エントランス施設のオープン

記念式典を開催をし、４月２５日の送迎バスの運行開始から、一般の方々のご利用が始まりま

す。 

 次に、エントランス施設の活用と集客についてです。 

 送迎バスの停留所であるすずらん群生地駐車場に設置をするエントランス施設は、トレーラー
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ハウス５台を連結をして、観光案内所、飲食や物販ができる施設を整備します。 

 観光案内所では、観光案内やＳＮＳを活用して本市の魅力を発信し、市内の観光周遊を促し

ていきます。飲食物販施設では、芦川町の特産品や桃、ぶどうの販売、市のソウルフードのラー

ほーなどを提供します。 

 エントランス施設は、日の出を観る早朝ツアーや夜間に星を観るツアーなど、特別なツアー

の起点として利用でき、ツアー造成の幅が広がります。 

 また、施設の運営は株式会社ＪＴＢが行うため、国内旅行商品での取り扱いやインバウンド

への宣伝広報が図られ、更なる集客が期待をできます。 

 次に、今年度の送迎バスの運行実績と次年度の運行予定についてです。 

 令和５年度は４月２６日から１１月２７日の間、火曜日を除き運行し、乗車人数は２万１０９人

でした。 

 令和６年度は、エントランス施設を運営する株式会社ＪＴＢと送迎バスを運行している笛吹

市バス協議会と連携をし、観光客の利便性を高めるため、期間中全ての日で運行する実証実験

を実施します。運行体系、運賃については現在協議をしており、運行日は、４月２５日から１１月

２８日までを予定しております。 

 次に、環境配慮型トイレの評判についてです。 

 送迎バスの乗客だけではなく、多くのトレッキング客からも、臭いや汚れもなく、きれいで

使いやすいとの意見をいただいており、これまでに環境配慮型トイレについての苦情はありま

せん。 

 トイレ清掃については、シルバー人材センターに委託をし、毎日清掃を実施しており、今後

も使いやすい環境が保たれるよう管理をしてまいります。 

 次に、冬期の施設運営および防犯対策についてです。 

 エントランス施設は、送迎バスの運行ルートである水ヶ沢林道の冬季閉鎖に合わせて、施設

運営を終了する予定です。 

 冬期閉鎖期間中は、店舗ごとに設置している防犯シャッターを全て閉めるとともに、施設全

体が映る防犯カメラを設置をし、防犯体制を整えます。防犯カメラで異常があった場合、株式

会社ＪＴＢの担当者の携帯電話に通報をし、対応する仕組みを考えています。 

 続きまして、インバウンド客の取込みについてのご質問のうち、まずインバウンド客数の把

握についてです。 

 宿泊客数は、観光庁の宿泊統計調査を基に把握をしています。直近の調査結果として、令和

５年１１月の１カ月のインバウンドの宿泊者数は、笛吹市４，６７２人、富士河口湖町４万

３４０人、山中湖村１万２，２４６人となっています。 

 次に、インバウンド客を取込む手法についてです。 

 観光産業のニュースメディアで読者数が１番多いトラベルボイスによると、海外から英語で

検索されている日本の観光、イベントに関する検索ワードランキング１位がマウントフジであ

ることから、笛吹市が富士山周辺地域であることを認知していただけるよう、笛吹市観光物産

連盟が運営している海外向け観光情報発信サイトを「マウントフジピーチシティー」のタイト

ルとし、外国人に検索されやすくしました。 

 併せて、石和温泉旅館協同組合にも検索ワードの情報を提供したところ、すでに数社のホー

ムページにマウントフジが付け加えられました。 
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 また、多くの外国人が訪れている富士河口湖町で株式会社ＪＴＢが運営している施設「ツー

リストベース」に、新道峠から見える富士山のポスターを掲示をし、利用客に本市の魅力を伝

えています。エントランス施設のオープンに合わせ、株式会社ＪＴＢと連携をして河口湖をは

じめとする富士山周辺地域を訪れる方々に、新道峠行きのバスツアーを企画していきます。 

 さらに、観光庁が地方へのインバウンド消費の波及効果を目的に募集している特別な体験提

供等によるインバウンド消費の拡大・質向上推進事業にエントリーし、外国人向けの体験メニュー

を提供することで、富士山周辺地域を訪れている外国人の方々の石和、春日居温泉郷への宿泊

を促進してまいります。 

 続きまして、イベント実施についてのご質問のうち、まず花火大会を分散開催した際の観覧

客数と宿泊客数についてです。 

 令和５年度の観覧者数は、８月１９日、２６日を合わせて約５万人であり、宿泊客数はスマー

トフォンのＧＰＳ位置情報に基づく観光客分析によると、１９日は約７，２００人、２６日は

約７，９００人でした。 

 次に、令和６年度の花火大会についてです。 

 現在、市内観光事業者や協賛者にアンケート調査を実施しています。令和６年度の開催は、

１日開催が望ましいというご意見も多く、市制施行２０周年ということを踏まえ、８月２４日、

土曜日の１日開催とすることを検討しています。 

 花火大会ではこれまでに、バイクパフォーマンス、レーザー光線での映像投影、バンドによ

るライブ演奏など様々な演出を行ってきました。 

 令和６年度は、観覧者がこれまで以上に楽しんでいただけるよう、打ち上げる花火にテーマ

を持たせた、花火の構成に物語性を感じる演出に加え、ＬＥＤを搭載した３００機のドローン

がプログラミングされた動きと光のパターンで人々を魅了するドローンショーの演出などを検

討しています。 

 次に、川中島合戦戦国絵巻と県の信玄公祭りとの相乗効果についてです。 

 県の信玄公祭りは、甲州軍団出陣がメインイベントで、本市が行う川中島合戦戦国絵巻は出

陣後の合戦を再現しているイベントです。 

 令和５年度は、信玄公祭りが川中島合戦戦国絵巻の前の週に行われたため、出陣して合戦を

行うという一連のストーリーになったと考えています。 

 次に、川中島合戦戦国絵巻の新たな演出についてです。 

 令和６年度は信玄公役、謙信公役に著名人を起用する方向で現在人選を行っています。 

 また、令和４年度から実施している運動会要素を取り込んだ演出をさらに充実させ、参加者、

観覧者も楽しめるイベントとして実施してまいります。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 海野利比古君。 

〇１３番議員（海野利比古君） 

 大変、ご丁寧な答弁ありがとうございました。 

 ここからは、私、再質問ということではなくて、意見として、ちょっと申し述べたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 
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 まず、はじめに、なごみの湯ならびにいちのみやももの里温泉の抜本的な改修工事でござい

ますが、令和６年、７年の２カ年計画で敷地内への建て替え、なごみの湯については建設から

２５年が経過しての施設の改修を行うということをもちまして、２つの施設が同時に閉館のた

め、多くの利用者は、みさかの湯を利用すると思われます。 

 そこで、みさかの湯は、５時前の利用者が４１０円、５時以降が３１０円となっておるそう

でございます。多くの利用者からの意見として、２年間を特例として、５時前も３１０円にし

てほしいというふうな意見が多数寄せられておりますので、今後検討をお願いしたいと思いま

す。 

 先ほどから申しました、市民の皆さんの幸せのためにというふうなフレーズがありますので、

ぜひそのへんは市長にご一考を願いたいと思います。 

 続きまして、私も長い間、観光に特化して取り組みをしておりますので、笛吹市の基幹産業

である観光についての、私の私見を申し述べたいと思います。 

 石和・春日居温泉郷は、昭和３５年にお湯が湧いてからだいぶ日が経っておるわけですけれ

ども、昭和３５年にお湯が湧いてから１０年足らずで日本一の温泉になったことは、皆さまご

承知のとおりだと思います。 

 そこで、更なる今、コロナ禍のために非常に衰退しているわけでございますが、３５年前に

はお湯が湧かなかった河口湖周辺にも温泉が湧き、今はインバウンドという、当時想像もでき

なかったような顧客層が増えてまいりまして、河口湖周辺に今の数字でもあるように約１０倍、

宿泊客が増えているような状況でございます。 

 そこで、なんとか石和・春日居温泉郷が逆転ホームランを打つようなことができないかと、

私、日夜考えているわけですけども、これはあくまでも私の夢でございますので、実現するか

どうかということはまた別の問題として、山下市長にも夢を語っていただきたいということで、

政治はある部分、夢を語る、先ほども、職員に申しされた、想像から発生していくことが市民

のためになるというふうなお言葉もあるようですから、私は常にその夢を語ることが政治の一

番大切な部分ではないかと感じております。 

 それで、一つの夢でございますが、大蔵経寺山の開発を、私ども長い間、北山開発という名

前で、石和と、それから春日居のあの地域、旧岡部地区という地区でございますが、その皆さ

んが今も大蔵経寺山の一部のところで、株式会社コーリングやセブンイレブン・ジャパンのあ

る種、部門の協力を得ながら、あの大蔵経寺の一部を桜の山にしたいということで、長年取り

組んできて、私が承知している限り、もう１０年ちょっと経って、本当に実生からというか、

本当の小枝ぐらいの桜が今、大体、手で測れるくらいの大きさの桜に育っております。 

 鰍沢の大法師公園も私が２５歳のときに、中富町商工会に赴任した折に見たときには、本当

にこのくらいの桜がちょこちょこ植わっているような大法師公園でしたが、今行くと一抱えも

あるような桜が何千本かあって、山梨県有数の桜の山になっています。 

 そんなふうなことを踏まえた中で、大蔵経寺山が仮に桜の山になったら石和温泉の景色が一

変します。それは「甲州伊沢暁」という浮世絵にもあるように、あの山から見ると富士山がよ

く見えるんです。富士山、桜、温泉、これはもう観光の本当に良いアイテムになるかと思いま

すので、ぜひそんなふうな、桜の活動をしている皆さんに応援をしてあげてくださいというふ

うに私は思います。 

 それから、もう１つは、笛吹市にも文化というのが、ものすごくたくさんいろんな文化があ
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るわけですけれども、先だって開催されました第２７回「俳句の里」山梨県笛吹市全国小学生・

中学生俳句会の中の状況を申しますと、全国４３都道府県、それから海外では台湾からも小中

合わせて５２３校、全部で３万３，９０９句という投稿があって、素晴らしい、日本でも有数

の俳句会だと伺っております。 

 中学生、小学生それぞれに文部科学大臣賞まで拝受できるという、全国でも稀な俳句大会で

あり、この経過を踏まえた中で、これも観光の一助として、これに当選して、一番最大の賞は

文部科学大臣賞、それからここにありますように、蛇笏・龍太特別賞まで入れますと１０句以

上の素晴らしい作品があります。その入選者たちを市が無料でご招待して、石和・春日温泉郷

へ宿泊していただく。そうすれば本人は無料でも必ず付添者がいるわけです。ですから、そう

いうことも踏まえて、この全国に誇れる俳句大会の景品として、ぜひ、もしできましたら、当

選者１０何人だけでも無料ご招待を市の力でしていただければ、必ずおじいちゃん、おばあちゃ

ん、親、お父さん、お母さん、兄弟まで含めると、もしかしたら１人で５人も６人も泊まって

いただけることになるかもしれません。そんなことで、ぜひこういうものをですね、観光の拠

点にしていただきたい。 

 それから、時間も残り少ないので、もう１つ、１－５号、１－８号線の事業についてでござ

いますが、計画、確かに素晴らしいと思うんですが、何にしても地権者、それから先ほどおっ

しゃったように建物、旅館も多いというようなことで非常に難しいかと思いますが、昨年３月

議会で私どもが修正案を提案した例の、今年度取り止めになりました、芝生広場の轍を踏まな

いように、必ず地権者および地域の要望を的確に捉えた中で事業をお進めしていただきたいと、

切に私は希望いたします。 

 残り時間が少なくなりましたが、今年、非常に評判のよかったＰａｙＰａｙに代わる、もう

一度、市民一人ひとり１万円の商品券の配付を再考願えれば、全部やっても７億弱でございま

すので、ぜひそのへんも物価対策として取り組んでいただければありがたいかなと思います。 

 以上、最後のところは私の思いを述べさせていただきまして、誠にお耳障りなこともあった

と思いますけれども、ぜひそれに向けて、観光が良くなれば笛吹市全部が良くなるというのは

私の持論でございますので、ぜひそのへんお酌み取りいただいて、今後の３期目に向けて取り

組んでいただきたいということを申し添えて、私の代表質問を終わらせていただきます。 

 どうもご清聴ありがとうございました。 

〇議長（古屋始芳君） 

 ここで暫時休憩いたします。 

 再開を午前１１時４０分といたします。 

休憩  午前１１時２８分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１１時４１分 

〇議長（古屋始芳君） 

 再開いたします。 

 清心会、河野正博君の質疑および質問を許可します。 

 河野正博君。 

〇４番議員（河野正博君） 

 議長の許可をいただきましたので、清心会の河野正博が代表質問をいたします。 
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 １問目、笛吹市の財政状況の推移と山下市長の政治姿勢について。 

 山下市長就任から７年が経ちました。山下市長は、「ハートフルタウン笛吹」実現に向け様々

な施策を行ってきました。安定した計画的市政運営には、健全な財政であることが必要不可欠

です。また、市民の声を真摯に聞き市政に反映する政治姿勢も大事です。以上を踏まえ笛吹市

の財政状況と山下市長の政治姿勢について伺います。 

 （１）平成２８年、約７００億円あった市債が令和４年に約５６７億円、約１２２億円減少

しています。これをどのように捉えているか伺います。 

 （２）市債残高減少を目指すあまり、実施した施策が不十分となっていなかったか伺います。 

 （３）健全な財政運営のための市債残高について、目標とすべき市債額と市債発行に対する

基本的な考えを伺います。 

 （４）平成２８年度７０％を超える将来負担比率が大幅に改善され、令和４年には算出なし

となりました。この結果の評価と今後の予測および方針を伺います。 

 （５）基金残高は、平成２８年度約１６４億円、令和４年度約１９７億円、約３１億円増加

しています。要因はふるさと納税寄附額の増加と思うが、このことを踏まえ令和６年度の基金

額の予測値と、ふるさと納税活用についての基本的な考えを伺います。 

 （６）基金運用についての基本的考え方を伺います。 

 （７）「ハートフルタウン笛吹」実現に向けて進めてきた事業の成果と課題について、伺います。 

 （８）市民の声を市政に反映する「聞く力」の必要性についての見解と市民の声をどのよう

に把握しているのか、その方法を伺います。 

 ２問目、令和６年度当初予算について。 

 令和４年度、令和５年度とも一般会計歳出決算額が４００億円を超える見込みです。これは

コロナ対策費用が含まれていますが、これまでの予算を大幅に上回りましたが、身の丈に合っ

た予算であることが望まれます。以上のことを踏まえ伺います。 

 （１）令和５年度一般会計歳出決算額見込みと令和６年度の一般会計当初予算額においてコ

ロナ対策費を除いた、いわゆる真水の令和５年度一般会計歳出決算額見込みと令和６年度一般

会計当初予算額について伺います。 

 （２）令和６年度一般会計当初予算編成にあたり、主な重点施策と予算額について伺います。 

 （３）令和６年度一般会計市税予算額は８６億８，５８８万４千円、令和５年度と比較し約

３億３千万円減となっている。この原因と見解を伺います。 

 （４）令和６年度一般会計歳入予算において市債５４億３，８００万円、令和５年度予算と

比較し約１６億円増となっている。この原因と見解を伺います。 

 （５）令和６年度一般会計歳入予算のうち繰入金は５９億４，４９３万１千円で、令和５年

度と比較し約１６億円増となっている。原資は基金であるが、令和６年度末の基金残高の予測

値と見解を伺います。 

 （６）令和６年度歳出予算のうち商工費、土木費、消防費が令和５年度の歳出予算と比較し

減額となっている。令和６年度の実施予定施策達成への見解を伺います。 

 ３問目、人口減少に対する施策について。 

 笛吹市の人口は、２００５年７万１，７１１人を最高に令和５年１２月現在６万７，２７８人

と減少傾向は続き、２０３５年には６万人以下となる予測値もあります。 

 人口減少に歯止めをかけることは、「ハートフルタウン笛吹」実現に非常に重要な課題であり
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喫緊の施策が必要と考えます。笛吹市は人口減少に歯止めをかけるべく、石橋産業導入地区開

発による新たな雇用の創出や子育て世帯住宅取得補助事業等、様々な施策を講じています。 

 しかし、新たな取組も必要であると考えます。以下、伺います。 

 （１）子育て世帯に対する、新たな支援策について伺います。 

 （２）子育てしやすい教育環境を整える施策について伺います。 

 （３）番目は、企業誘致のところで併せて回答いただきたいと思います。 

 （４）過疎地域も含めた、移住、定住促進事業の成果と課題について伺います。 

 （５）人口減少対策のため、部署横断プロジェクトチームの設立を提案するが見解を伺いま

す。 

 ４問目、小学校、中学校の教育施策と幼児に関する施策について。 

 笛吹市は、熱心に教育施策に取り組み多くの成果を上げてきたと評価しています。学校給食

センター建設事業、学校プール民間活用、教育支援センター事業「ステラ」、子供すこやか部新

設、小中学校、保育所、幼稚園の給食費無償化など、私の調査によると過去３年間で１５の重

点施策を実施してきました。 

 以上のことを踏まえ伺います。 

 （１）小中学校、保育所、幼稚園の給食費無償化の継続実施を希望します。見解を伺います。 

 （２）各学校の通学路の白線および横断歩道が引き直され、安全な通学路となりつつありま

す。より一層安全な通学路となるため、令和６年度の施策について伺います。 

 （３）ＩＣＴを活用した授業が定着してきている。学力向上の成果と課題について、伺いま

す。 

 （４）タブレットを授業以外に使用した事件が発生しているが、笛吹市では不適切な使用は

ないのか、またタブレット使用に関する倫理教育および普段の管理状況について伺います。 

 （５）保護者に高く評価されているプール民間活用事業についての進捗状況と今後の見通し

について伺います。 

 （６）教職員の過労働が全国的に報道される中、令和５年度の笛吹市の教職員の労働時間は

改善されているのか伺います。 

 （７）令和６年度笛吹市教職員の「働き方改革」施策について伺います。 

 ５問目、防災関連の施策について。 

 令和６年元旦、穏やかな新年を迎えていた能登地方に突然大地震が発生、幸せな普通の暮ら

しが奪われてしまいました。心が折れそうになるような映像を目の当たりにして、改めて防災

の大切さを感じました。 

 また、指定避難場所における人員不足（市役所職員など）が報道されています。人員不足は

予測できることで、あらかじめ災害発生前の対策検討が可能な課題です。また能登地震を例に

とると福祉避難場所の開設率は、５０％以下となっています。福祉避難所も被害を受けていま

す。福祉避難場所について、事前の十分な準備を考えるべきと感じます。 

 そこで以下、質問します。 

 （１）令和５年度防災重点施策達成状況と主な防災歳出金額の予測値について伺います。 

 （２）令和６年度防災重点施策と歳出予算額について伺います。 

 （３）道路、ガス、水道、電気、通信等のインフラ関連の災害発生後の速やかな復旧につい

て、業者および関係諸団体との事前協議の内容について伺います。 
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 （４）地区防災計画の進捗状況について伺います。 

 （５）障がい者や要介護者等に対応する福祉避難場所までの移動手段、人員配置、福祉避難

所運営などについての準備状況を伺います。 

 （６）災害発生時福祉施設を福祉避難場所とするだけでは不十分と考えます。指定避難場所

の機能に福祉避難場所機能を準備するなどの対応について伺います。 

 （７）指定避難場所運営に共助力（行政区力）を活用すべきと考えます。共助力活用の施策

について伺います。 

 （８）指定避難場所以外の避難場所に民間企業活用を推進すべきと考えます。企業、行政区、

市役所の連携を伺います。 

 ６問目、行政改革への取組について。 

 行政改革には、２本の柱があります。１つは「市民サービス業務改革」、もう１つは「市役所

職員の業務改革」です。「市民サービス業務改革」では、「お悔みコーナー」「書かない窓口」「窓

口業務ＤＸ事業およびキャシュレス決済導入事業」等、着実に成果を上げており「ありがたい」

と多くの市民から評価をいただいています。「市役所職員の業務改革」については、市役所業務

の業務分析は終了し、これを活用し業務改革していくとの回答をいただきました。令和６年１月

１５日、新たな公共交通「のるーと笛吹」が実証運行されました。高齢化が進む中、大いに期

待できるシステムと思います。 

 以上のことを踏まえ、質問いたします。 

 （１）行政改革の柱である「市民サービス業務改革」「市役所職員の業務改革」についての基

本姿勢を伺います。 

 （２）これまで行った「市民サービス業務改革」の成果と課題について伺います。 

 （３）新たな公共サービス「のるーと笛吹」実証運行の状況を伺います。 

 （４）「のるーと笛吹」以外で、令和６年度「市民サービス業務改革」の施策について伺いま

す。 

 （５）市役所業務の分析に基づく「市役所職員の業務改革」の進捗状況について伺います。 

 （６）新たな情報システムの導入による業務改革を検討しているか伺います。 

 （７）現在進めている「市役所職員の業務改革」は、単なる人員削減ではなく適材適所、適

正な人員の確保、職場環境改善等に繋がっているか伺います。 

 ７問目、行政区要望について。 

 令和５年２月の代表質問で行政区要望について質問し、可否判断の明確化と予算の増額およ

び実施率の改善を求めました。令和３年行政区要望の件数は５０９件、そのうち令和３年度と

令和４年度に実施するとの回答は１３５件、実施率は２７％でした。 

 以上のことを踏まえ、伺います。 

 （１）令和４年度の要望件数と令和４年度および令和５年度に実施すると回答した件数およ

び実施率について伺います。 

 （２）要望の可否判断の基準と明確な回答は実施できたのか、また回答に対する行政区の反

応について伺います。 

 （３）令和５年度行政区要望を実施した歳出金額の予測額と令和４年度と比較し、どれぐら

いの増額となったか伺います。 

 （４）令和５年度未実施だった行政区要望の中で、令和６年度に実施予定の行政区要望件数
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と未実施件数および、おおよその実施歳出額予測値および実施率を伺います。 

 （５）行政区要望は、市民の切実な願いであり、これに真摯に対応してほしいと考えるが所

見を伺います。 

 ８問目、笛吹市経済活性化について。 

 コロナ渦により、笛吹市の重要な産業である観光業は、大きな痛手を被りました。ようやく

令和５年５月コロナが５類へと移行し、観光客も戻り始めました。幸い、ぶどうの主力である

「シャインマスカット」は、生産量、価格とも非常に好調に推移しましたが旅館業を含む観光

業は、まだまだ予断を許さない状況です。笛吹市は、新道峠展望台整備事業、ハートフルタウ

ン笛吹！商品券事業、笛吹市消費喚起キャンペーン事業、事業者支援金給付事業など経済を好

転させるべく様々な経済対策を実施してきました。一定の経済効果はあったと評価できます。

そこで伺います。 

 （１）令和５年度の笛吹市の経済対策と経済状況について、コロナ渦前と比較し、どの程度

好転したか伺います。 

 （２）令和６年度、経済をⅤ字回復基調に乗せるための重点施策について伺います。 

 （３）「世界農業遺産」に認定されたが、その活用施策について伺います。 

 （４）令和６年度「新道峠」「みんなの広場」などを活用した新たな観光施策について伺いま

す。 

 （５）果樹を中心とした「笛吹ブランド」確立のための施策について伺います。 

 （６）笛吹市の重要な産業である農業と観光の連携施策について伺います。 

 ９問目、企業誘致について。 

 人口減少対策でも企業誘致の必要性について質問したが、新たな企業誘致は雇用創出、税収

増、市経済の活性等あらゆる面で重要な施策と考えます。そこで笛吹市の企業誘致の施策につ

いて伺います。 

 （１）石橋産業導入地区について、現在のインフラ完成状況と今後の見通しについて伺いま

す。 

 （２）令和元年度から令和５年度までの企業誘致件数と今後の予想について伺います。 

 （３）石橋産業導入地区に入居する企業に対して、どのようなインセンティブを準備したの

か、また追加の優遇施策は考えているのか伺います。 

 （４）過去５年間、石橋産業導入地区に入居した企業の地元採用社員の大まかな人数と今後

の推移について伺います。 

 （５）新たな企業立地促進事業について、検討しているのか伺います。 

 １０問目、公共施設整備事業について。 

 笛吹市では、公共施設整備計画に従い、計画的に整備事業をすすめています。浅川中学校校

舎等改修事業、御坂生涯学習センター整備事業、防災倉庫整備事業（２８カ所５３棟）、学校給

食センター建設事業など「安心、安全、幸せ実感」の笛吹市となるよう事業を進めています。

そこで今後予定している公共施設整備計画について、伺います。 

 （１）御坂中学校校舎改築事業について、工事内容、工期、予算額について伺います。 

 （２）御坂学童保育施設整備事業について、工事内容、工期、予算額について伺います。 

 （３）市営温泉設備改修事業について、令和６年度着手となる施設と工事内容、工期、改修

予算額について伺います。 
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 （４）八代総合会館の改修事業の工事内容と工期、予算額について伺います。 

 （５）笛吹市の将来にわたる財政予測を踏まえた公共施設整備計画の見直しについて、見解

を伺います。 

〇議長（古屋始芳君） 

 ここで暫時休憩いたします。 

 河野正博君に申し添えます。 

 質問に対する当局の答弁は、再開後に行いますのでよろしくお願いします。 

 再開は午後１時３０分といたします。 

休憩  午後１２時０１分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 １時２８分 

〇議長（古屋始芳君） 

 再開いたします。 

 当局の答弁を求めます。 

 市長、山下政樹君。 

〇市長（山下政樹君） 

 清心会、河野正博議員の代表質問にお答えいたします。 

 はじめに、笛吹市の財政状況の推移と山下市長の政治姿勢についてのご質問のうち、まず市

債残高の減少についてです。 

 市債残高が減少したことは、毎年度、長期財政推計を作成、見直すことなどにより、健全な

財政運営を行ってきた結果であると考えています。 

 次に、市債残高の減少と事業の取組についてです。 

 総合計画に掲げる市の将来像の実現に向け、必要な事業に取り組んでおり、市債残高の減少

を目的として、事業を先送りや未実施としたことはありません。 

 次に、市債残高の目標値と市債発行に対する基本的な考え方についてです。 

 市債残高に対する目標値は設定はしていません。 

 市債は、世代間の負担の公平性、支出の平準化を目的に発行するものであり、まずは、国や

県の補助金を活用し、市債発行の抑制を図る中で、有利な交付税措置がある市債を借り入れる

ことを基本的な考え方としています。 

 次に、将来負担比率が算出されなかった評価と今後の予測および方針についてです。 

 毎年度、長期財政推計の作成、見直しを行うことで、将来負担比率が算出されなかったこと

は、健全な財政運営を行ってきた結果であると捉えております。 

 昨年９月に公表した長期財政推計では、今後も将来負担額を充当可能な財源が上回るため、

将来負担比率は算出されない見込みです。 

 引き続き、本市の身の丈にあった健全な財政運営を行っていきます。 

 次に、令和６年度末の基金残高の予測値とふるさと納税の基本的な考え方についてです。 

 令和６年度末の基金残高は、１５５億８，９５４万円を見込んでいます。 

 本市へのふるさと納税の寄附額は、令和４年度が約３１億６千万円、令和５年度は３０億円

に迫るなど高い水準で推移をしており、令和６年度も３１億円を目指しています。 

 今後も、貴重な自主財源であるふるさと納税寄附金が高い水準で推移していけるよう、寄附
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金の獲得に向け、取り組んでいきます。 

 次に、基金運用についての基本的な考えについてです。 

 各基金条例に基づき、最も確実かつ有利な方法により保管、運用していきます。 

 次に、「ハートフルタウン笛吹」の実現に向け、進めてきた事業の成果と課題についてです。 

 第二次笛吹市総合計画で掲げた市の将来像「ハートフルタウン笛吹～優しさあふれるまち～」

の実現に向け、市の将来を見据えた長期的視点をもった施策を展開するとともに、迅速な対応

が求められる際には、その時々に必要な支援や事業を、スピード感をもって取り組んでまいり

ました。 

 子育て世帯の負担軽減を図るため、市内初となる病児・病後児保育所の設置や、市立保育所

における完全給食の実施、安全安心な教育環境の整備を図るため、浅川中学校の長寿命化改修

および御坂中学校の改築、教育支援センター「ステラ」の開所、誰もが安心して暮らせるまち

づくりのため、高齢者に対するごみ出し支援などに取り組んでいます。 

 産業面に関しては、本市が旅の目的地となるよう、ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスや笛吹み

んなの広場を整備するとともに、課題となっていた冬季の観光客の誘致に向け、さくら温泉通

りのイルミネーションやクリスマス花火の実施などに取り組んだ結果、季節を問わず、観光客

が訪れ、地域に賑わいをもたらしています。また、農業の担い手育成を図るために開設した農

業塾は、毎年多くの方が受講をし、本市の農業の技術力向上と担い手確保に寄与しています。 

 防災面に関しては、自然災害が多発する中、市民の命を守ることが行政の最大の使命である

と考え、「防災新時代 命を守るまちづくり」を掲げ、地区防災計画の策定支援や、全ての指定

避難所への防災備蓄倉庫の整備などに取り組んでおり、自助・共助・公助それぞれのレベルアッ

プが図られています。 

 これら、「ハートフルタウン笛吹」の実現に向けた取組を通じ、本市は多分野にわたり大きく

前進をしていますが、残念ながら人口減少は依然として進行しており、このままでは、地域経

済の縮小や担い手の減少など、様々な社会的問題の発生が懸念をされます。「ハートフルタウン

笛吹」の実現のためには、人口減少対策は避けては通れない、最重要課題と認識をしています。 

 次に、市民の声を聞く力についてです。 

 市民の皆さまの声を市政に反映させるための「聞く力」は、市民の皆さまの幸せに直結する

もので、「ハートフルタウン笛吹」の実現のために必要不可欠なものだと考えています。 

 これまでも市政の舵取りに当たり重要な局面では、市民説明会などを開催をし、市民の皆さ

まの声を直接聞く機会を設けてきました。また、普段から市長への手紙を通じて、市政に対す

る意見や提案、要望などをいつでも受け付け、市民ニーズを把握するとともに、スピード感あ

る市政の実現に向け、取組を進めています。さらに、毎年度、市内の各行政区から、道路や水

路の改修工事などについて地区要望を受け付け、緊急度などに応じて優先順位を付けた上で、

事業を実施しています。 

 市の意思決定に当たっては、独善に陥ることがないよう、職員との協議の場を設け、十分に

議論を交わしたあとに、判断を下しています。 

 これからも市民の皆さまの声を第一に、職員とともに、全力で市政運営にまい進してまいり

ます。 

 次に、令和６年度当初予算についてのご質問のうち、まずコロナ対策費を除いた令和５年度

一般会計歳出額の見込みと令和６年度一般会計歳出予算額についてです。 
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 コロナ対策費を除いた令和５年度一般会計歳出決算見込額は約４０４億円です。また、令和

６年度一般会計当初予算には、コロナ対策費は計上しておらず、歳出予算額は４２５億３，

２７９万円です。 

 次に、主な重点施策と予算額についてです。 

 御坂中学校校舎等改築事業に１２億６，１００万円を計上しました。これは、安全安心で適

正な学校教育環境を確保するため、老朽化が著しい校舎等を改築するものです。 

 石和中央テニスコート改修事業に４億２，３５０万円を計上しました。これは、施設の機能

向上と利用者が快適に利用できる環境を整えるためのものです。 

 新規事業として、後期高齢者人間ドック助成事業に３，３１４万円を計上しました。これは、

後期高齢者の健康寿命を延ばすことを目的に、人間ドックの費用の一部を助成するものです。 

 また、障がい児支援の充実を図るため、児童発達支援センターの令和８年度の開設を目指し

て取組を進めます。 

 さらに、重点事業以外の主な事業として、物価の高騰に賃金の上昇が追い付いていない状況

を鑑み、子育て世帯の負担軽減のため、令和６年度は市独自の取組として、小中学校および保

育所等の給食費無償化を実施します。無償化に係る経費は総額４億４，４５８万円です。 

 次に、市税が令和５年度と比較して減額している原因と見解についてです。 

 減額している主な要因は、定額減税による個人住民税の減および固定資産税の３年に一度の

評価替えによる減を見込んでいるためです。 

 なお、定額減税の減収見込額分３億２，０６７万円については、全額、地方特例交付金とし

て交付されます。 

 次に、市債が令和５年度と比較して増額している原因と見解についてです。 

 増額している主な要因は、御坂中学校校舎等改築事業やなごみの湯改修事業、石和中央テニ

スコート改修事業などの普通建設事業が令和５年度に比べ、１２億９，９９４万円増加してい

るため、また、借換債が３億３，５００万円増加しているためです。 

 長期財政推計において、令和６年度の市債発行額は６１億５００万円としていることから、

想定の範囲内であると考えております。 

 次に、令和６年度の基金残高の予測値と見解についてです。 

 令和６年度末の基金残高は、前年度比２８億２，７５０万円減の１５５億８，９５４万円と

なる見込みです。 

 適切な予算執行管理を行う中で、基金残高の維持に努めていきます。 

 次に、施策達成への見解についてです。 

 重点事業をはじめ、市の将来像の実現に向け、必要な事業に予算を計上しています。 

 令和６年度に予定している事業については、早期の執行および年度内の着実な完了に努めて

いきます。 

 続きまして、人口減少に対する施策についてのご質問のうち、まず子育て世帯に対する新た

な支援策についてです。 

 本市では、市内初となる病児・病後児保育所の設置、保育所の民営化、市立保育所における

完全給食の実施、子どもすこやか医療費の対象年齢の拡大、子育て世代への住宅取得補助金な

ど、ハードおよびソフトの両面から、子育て世帯に対する支援策を展開してきました。 

 また、子育て環境が多様化する中、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援を行うため、
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令和４年４月に「子供すこやか部」を創設をし、子育て支援の充実に向けた体制強化を図りま

した。 

 現在、子育て支援課では、児童福祉機能と母子保健機能の両者が連携をしながら子育て世帯

への支援を行っており、この包括的な支援体制をさらに強化するため、令和６年４月１日に、

課内に「こども家庭センター」を設置をします。 

 こども家庭センターには、児童福祉と母子保健の業務を統括する統括支援員を配置します。

支援を必要とする子どもや妊産婦、子育て世帯への支援計画をまとめ、関係機関との連携、調

整などを行いながら、家庭の状況に応じた、きめ細かな支援を行っていきます。 

 次に、子育てしやすい教育環境を整える施策についてです。 

 子育てしやすい環境整備として、令和６年度は、御坂地域において分散している学童保育ク

ラブを集約し、一体的な保育を行えるよう、新たな学童保育施設を建設するとともに、学童保

育施設がない芦川地域には、子育て環境の充実を図るため、新たに学童保育施設を設置します。 

 また、全ての児童が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験活動を行うことができるよ

う、学童保育クラブと放課後子ども教室を連携して実施する放課後子ども総合プラン推進事業

に取り組んでおり、現在、地域の参画を得る中で、学習支援や体験教室を実施しています。 

 令和６年度は、長期休暇中の実施内容を充実させ、子どもたちの健全育成を図ります。 

 さらに、食物アレルギーを持つ児童生徒も給食の時間を安心かつ楽しく過ごせるとともに、

お弁当を作る保護者の負担軽減が図られるよう、市内全ての学校においてアレルギー対応によ

る除去食の提供に取り組むべく、石和中学校と春日居学校給食共同調理場を改修をし、除去食

を提供する環境を整備する予定です。 

 次に、過疎地域も含めた移住定住促進事業の成果と課題についてです。 

 子育て世代住宅取得補助金の交付実績のうち、市外からの転入は、制度を開始した平成３０年

度の１６件に対し、令和５年度は１月末現在で３５件に達しており、著しく増加が見られます。 

 また、移住支援金についても、令和３年度の２件に対し、令和５年度は、１月末現在で９件

と増加しており、芦川地区への移住も１件ありました。 

 これらの支援策のほか、本市では、令和４年度から企画課内に移住・定住コンシェルジュを

１人配置しています。さらに、令和５年度から地域活性化起業人制度を活用し、民間企業から

の派遣により移住コンダクターを配置をし、移住定住の促進に向け、体制強化を図っています。 

 市役所窓口や、都内で開催される移住フェアなどでの相談件数は増加しており、笛吹市への

関心は高まっているものと考えます。 

 人口減少が進む中、特に若者世代の移住定住の促進は喫緊の課題と認識しており、令和６年

度には、奨学金返還支援事業の創設やＶＲやメタバースなどのインターネット環境を活用した

新たな移住定住策を展開する予定です。 

 芦川地区などの過疎地域において、思うように移住が進んでいない要因として、移住者が希

望する不動産物件が少ないこと、生活の利便性や人間関係の構築に対する不安があることなど

が挙げられます。 

 現在、芦川地区における空き家の実態調査を実施をし、所有者に対し利活用の意向確認を進

めています。 

 今後は、こうした情報も有効に活用する中で、空き家対策事業と連携した空き家バンクの推

進に取り組むとともに、移住者と地域住民とのコミュニティ形成の場を整備することにより、
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安心して移住できる環境づくりを進めてまいります。 

 次に、人口減少対策に向けた部局横断のプロジェクトチームの設立についてです。 

 人口減少は、労働力人口の減少や地域社会の活力低下、社会保障費の増大等、社会、経済や

市民生活への多岐に渡る深刻な影響が懸念をされます。 

 人口減少に歯止めをかけるため、部局横断のプロジェクトチームを立ち上げ、様々な視点か

ら知恵を出し合い、庁内一丸となって取り組むことも有効な手段の一つと考えます。 

 今後、他自治体の事例などを参考にする中で検討してまいります。 

 続きまして小学校、中学校の教育施策と幼児に関する施策についてのご質問のうち、まず給

食費の無償化についてです。 

 令和５年度に行った小中学校および保育所等の給食費の無償化は、国の物価高騰の影響を受

けた生活者等の支援に係る交付金を活用したもので、本市の子育て世帯の負担軽減に大きな効

果があったものと考えます。 

 国は、令和５年６月に閣議決定した「こども未来戦略方針」の中で、学校給食の無償化実現

に向けて、課題等整理した上で具体的な方策を検討するとしていますが、令和６年２月現在、

具体的な方策は示されていません。 

 一方、賃金の上昇が物価高騰に追いついていない現状にあって、子育て世帯の負担軽減は、

引き続き取り組まなければならない課題であると認識をしています。 

 本市では、このような現状を踏まえ、令和６年度については、市独自の取組として、小中学

校および保育所等の給食費の無償化を実施をします。 

 令和７年度以降については、社会情勢を見極めた上で、国の動向等を踏まえ検討をしてまい

ります。 

 次に、安全な通学路のための施策についてです。 

 本市では、警察や道路管理者、学校、ＰＴＡ等と連携する中で、毎年度、通学路の合同点検

を行い、横断歩道や防護柵、路面表示の設置など、様々な安全対策を講じています。 

 令和６年度も同様の取組を実施をし、児童生徒の通学路における安全確保に取り組んでいき

ます。 

 次に、ＩＣＴを活用した学力向上の成果と課題についてです。 

 小学校では全学年に、ＡＩが児童の理解度に応じて問題の難易度を自動調整する機能などを

有するデジタルドリルを導入しています。一人ひとりの習熟度に応じた指導が可能になり、基

礎的な知識や技能の習得につながっています。令和６年度には、中学校へのデジタルドリルの

拡大を検討しています。 

 家庭学習におけるタブレット学習も行っていますが、十分に普及しているとは言えない状況

であることから、今後、活用の推進を図っていきます。 

 次に、タブレットに関する不適切な使用と管理状況についてです。 

 大きな問題や事件になるような事案は発生はしていませんが、利用に当たって、不適切な検

索を行う児童生徒がいます。市では検索ワードの監視を行っており、発見した際には、学校と

連携をとりながら指導をしております。倫理教育について、各学校では人を傷つける書き込み

をしないことやルールに沿った使用をすることなど、情報モラル教育を行っております。 

 また、児童生徒用のタブレット端末には、フィルタリングソフトを導入し、夜間の使用制限

や不適切なサイトへのアクセス制限などを行っています。 
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 次に、プールの民間活用事業の進捗状況と今後の見通しについてです。 

 プールの民間活用事業については、現在、石和南小学校、石和北小学校および石和東小学校

の３校で行っており、高評価を得ております。 

 今後の学校プールの在り方については、市内外の民間プールや市営プールの活用、学校への

インストラクターの派遣なども検討しております。 

 次に、令和５年度の教職員の労働時間についてです。 

 教育委員会では、各学校から教職員の勤務状況の報告を受け、指導や助言を行っています。 

 令和５年４月から令和６年１月までの間で、時間外在校時間が月８０時間を超えた教職員の

割合は７．７％です。同時期の令和３年は１２．２％、令和４年は９．２％と年々減少してお

り、改善されつつあると考えております。 

 次に、教職員の働き方改革についてです。 

 本市では、これまで教職員の働き方改革として、勤務時間管理の徹底、学校閉庁日の設置、

児童と向き合う「きずなの日」の推進、会計業務の効率化、行事や会議の見直し、ＩＣＴを活

用した業務改善、部活動指導員等の外部人材の活用、時間外の音声案内機能の設置等に取り組

んできました。 

 令和６年度は、これらの取組を継続するとともに、部活動指導の負担軽減のため、学校部活

動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けて取り組んでいきます。 

 次に防災関連の施策についてのご質問のうち、まず令和５年度の防災に係る重点事業と決算

見込についてです。 

 令和５年度の防災に係る重点事業は４事業です。 

 このうち、地区防災計画および、わが家の災害時行動計画策定支援事業、防災備蓄倉庫整備

事業は、年度内に完了をし、歳出の決算見込額は８，８７５万円です。 

 防災関連計画策定事業は、令和６年能登半島地震を受け、新たな災害対応について、地域防

災計画の緊急点検および見直すよう国から通知があり、今後、計画の修正等が必要となるため、

事業費３，１８０万円を令和６年度に繰り越し、見直しを行います。 

 また、防災行政無線高度化事業は、部品調達の遅延により、年度内完成が困難なため、事業

費２億９，３３３万円を令和６年度に繰り越ししました。 

 次に、令和６年度の防災に係る重点事業と歳出予算額についてです。 

 継続事業の防災備蓄倉庫整備事業に７，１５５万円、防災行政無線高度化事業に２億９，

３３３万円、新規事業の地震ハザードマップ整備事業に１２３万円、まちごとハザードマップ

事業に１０２万円を計上をしました。 

 令和６年度の防災に係る重点事業の歳出予算合計額は、４事業で約３億６，７１３万円です。 

 次に、応急復旧に関するインフラ関連業者および関係諸団体との事前協議の内容についてで

す。 

 市は、災害発生後の応急復旧のため、道路の復旧については、笛吹市沿岸建設安全推進協議

会や笛吹市舗装協会と道路の機能確保および復旧について協定を締結しています。 

 ガスについては、山梨県ＬＰガス協会笛吹地区と災害時のＬＰガスの供給について協定を締

結しています。 

 水道については、笛吹市管工事組合と水道施設等の機能確保および復旧について、第一環境

株式会社と災害時の応急給水等について協定を締結しています。 
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 電気については、東京電力パワーグリッド株式会社と電力の早期復旧について協定を締結し

ています。 

 通信については、県が東日本電信電話株式会社と通信設備の早期復旧について包括的連携協

定を締結しています 

 次に、地区防災計画の進捗状況についてです。 

 令和５年度は、土砂災害警戒区域内の行政区から芦川の４行政区をモデル地区として、地区

防災計画の策定を支援をし、令和５年１２月に完成をしました。そのほか、現在、２行政区の

計画作成を支援しており、この２行政区を含めると、１６行政区の計画が策定されます。 

 次に、福祉避難所までの移動手段等の準備状況についてです。 

 障がい者等の避難行動要支援者については、現在、個別避難計画の作成を進めています。計

画では、要支援者一人ひとりに避難支援等実施者を定め、災害発生時、要支援者の移動を含む

避難行動をご支援いただくこととしています。 

 福祉避難所の人員配置および運営については、公共施設８カ所を福祉避難所に指定をし、必

要な備品を準備しております。 

 次に、指定避難所への福祉避難所機能の準備についてです。 

 指定避難所への要支援者の避難を想定をし、指定避難所に福祉避難スペースの設置を考えて

おり、現在、策定中の笛吹市地域防災計画に記載しています。 

 また、発災時、要支援者が福祉事業所に避難できるよう、福祉事業所を福祉避難所として指

定するための協定の締結に向けて取り組んでおります。 

 次に、指定避難所運営における共助力の活用についてです。 

 本市では、災害時に指定避難所を開設、運営するため、各行政区から選出された住民、施設

管理者と市職員で構成する指定避難所運営委員会を設置し、年２回会議を行っております。発

災直後は、市職員および施設管理者が指定避難所を開設しますが、避難者の受け入れができた

ところで、行政区や避難者に主体的に避難所運営に協力をいただけるようお願いをしています。 

 また、地区防災計画の作成を支援する際、行政区が指定避難所の運営に携わることを説明し

ながら、計画の中に記載をしています。 

 今後も避難所運営委員会と地区防災計画策定支援を通して、行政区との共助力の醸成を図っ

てまいります。 

 次に企業、行政区および市の連携についてです。 

 本市では、発災時における事業所の駐車場やトイレの使用、宿泊施設への避難者の受け入れ

など、これまで４６の事業者と協定を締結してきました。 

 令和５年度は、行政区からの申し出により、企業、行政区と市の３者による一時避難場所の

提供に係る協定を初めて締結をしました。 

 今後は、企業と市だけではなく、行政区を含めた協定の締結も進めていきます。 

 続きまして、行政改革への取組についてのご質問のうち、まず業務改善に係る基本姿勢につ

いてです。 

 本市では、令和４年３月に策定した「第５次笛吹市行財政改革大綱」に基づき、行財政サー

ビスが現状に即したものであるか検証しながら、事務事業や仕事のやり方、考え方を見直すと

ともに、職員の意識改革や能力向上を図り、効果的、効率的な行財政運営を推進しています。 

 また、市民の安全、安心や利便性の向上、行政内部の効率化を実現するため、既存のＩＣＴ
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や新たな技術を取り入れＤＸの推進を図っています。 

 次に、市民サービスに関わる業務改善の成果と課題についてです。 

 令和５年６月、市ホームページの利用者が問い合わせを簡単に入力することで、その答えや

目的のページの検索がしやすくなる「ＡＩチャットボットシステム」を導入しました。ゴミの

出し方や引っ越し時の手続き、コロナ関連の質問など、令和６年１月末までに５，６３２件の

利用がありました。 

 また、戸籍住民課の窓口では、令和５年１０月に「キャッシュレス決済」を、令和６年１月

に「書かない窓口」を導入をしました。キャッシュレス決済は窓口に来られた約１３％の方が

利用しているほか、書かない窓口は、来庁者が何度も同じ情報を記入することがなくなり、特

に、高齢者や外国人、小さなお子さまを連れてきた方から「手続きがスムーズだった」「サイン

の記入のみで楽だった」などの好評を得ています。さらに、戸籍証明書のコンビニ交付を開始

をし、来庁しなくても取得できる証明書の拡大を図りました。 

 これらの取組は、そのどれもが市民サービスの充実と利便性向上になっています。 

 一方で、目まぐるしく変化する社会の中、市民の皆さまのニーズも高度化・多様化していく

ことから、時代の変化を的確に捉えつつ、現状の行政サービスが市民ニーズに即したものになっ

ているか検証していく必要があると考えます。 

 次に「のるーと笛吹」の実証運行の状況についてです。 

 令和６年１月１５日に実証運行を開始してから、２月１５日までの約１カ月間で、利用登録

者数は１，６３４人、利用者数は４７９人に達しました。１日あたりの利用者数は１７．７人

であり、市営芦川バス、境川巡回バス、デマンドタクシーみさかルートおよびデマンドタクシー

ふじみルートそれぞれの令和４年度における１日あたりの利用者数を上回っています。令和７年

度からの本格運行に向けて、順調な滑り出しと捉えております。 

 次に、令和６年度の市民サービスに関わる業務改善についてです。 

 令和６年４月に、税務課、収税課、国民健康保険課、障害福祉課、介護保険課、子育て支援

課および保育課の７課に「書かない窓口」を、税務課、収税課および各支所に納税証明書や住

民票など各種証明書を取得する際の手数料の「キャッシュレス決済」を導入します。 

 また、チャイルドシートの貸与事務の所管課を、市民活動支援課から子育て支援課に移管を

することで、子どもに関わる業務を一元化し、来庁者の負担軽減を図ります。 

 そのほか、防災行政無線の音声放送の内容を聞くことができ、かつ、災害時の避難情報、避

難所の開設状況、土砂災害の危険度などを確認できる防災アプリを導入し、災害時の情報伝達

のマルチ化、風水害時における屋内への情報伝達の向上を図ります。 

 次に、市役所の業務改善の進捗状況についてです。 

 業務改善計画書に基づく取組を進め、業務効率化が図られるよう、毎年度、各課において、

振り返りを行った上で計画を見直しており、その計画が滞りなく進められるよう、政策課にお

いて進捗管理を行っております。 

 各課における業務改善は着実に進んでおります。例を挙げると、紙の申請書の内容をシステ

ムへ登録する作業について、事務負担を軽減するＲＰＡを活用した結果、当該登録作業に当た

る業務時間が、税務課では約２０％、障害福祉課では約４０％削減できました。 

 また、令和４年度から導入したＡＩ議事録作成支援システムは使用頻度が高く、令和５年４月

から令和６年１月までの使用件数は延べ３４８件であり、業務時間を約４５０時間削減できま
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した。 

 削減した時間は、窓口におけるきめ細かな住民サービスの提供や、既存事業の改善や見直し

の検討、就業環境の改善などに活用しています。 

 次に、新たな情報システムの導入についてです。 

 市立保育所において、保育士の負担軽減や業務効率化を図るため、登園や降園の管理、園で

の様子の記録、保護者への連絡等をシステムで行う保育所ＩＣＴシステムを導入します。保育

士が保育に注力できる時間を確保し、保育の質の向上が図られるとともに、安全安心な保育の

提供にもつながります。保護者にとっても、欠席の連絡を電話ではなく、アプリで行えるよう

になるため、利便性が向上します。 

 また、システムが気象情報や土砂災害警戒情報、現場の情報などを集約をし、分析判断する

ことで、避難勧告等の発令業務を支援する発令判断支援システムを導入します。避難勧告の遅

延による避難の遅れを防止することができます。発令は、市のホームページや防災無線放送等、

指定した情報ツールに一斉送信することができ、情報を受けやすくなります。 

 次に、業務改善に伴う、職員の適材適所な配置等についてです。 

 令和２年度から令和３年度にかけて行った業務分析結果に基づき、業務内容や手順の見直し

を行い、職員一人ひとりの経験や特性を考慮した人員配置や組織体制の最適化を進めています。 

 令和６年４月には、市として一定基準で設計および工事の執行を行い、コストの抑制を図る

ため、管財課に営繕担当を新設します。 

 また、執務室内の職場環境の改善を図るとともに、職員の事務効率を向上させるため、令和

６年度から令和８年度にかけて、市役所執務室内のロッカーや机の入れ替え等を行います。 

 続きまして、行政区要望についてのご質問のうち、令和４年度の要望件数等についてです。 

 令和４年度の要望件数５９４件に対し、令和４年度および令和５年度に実施すると回答した

件数は１８９件で、実施率は３１．８％です。 

 次に、要望の可否判断の基準等についてです。 

 要望の件数が特に多い農林土木課および土木課については、これまでの現場確認に加えて、

実施の必要性、緊急性など、１１項目を点数化した評価基準を用いて、優先順位付けを行い、

実施の可否を判断しています。 

 また、「実施する」以外の回答の場合は、判断理由等を記載し、行政区が要望提出の適否判断

の一助となるよう、分かりやすい回答に努めています。 

 なお、回答内容に対して、現時点では行政区からのご意見はありませんが、回答の送付時期

を早めてほしいとの要請があったことから、令和５年度の回答分から時期を早め、令和６年２月

中に行政区へ回答を送付します。 

 次に、令和５年度行政区要望を実施した決算見込額と令和４年度決算額との比較についてで

す。 

 行政区からの要望に係る、令和５年度の決算見込額は３億６，５００万円で、令和４年度の

決算額３億５，８００万円と比較して、７００万円の増額となっています。 

 次に、令和５年度未実施だった行政区要望のうち、令和６年度に実施予定の要望件数等につ

いてです。 

 令和４年度に要望したものの令和５年度に実施されなかった要望のうち、令和５年度に再要

望されたものは２８８件です。このうち令和６年度に実施予定の件数は５９件、実施できない
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件数は２２９件で、実施率は２０．４％です。歳出予算額は１億２，３００万円です。 

 次に、行政区要望についての所見についてです。 

 行政区からの要望は、身近な道路や水路の修繕など、暮らしに密接に関わる切実な市民の声

であるため、引き続き補助事業なども積極的に活用しながら、その必要性や緊急性に応じて、

適切かつ迅速に対応していくことが必要であると認識をしております。 

 なお、行政区に対しましては、県内最大規模の行政区運営交付金をはじめ、コミュニティ施

設整備事業費補助金、自主防災組織防災設備整備費補助金、コミュニティ施設水質浄化事業補

助金を交付するなど、様々な角度から支援をしています。 

 続きまして、笛吹市経済活性化についてのご質問のうち、コロナ禍前と比較した本市の経済

状況についてです。 

 日本銀行甲府支店では、令和６年１月における県内の個人消費は、物価高の影響を受けつつ

も１年前と比べて回復しているとしています。 

 本市の主幹産業の一つである農業については、ＪＡふえふきの販売高が、販売単価の上昇な

どにより令和元年の１２８億円から令和５年には１７３億円に増加しています。 

 また、観光業については、観光庁が発表している宿泊旅行統計調査によると、本市の令和５年

１１月の延べ宿泊者数は４万９，６１１人で、コロナ禍前の令和元年１１月の４万７，３４０人

に比べて２，２７１人増加しており、回復の兆しが見えます。 

 次に、地域経済に関わる重点施策についてです。 

 重点事業としてＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスへの誘客を加速させ、笛吹市の観光客の集客

を図る新道峠展望台活用事業、果樹農業やその景観を活用し誘客に繋げる世界農業遺産認定活

用事業、空き店舗を解消し、飲食店の出店を促す空き店舗活用促進事業、市内の雇用を創出す

る企業立地促進助成事業を行い、市内経済の活性化を促進していきます。 

 次に、世界農業遺産の活用施策、農業と観光業の連携施策についてです。 

 市場や百貨店におけるトップセールスや消費宣伝活動などを通じて、本市の桃やぶどうなど

を世界農業遺産の地で生産された果実としてＰＲし、認知度や価値の向上を図っていきます。 

 また、世界農業遺産に関連した、果樹の農作業体験やワイン醸造の体験などを行う周遊ツアー

の造成や教育旅行の誘致など、世界農業遺産を活用した農業と観光の連携を図り、桃、ぶどう

日本一の産地である本市への誘客につなげていきます。 

 次に、ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスや笛吹みんなの広場などを活用した新たな観光施策に

ついてです。 

 新たな観光施策として、ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスのエントランス施設を特別なツアー

の起点として利用をし、様々なツアーを実施していきます。 

 早朝には富士山の日の出を観るツアーや、夜間には星を観るツアーなど、エントランス施設

の運営を行う株式会社ＪＴＢと共同し実施をしていきます。 

 また、笛吹みんなの広場を利用し、５月には子どものいる家庭を対象とした参加型イベント

「笛吹みんなの大合戦」の実施や、９月には民間企業との合同で開催をする子ども向けイベン

ト「笛吹みんなの秋休み」、さらに１２月には笛吹市ワイン会と連携した笛吹市産ワインのＰＲ

イベントを計画しております。 

 このほか、民間企業によるオクトーバーフェスト、ハワイアンフェスティバル、フエフキヌー

ボーフェスタなどの開催が予定をされております。 
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 次に、果樹を中心とした笛吹ブランド確立のための施策についてです。 

 今年度は、ＪＡふえふきと共同で東京大田市場、豊洲市場、大阪本場市場に加え、新たに名

古屋中央市場においてトップセールスによる消費拡大宣伝を実施をしました。 

 市場関係者との意見交換では、日本一の生産量を誇る本市の桃やぶどうは、広く市場関係者、

消費者に認知をされ、笛吹ブランドとして出荷量、品質、価格も安定しており大変好評を得て

いるとの評価をいただきました。 

 今後も、農協や市場と協力する中で、国内のみならず海外にも一層の消費宣伝と販売促進活

動を行うとともに、世界農業遺産の地で生産された果実として、他の産地との差別化を図り、

笛吹ブランドの価値の向上を図っていきます。 

 続きまして企業誘致についてのご質問のうち、まず石橋産業導入地区のインフラについてで

す。 

 令和３年度から計画的にインフラ整備を実施しており、これまでに水道管の布設は７２４メー

トル、下水道管の布設は１，２６５メートル、市道の拡幅は８３０メートル、行っています。 

 今後も入居企業の募集を行い、企業立地が図られるよう、インフラ整備を行います。 

 次に、企業誘致数と今後の予想についてです。 

 令和元年度に１社、令和３年度に１社、令和４年度に１社、合計３社が操業を開始をしまし

た。 

 現在、２社が令和６年度中の操業を目指し造成工事を行っており、また、２社から入居に向

けた相談を受けています。 

 次に、企業誘致のインセンティブ、追加の優遇施策についてです。 

 企業誘致のインセンティブとして、入居企業に対して最大１０億円の助成金を交付する企業

立地促進事業助成金交付要綱、固定資産税の課税を免除する地域経済牽引事業促進区域におけ

る固定資産税の課税免除に関する条例を制定しています。 

 また、砂原橋および周辺道路を整備し、笛吹八代スマートインターチェンジや新山梨環状道

路へのアクセスの向上による物流の効率化を図っています。 

 追加の優遇施策については、県や他市の状況を注視しながら検討してまいります。 

 次に、地元採用社員の人数と今後の推移についてです。 

 石橋産業導入地区には全体で６５７人の従業員が勤務しており、１８０人が地元採用社員で

す。 

 今後は、入居企業が増えることにより地元採用社員も増加すると考えております。 

 次に、新たな企業立地促進事業についての検討についてです。 

 製造業などに関しては、石橋産業導入地区への誘致を引き続き進めてまいります。 

 また、企業立地促進事業助成金の対象施設に上質な宿泊施設を追加をし、観光消費額の増加

や地域ブランド力の向上が期待をされる企業の誘致も可能としました。 

 続きまして、公共施設整備事業についてのご質問のうち、まず御坂中学校校舎改築事業につ

いてです。 

 令和４年度から令和７年度までの４カ年の計画で、防球ネットの増設、部室棟の改築、屋内

運動場トイレの改修、仮設校舎の設置、既存校舎の解体、新校舎の建築、外構の整備、柔・剣

道場の改修等の工事を行います。 

 令和６年度は、現在の校舎の一部を解体をし、新校舎の建設に着手をします。 
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 予算額は、工事費約２４億７千万円を含め、総額約３０億６千万円です。 

 次に、御坂学童保育施設整備事業についてです。 

 令和５年度および令和６年度の２カ年の計画で、御坂農村環境改善センターの跡地に学童保

育施設を建設をします。延床面積２８６．４８平方メートル、鉄骨造１階建ての学童保育施設

１棟、外構のグラウンドおよび駐車場を整備をします。供用開始は令和７年４月を予定してお

ります。 

 予算額は、建設工事費、工事監理業務等を併せて、総額２億８万円です。 

 次に、市営温泉設備改修事業についてです。 

 令和６年度に工事が着手となる施設は、いちのみやももの里温泉および、なごみの湯の２カ

所です。 

 いちのみやももの里温泉については、令和５年度から令和７年度までの３カ年の計画で、敷

地内に建て替えを行います。施設の老朽化等により、抜本的な対応が必要なことから、工事の

方向性を改修から建て替えに変更し、令和６年４月から休館した上で、令和６年度は、既存施

設の解体工事、外構工事および設計業務委託、新施設の実施設計業務委託を行います。令和７年

度に建築工事を行い、令和８年４月のオープンを予定しております。 

 予算額は、解体工事費を含む各種設計業務の委託費として２，４９６万円、本体等の工事請

負費および工事監理請負費として４億８，４１１万円、総額５億９０７万円を予定しています。 

 なごみの湯については、令和５年度と６年度の２カ年の計画で改修工事を行います。老朽化

した設備を更新し機能維持を図ることを基本方針として、浴槽、洗い場、地下ピット配管やボ

イラー等の温泉設備に加え、空調、照明、上下水道配管および駐車場等の設備更新を行います。 

 令和６年７月に着工をし、令和７年３月までの９カ月間を工期としています。 

 予算額は、施設の工事請負費および工事監理業務の委託費を併せて、総額約８億８，４００万

円です。 

 次に、八代総合会館改修事業についてです。 

 令和６年度および令和７年度の２カ年の計画で多目的集会室の音響や舞台照明設備、空調設

備、照明のＬＥＤ化、エレベーターの更新を行います。また、地震による天井の脱落を防ぐた

めに、多目的集会室の吊り天井を改修します。 

 令和６年度は設計業務を行い、具体的な改修内容を検討します。改修工事は令和７年度を予

定しており、設計業務の結果に基づき、工期の設定や事業費の算出を行う予定です。 

 予算額は、設計業務に係る委託費として６３２万円を計上しています。 

 笛吹市の将来にわたる財政予測を踏まえた公共施設整備計画の見直しについてです。 

 本市では、長期的な視点を持って公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するため、平

成２９年２月に笛吹市公共施設等総合管理計画を策定をし、公共施設の将来更新費と財政の見

通しについて比較を行った上で、公共施設の削減に向けた基本方針などを示しました。 

 これを踏まえて、公共施設の中期的な維持管理や改修等に係る更新コストの削減と平準化を

図るため、令和３年３月に、令和１２年までを計画期間とする個別施設計画および長寿命化計

画を策定し、現在これに基づき効果的な公共施設の改修や管理運営を行っております。 

 個別施設計画の変更に当たっては、毎年度更新する長期財政推計と整合性を図っております。 

 今後も、健全な財政を堅持しつつ、市民ニーズや社会情勢の変化にも的確に対応した公共施

設のマネジメントができるよう努めてまいります。 
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 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 河野正博君。 

〇４番議員（河野正博君） 

 大変、ご丁寧なご説明ありがとうございました。 

 山下市政２期目に入っています。山下市長は職員の先頭に立ち、市民の命を守るべく、コロ

ナ対策にまい進してまいりました。また、「ハートフルタウン笛吹」の実現に向け、多くの事業

を手掛け、果敢に挑戦したと高く評価をしています。 

 ハートフルタウンを根幹に笛吹市の明るい未来をつくるかじ取りとして、ぜひ引き続き笛吹

市長の重責を担っていただくことを祈念し、代表質問の結びといたします。 

 ありがとうございました。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、清心会の質疑および質問を終了します。 

 次に、笛政クラブ、岡由子君の質疑および質問を許可します。 

 岡由子君。 

〇１番議員（岡由子君） 

 議長の許可をいただきましたので、代表質問をさせていただきます。 

 笛政クラブ、岡由子でございます。 

 １．甲斐国分寺跡・国分尼寺跡の活用について。 

 国分寺・国分尼寺が建立された天平の時代は、地震や飢餓、天然痘の流行により国内の３分

の１の人々が亡くなった混乱の時代でした。当時の天皇であった聖武天皇が仏教の力で国を治

めるために全国に国分寺・国分尼寺の建立を命じました。その国分寺・国分尼寺が発掘され、

確認されているものが全国に６０カ所以上あるそうです。その中でも、国分寺・国分尼寺が良

い保存状態で確認できる場所は数少なく、甲斐国分寺跡・国分尼寺跡は貴重な国指定の史跡で

す。 

 本市では、本年より史跡甲斐国分寺跡整備基本計画の策定が予定されております。天平の時

代に甲斐の国の中心だったこの地は歴史的・文化的価値の高い遺構であり、国指定史跡に指定

されてから今年の秋には１０２年となります。 

 観光を基幹産業とする本市においては、大きな財産であり、その魅力を発信することが観光

の魅力の一つとなると感じます。 

 以下、質問させていただきます。 

 （１）国指定史跡となってから１００年以上となりますが、記念事業などの実施予定はあり

ますか。 

 （２）ＡＲやＶＲ技術の活用は、遺構から建物の復元を試みる場合、実際の建物を建築でき

るほどの設計図やデジタル技術の進歩に合わせたデータ更新ができるようアプリの更新も必要

になり、予算も相当必要となるため、現実的ではないことを先日の会派視察で感じました。他

県にある国分寺跡では、アクリル板に七重の塔のイメージ図を描き、現地に設置する等の工夫

をしているところもあります。 

 本市にとって、必要で可能性のある工夫をしながら、観光への活用をお願いしたいが、観光
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への活用をどのように考えていますか。 

 （３）ふるさと納税の項目で、歴史好きの方への支援やアピールを活用する考えはあります

か。 

 （４）文化庁の補助事業などには、パネル展示制作等にも利用できる補助金があります。近

くにある金川の森からのまち歩き等で活用するためには県と連携も必要と考えますが、市の考

えを伺います。 

 ２．市制２０周年の取組について。 

 本市は、令和６年１０月に笛吹市市制施行２０周年を迎えます。住んでよかった笛吹市であ

り、これからも住み続けたい笛吹市であるために内外に対し、広くアピールすることが大切と

考えます。どちらの自治体でも式典や広報事業を実施するところは多くあります。 

 本市の令和６年度の予算書を見ると、市誌編纂事業や障がい者基本条例制定フォーラム事業

があり、地域の歴史を保存することや誰一人取り残されない社会の実現に向けた取組と高く評

価したいと思います。 

 そこで、以下質問いたします。 

 （１）市誌編纂は、地域の歴史を知る上で大切なことだと考えます。東日本大震災では、津

波により喪失したものも多くあると聞きます。保存には、デジタル化も必要と思いますが、ど

のように考えますか。 

 （２）障がい者基本条例制定で市役所および公共施設では具体的にどのように変化しますか。 

 ３．災害対策について。 

 令和６年１月１日、能登半島地震が発災しました。いまだに、避難生活を余儀なくされてい

る方が１万人以上いる現実は、他人事ではありません。地震による災害は、いつ何時起こるか、

分かりません。自宅でどんな準備をしようと自宅で被災するとは限りません。どんなときもま

ず、自分を守ることができるよう自助力を高めておくことが必要です。その上で、行政が支援

できることは何か、精査する必要があります。 

 令和６年度予算によると、令和５年度に整備した避難所備蓄倉庫と拠点備蓄倉庫に備蓄する

ため、防災物品を購入予定となっております。 

 私は、令和３年第１回定例会でも防災施策について一般質問させていただきましたが、避難

所の備蓄品に女性や乳幼児に関する備蓄品の備品が充実していないのが現状です。 

 全てにおいて満足できる備蓄品を準備することは難しいですが、発災から時間の経過ととも

にニーズの変化もある中で、行政ができる対策を講じることは大変重要となります。 

 以下、質問いたします。 

 （１）全国１，７４１市区町村を対象に内閣府の調査で分かったことに女性、妊産婦、乳幼

児向け用品の備蓄が進んでいないことがあります。本市での備蓄品の中に、女性・妊産婦用品

および乳幼児用品はどの程度ありますか。また、今後の予定はどうなっていますか。 

 （２）本市の防災危機管理課に女性の職員は配置されていますか。 

 （３）防災会議への女性枠は、どのように考えますか。 

 （４）浸水想定区域の浸水深表示を設置する予算が盛り込まれました。設置の重要性がある

と考え、私も令和３年３回定例会で一般質問させていただきました。重要性やコスト等の検討

をしていく旨のご答弁だったと思いますが、今年度予算に計上していただけたことに感謝いた

します。浸水深表示といっても自治体によって、その形状や表示内容は異なります。本市では、
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具体的にどのようなものを何カ所程度設置予定でしょうか。 

 （５）市民を災害から守るために計画している災害対策はありますか。 

 ４．給食費の無償化について。 

 コロナ禍や物価高騰対策として、公立の小学校で給食費を無償化する自治体が県内でも半数

以上となっています。 

 全ての子どもが平等に栄養バランスの取れた学校給食を食べることができ、経済的な困難か

ら子どもの健康や学習機会が損なわれないようにすることは、子どもたちによい環境を提供で

きると思われます。 

 子育て世帯の支援は、将来の笛吹市を担う子どもたちへの支援であり、本市が住んでよかっ

たまちであると実感していただける施策であると考えます。 

 本市においても、令和６年３月３１日まで無償化を行っていますが、令和６年度以降の予定

はありますか。 

〇議長（古屋始芳君） 

 当局の答弁を求めます。 

 市長、山下政樹君。 

〇市長（山下政樹君） 

 笛政クラブ、岡由子議員の代表質問にお答をいたします。 

 はじめに甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡の活用についてのご質問のうち、まず指定から１００年

以上を記念する事業の実施についてです。 

 市では、令和４年１２月に春日居郷土館において「史跡指定１００周年 甲斐国分寺跡」と

題したミニ展示を開催しました。このあとも令和５年７月までの間、常設展の中に国分寺コー

ナーを設け、甲斐国分寺跡の国史跡指定１００周年を記念した解説パネルや出土遺物の展示を

行いました。 

 今後も、国分寺に関する展示や史跡巡りなどのイベントの際には、史跡指定から１００年を

超える史跡であることをＰＲしてまいります。 

 次に、観光への活用についてです。 

 令和６年３月に策定予定の史跡甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡保存活用計画では、観光にお

ける活用として、史跡の持つ価値を活かし、周辺の文化的資源や観光資源等と連携をした広域

的な活用を推進していくとしています。 

 ＶＲやＡＲといったシミュレーション技術をはじめとするデジタルコンテンツの活用は、よ

り多くの人が、史跡についての理解を深めやすくなると考えます。令和６年度、７年度に策定

する史跡甲斐国分寺跡整備基本計画などにおいて、この整備や活用について検討してまいりま

す。 

 次に、ふるさと納税における歴史に関心のある方へのＰＲについてです。 

 本市にふるさと納税を寄附する際、寄附者の方は、その使い道を「ぬくもり実感、やさしい

地域づくりに」、「田舎リゾート満喫！にぎわい温泉郷プロジェクト」、「未来に羽ばたけ！ふえ

ふきキッズを応援しよう」、「日本一の桃源郷の保全と活性化に関すること」、「市民協働のまち

づくり」、「市長におまかせ」の６つから選択していただいております。 

 今後は、甲斐国分寺跡・国分尼寺跡など、本市の貴重な文化財を、歴史に関心のある方々に

ＰＲするため、寄附金の使い道に、文化財保護に関する内容を加えることも検討してまいりま
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す。 

 次に、金川の森など県との連携についてです。 

 保存活用計画では、史跡を核として、周辺の文化財や施設等を一体的に周遊できるルートの

検討を進めることとしています。 

 県と連携を図りながら、史跡周辺の金川の森を含む地域資源を活かした広域的な活用や活用

できる補助金等についても検討していきます。 

 続きまして、市制２０周年の取組についてのご質問のうち、まず市誌編さんのデジタル化に

ついてです。 

 市では、市制施行２０周年記念事業の一環として、合併協議時から現在までの市の歩みをま

とめた市誌の編さん業務に、令和６年度から着手することとしています。 

 市誌のデジタル化は、災害時における消失リスクが低減するだけではなく、ホームページへ

の掲載など、２次利用の際の汎用性向上などが期待されることから、冊子での納品のほか、Ｐ

ＤＦなどデジタルデータでの納品を予定しております。 

 次に、障がい者基本条例制定による変化についてです。 

 笛吹市障がい者基本条例は、全ての市民が、障がいの有無にかかわらず共生できる地域社会

を実現するため、その基礎となる理念や原則を明らかにする基本的な規範として制定するもの

で、人権保障や障がいの特性に応じた情報保障などを包含した基本条例であります。 

 県内で初めてとなる基本条例の制定によって、本市の障がい福祉に対する姿勢が明確になり、

市内外にアピールすることで、共生できる地域社会の実現につながるものと考えております。 

 今後も、市民や事業者と一体となって、障がい福祉施策の充実に向けた取組を進めてまいり

ます。 

 続きまして、災害対策についてのご質問のうち、まず女性・妊産婦用品および乳幼児用品の

備蓄状況についてです。 

 市では、これまで平成１７年に県から示された東海地震被害想定調査の結果に基づく避難者

数を基準に必要となる備蓄物資の配備を進め、生理用ナプキンを約１万７千枚、子ども用おむ

つを約１万５千枚、粉ミルクを１，２００回分、使い捨て哺乳瓶を１，９００個、備蓄してい

ます。 

 今後は、令和５年に県が公開した山梨県地震被害想定調査結果を基に、南海トラフ地震の避

難者数がピークを迎えると予測される、発災１週間後の需要量に合わせた備蓄を進めてまいり

ます。 

 次に、防災危機管理課への女性職員の配置についてです。 

 令和５年４月１日付けで、防災危機管理課に女性職員１人を配置をしました。 

 現在、地域防災計画の改定、地区防災計画の策定支援、避難所運営委員会運営の事務に従事

しております。 

 次に、防災会議の女性枠についてです。 

 防災会議における女性目線での意見は、必要と考えております。 

 防災会議の委員は、笛吹市防災会議条例で定められており、各関係機関の長などを選任して

います。 

 現在、２人の女性委員が選任されています。 

 次に、浸水想定区域の浸水深表示についてです。 
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 市内では、６０の行政区が浸水想定区域にあります。このため、公民館や防災行政無線子局

の柱に、浸水想定区域に指定されていること、想定される浸水の深さを明記した表示板を、ま

ずは、行政区に１カ所ずつ計６０カ所に設置をします。 

 また、最大浸水深が３メートル以上の想定区域には、浸水の深さをイメージできるよう、表

示板に加えて、想定される高さにラインを表示をします。 

 次に、市民を災害から守るために計画している災害対策についてです。 

 令和３年度から継続している自助、共助に係るマイタイムラインの作成や地区防災計画の策

定支援を継続します。 

 令和６年度は、山梨県地震被害想定調査結果の震度マップのデータを市ホームページで公開

している「わが街ガイドマップ」に掲載をし、自宅付近の震度を確認できるようにします。 

 また、現在、山梨県が、県管理の中小河川の想定浸水の深さを調査しており、令和７年度に

完了する見込みです。この調査完了を待ち、これまで個別に配布してきた「災害発生時の避難

方法」「ハザードマップ」「マイタイムライン」や非常時持ち出し品、備蓄品、災害ごとに身を

守る方法などを記載した冊子の配布を検討しています。 

 続きまして、給食費の無償化についてです。 

 令和５年度に行った小中学校および保育所等の給食費の無償化は、国の物価高騰の影響を受

けた生活者等の支援に係る交付金を活用したもので、本市の子育て世帯の負担軽減に大きな効

果があったものと考えます。 

 令和６年度については、賃金の上昇が物価高騰に追いついていない現状を鑑み、子育て世帯

の負担軽減を図るため、市独自の取組として、小中学校および保育所等の給食費の無償化を実

施をします。 

 令和７年度以降については、社会情勢を見極めた上で、国の動向等を踏まえ検討します。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 岡由子君。 

〇１番議員（岡由子君） 

 丁寧なご答弁ありがとうございました。 

 １番の甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡の活用についての（２）観光への活用について、再質

問させていただきます。 

 盆地や南アルプスの山々が一望できる場所であり、かねてより季節の花を楽しめる場所とし

ての活用が有効ではないかと考えておりました。 

 国指定史跡であるため、どんな花でもよいわけではありませんが、例えば秋に一面を赤くす

るヒガンバナなどは管理も比較的容易であり、写真撮影にも映えると考えます。近くにはワイ

ナリーもあり、盆地内のまち歩きのポイントとしても、花を楽しめる場所は観光の拠点になる

と考えます。植栽をすることでの活用について、どのように考えますか。 

〇議長（古屋始芳君） 

 答弁を求めます。 

 太田教育部長。 

〇教育部長（太田孝生君） 
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 笛政クラブ、岡由子議員の再質問にお答えします。 

 現在策定しております、史跡甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡保存活用計画の基本方針には良

好な景観を活かし、市民や観光客にとって交流や憩いの場としての役割を備えた史跡整備を実

施するとあります。 

 植栽することによりまして、快適で安らぎのある空間が生まれ、人々が集う場になっていく

と考えますので、植栽の活用につきましては、整備基本計画の中で検討していきます。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 岡由子君。 

〇１番議員（岡由子君） 

 ぜひ、植栽に関しても前向きにご検討いただければと思います。 

 次に４の給食費無償化について、対象とする子どもについて再質問させていただきます。 

 例えば、子どもたちの中にはアレルギー対応でお弁当を持参する場合もあります。また、市

外に通う子どもたちもいます。こういった子どもたちは、給食費無償化ではどのように対応す

るのか、お考えを伺えるでしょうか。 

〇議長（古屋始芳君） 

 答弁を求めます。 

 太田教育部長。 

〇教育部長（太田孝生君） 

 笛政クラブ、岡由子議員の再質問にお答えします。 

 市では現在、市内の小中学校の給食費無償化に合わせまして、市外の小中学校に通う児童生

徒、それから市内の小中学校に通うアレルギー対応でお弁当を持参している児童生徒の保護者

に対し、学校給食の回数に１食当たりの金額を乗じた額を補助金として交付しており、令和６年

度も同様の対応をしていく予定であります。 

 なお、１食当たりの金額は市内の小中学校の給食費と同額となります。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 中村子供すこやか部長。 

〇子供すこやか部長（中村富之君） 

 岡由子議員の再質問にお答えします。 

 市内の保育園などに児童が通うご家庭の場合につきましては、主食・副食費につきましては、

保護者が直接施設に納付することになっており、無償化にあたりましては、保護者からの補助

金交付申請によりまして、主食・副食費に相当する額を交付しております。 

 なお、保育所では食物アレルギー対応食を除去や代替食で提供しているため、お弁当の持参

はありません。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 岡由子君。 
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〇１番議員（岡由子君） 

 ありがとうございます。不公平感のない施策となるように対応していただけているというこ

とは大変よく分かりました。今後も引き続き、よろしくお願いしたいと思います。 

 意見を述べさせていただきます。 

 ２の市制２０周年記念事業についての中の市誌編纂についてです。 

 完成した市誌は、市民がより地元に理解を深め、後世へとつなげていくために必要なものと

考えます。そのためには、子どもたちの参加は必要であり、より理解を深め、地域に対する愛

着を感じると考えます。 

 別府市では、市誌編纂記念事業として、市誌に掲載する作文や絵画を市内在住の小学生、中

学生を対象に募集しております。市民参加型の市誌は、より多くの方に関心を持ってもらうた

めの一つの方法かと思います。デジタル化とともに、ぜひ市民の、市誌にも市民参加の部分も

含め、ご検討いただけたらと思います。 

 結びに、先ほど山下市長から来たるべき市長選挙に出馬するとの力強い決意表明がありまし

た。私たち笛政クラブも２期にわたる山下市政の実績、また山下市長の政治手腕を高く評価し

ているところであります。 

 市長に就任して以来、基礎自治体として十分な力を持った組織に進化させ、子育て支援や観

光振興をはじめ、あらゆる分野で着実な進展を続けております。 

 市制施行２０周年の節目の年に「ハートフルタウン笛吹～優しさあふれるまち～」の実現に

向け、私たち笛政クラブも山下市長と共にさらに力を尽くしてまいることを申し上げ、笛政ク

ラブの代表質問を終わりにさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、笛政クラブの質疑および質問を終了します。 

 ここで暫時休憩いたします。 

 再開を午後３時１０分といたします。 

休憩  午後 ２時５３分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 ３時１０分 

〇議長（古屋始芳君） 

 再開いたします。 

 誠和会、中村正彦君の質疑および質問を許可します。 

 中村正彦君。 

〇１２番議員（中村正彦君） 

 誠和会の中村です。 

 議長の許可をいただきましたので、誠和会を代表して質問を行います。また、ほかの議員の

質問とかぶるところもありますが、よろしくお願いいたします。 

 今年は穏やかな年明けを迎えるはずの元旦でしたが、午後４時１０分、令和６年能登半島地

震が発生し、甚大な被害が発生しました。 

 亡くなられた２４０名を超える方々のご冥福をお祈りするとともに、被災された多くの皆さ

ま方にお見舞いを申し上げ、一日も早い復興と平穏な日常生活を取り戻せるようにご祈念を申
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し上げます。 

 国際情勢もロシアによるウクライナ侵攻が２年目に入り、昨年１０月にはイスラエルとハマ

スの軍事衝突が始まり、さらに今年になりアメリカ軍による親イラン組織への空爆など軍事衝

突があちこちで起きており、世界中が注目をしております。 

 国政では、自民党の派閥の政治資金パーティーを巡る問題で多数の閣僚の辞任が相次ぎ、各

メディアも大きく取り上げ、政治の行き先不透明さが浮き彫りになってきています。 

 そのような中ではありますが、今年、市長と私たち議員の任期も残すところ９カ月となり、

笛吹市民のために悔いの残らないような議員活動に励みたい所存であります。 

 それでは、通告しました質問に入ります。 

 まずはじめに、令和６年度当初予算案についてであります。 

 山下市長２期目の仕上げの当初予算ということで、公約した「ハートフルタウン笛吹」を完

結すべき重点事業の予算編成ではないかと思われます。その予算案として、今議会に提案され

た令和６年度の一般会計当初予算案は、歳入歳出ともに４２５億３千万円と、前年に比べ７．

３％アップで２９億円の大幅な増額で、過去最大の積極的な予算案となっております。 

 特に福祉、教育、市民サービスへの普通建設事業費へ５９億円、前年比２８％の増額で、う

ち単独事業には４２％の増額という積極的な内容になっております。 

 そこで、令和６年度の予算案についてお聞きいたします。 

 １点目、先ほど申しましたが、山下市長２期目任期の最終予算案になりますが、公約に掲げ

た重要施策で、令和６年度予算案に予定している重点施策・事業の概要、事業費はどのような

ものか伺います。 

 ２点目、令和６年は笛吹市の市制施行２０周年の年に当たります。この節目を市民と共にお

祝いし、更なる飛躍発展につなげていくための多様な事業を計画していると思われますが、新

規事業と既存事業拡充別にどのような事業を計画しているのか、伺います。 

 ３点目、新型コロナの５類移行後、人流が活発化して個人消費とインバウンド需要が回復し

たと言われておりますが、市内温泉郷でも観光客も徐々に戻りつつあり、特に最近ではインバ

ウンドも見られるようになりましたが、観光客は富士山需要で河口湖方面にお客が流れている

と聞いております。 

 そこで、インバウンドや誘客関連事業の予算案の概要と事業費、前年対比、どのようになっ

ているのか伺います。 

 ４点目、令和５年度は国の交付金事業等により、小中学校の給食費無料化を実施してきまし

たが、令和６年度以降の対応と今後の方針について伺います。 

 次に、多目的芝生グラウンド整備事業についてであります。 

 多目的芝生グラウンド整備事業については、令和６年２月１３日の議会全員協議会および２月

２０日開会の定例会における市長の施政方針において、整備候補地を含め計画を見直すとの説

明がありました。 

 多目的芝生グラウンドの早期実現を望む多くの声がある中、市では強制収用などの手法は取

らず、地権者の方々に丁寧な説明を行った上でご同意をいただくことを第一に考え、取り組ん

でこられました。 

 このたび、ご同意をいただけない地権者の方からのご意向も踏まえ、計画の見直しを表明し

たことは、まさに市民ファーストを掲げられている山下市長の決断であると思います。 
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 一方で、芝生グラウンド整備は多くの市民や団体が待ち望んでおり、われわれ議員としまし

ても計画を見直した上で早期実現をしていただきたいと願っております。 

 つきましては、見直しの方向性および今後のスケジュールについて、お考えをお聞きいたし

ます。 

 次に、能登半島地震を踏まえた防災地震対策についてであります。 

 冒頭に述べました能登半島地震は、午後４時６分に震度５強の地震が発生し、その４分後の

４時１０分にマグニチュード７．６、震度７の大きな地震が発生。さらに２分後に震度６弱、

６分後に震度５強。そのあと何回もの震度５強が記録されており、短時間に数回の大きな地震

の発生で、５．８メートルの津波に加え、４メートルもの地震の隆起も記録されたため、被害

も甚大となっております。 

 能登では、今回の地震に対して想定が甘く準備ができていなかった、また専門家の予想を超

えるものと考えられるとも言われております。 

 笛吹市は、今年度、地域防災計画の改訂作業を進めており、特に南海トラフ巨大地震などの

被害想定をもとに計画を見直す準備を進めておりますが、地震防災対策についてお聞きいたし

ます。 

 １点目、今年度、改訂される地域防災計画は、今回の能登半島地震を踏まえて液状化による

公共施設の被害予測や避難場所の見直し、橋梁の耐震化の状況、仮設住宅の建設用地の確保、

手段、道路に面した危険なブロック塀の撤去、改修等はどのような対策をするのか、具体的な

見直しが必要だと思いますが、伺います。 

 ２点目、笛吹市も曽根丘陵断層帯の上にあり、１メートルぐらいの地盤変動が数キロに及ぶ

とも予測されております。上下水道や道路をはじめとする生活のためのインフラに対する復旧

は１カ月を要する計画ですが、現在の耐震化の状況と復旧計画はどのようになっているのか、

伺います。 

 ３点目、能登半島では６万５千戸を超える住宅被害が発生しましたが、笛吹市内には昭和５６年

以前に建築した住宅は何件あるのか、その対応の考えは。また、木造住宅耐震化支援事業の概

要と同事業により耐震診断を受けた家屋数と耐震改修・建て替え等を受けた家屋数、市全体の

耐震化率はどのくらいか伺います。 

 ４点目、令和５年３月策定の第２期笛吹市空家対策等対策計画では、市内に３５３戸の空き

家があり、通常でも倒壊の危険のある空き家が８戸もあります。これらをはじめ、老朽化した

建物が道路に面し、地震による倒壊で避難路を妨げる可能性のある古い建物などの対策は所有

者任せではなく、取り壊しや改修等の奨励も必要ではないかと思いますが、その対策を伺いま

す。 

 ５点目、能登半島地震では、山間地を中心に土砂崩れなどによる道路の寸断による孤立集落

が２４地区ありましたが、本市にも該当するような地形があり、孤立集落や孤立家屋が予想さ

れます。該当地域とその対応策はどのようにお考えか、お聞きいたします。 

 ６点目、本市では計画的に防災備蓄倉庫と備蓄品の整備をしておりますが、整備状況と備蓄

品の整備率、ならびに保健衛生用品ほかの整備状況をお伺いいたします。 

 次に、ＡＩデマンド交通「のるーと笛吹」についてであります。 

 笛吹市の公共交通のバス路線は、合併前の一宮町循環バスと境川巡回バス、芦川バスの３路

線を継続した市営バス、ほかには民営バス路線３社、自主運営バス１路線が現在、運行してお
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ります。 

 平成２４年４月から民営バスや市営バスの空白区間の石和町、御坂町にデマンドタクシーと

しての２ルートを新たに運行してきました。 

 境川巡回バスを除く市営バスをはじめ、各路線とも徐々に乗車数が減少する中、令和５年３月、

笛吹市地域公共交通計画策定によるＡＩデマンドシステム活用したＡＩデマンド交通「のるー

と笛吹」を今年１月１５日から来年３月３１日まで、御坂町西部地区、八代町と芦川町は全域、

石和町の一部地域で実証運行を行い、その効果検証により、令和１０年までに全市内でＡＩデ

マンド交通に移行する計画であります。 

 そこでＡＩデマンド交通について、以下お聞きいたします。 

 １点目、既存の市営バス、民営バス、自主運営バス、デマンドタクシーの運営状況の変化は、

どのようになってきたのか伺います。 

 ２点目、１月１５日からではまだ短期間ではありますが、利用者登録、利用者数の実績と推

移した場合の年間に見込まれる数は、どのようになっているのか伺います。 

 ３点目、ＡＩデマンド交通「のるーと笛吹」のＰＲ方法は、どのように行っているのか伺い

ます。 

 ４点目、各地区への説明会を行いましたが、開催状況、参加者数と要望・意見はどのようだっ

たか伺います。 

 ５点目、「のるーと笛吹」と現在の市営バス、デマンドタクシー、ほかのバスとの運賃比較は

どのようになっているのか伺います。 

 ６点目、実証運行後の本格運行は、令和７年４月からはデマンド廃止、８年からは市営バス

廃止の予定でありますが、全市への拡大の運行見直しの基準をどのように考えているのか、伺

います。 

 以上、質問といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 当局の答弁を求めます。 

 市長、山下政樹君。 

〇市長（山下政樹君） 

 誠和会、中村正彦議員の代表質問にお答えいたします。 

 はじめに、令和６年度当初予算編成方針についてのご質問のうち、まず公約に掲げた重点事

業の概要等についてです。 

 ２期目の公約に掲げた取組４０項目のうち、全ての項目において着手をし、検討を行ってい

ます。 

 令和６年度の重点事業で、誰もが安心して暮らせるまちづくりの取組としては、小中学校ト

イレの洋式化改修事業に１，９５２万円を計上しました。これにより、校舎を改築中の御坂中

学校を除き、全ての小中学校において、トイレの洋式化が完了します。 

 防災新時代、命を守るまちづくりの取組としては、防災備蓄倉庫整備事業に７，１５５万円

を計上しました。発災直後に円滑な指定避難所の開設や運営が行えるよう、令和３年度から計

画的に取り組んできたもので、令和６年度は、令和５年度に設置した指定避難所備蓄倉庫およ

び拠点備蓄倉庫に収める備品や消耗品を整備することで、計画していた整備が完了をします。 

 快適な生活環境づくりとしては、市道１－５号線・１－８号線道路改良事業に６，８００万
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円を計上しました。両路線を拡幅し、市街地における交通網の円滑化および市民の利便性向上

を図るため、令和６年度は、道路詳細設計・測量業務を実施をします。 

 次に、市制施行２０周年記念事業の新規事業と既存事業拡充についてです。 

 新規事業については、２０周年の節目として、合併協議時から現在までの歩みをまとめた市

誌の編さんの業務に令和６年度から取り組みます。また、２０年前に市内各所で撮影された写

真と、現在の同じ場所で撮影された写真を市民から公募し、展示会を開催する「写真で見る２０年

の変化展」開催事業など９事業に２，５８３万円を計上しました。 

 既存事業の拡充については、観光イベント事業において、石和温泉花火大会においてドロー

ン３００機が立体的な映像を夜空に演出するドローンショーの実施、川中島合戦戦国絵巻にお

いて信玄公役、謙信公役に著名人を起用、石和温泉駅前ロータリーへのモニュメントの設置、

市制祭事業において式典時に、市民栄誉賞受賞者からのメッセージの披露や笛吹高校すいれき

太鼓部の演奏などを行います。これら拡充事業７事業に３，７７０万円を計上しました。 

 次に、インバウンドや誘客関連事業の予算案の概要と事業費、前年対比についてです。 

 ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスおよびエントランス施設を最大限活用することとし、エント

ランス施設の運営を行う株式会社ＪＴＢと共同して、様々なツアーを実施するなど、河口湖方

面からのインバウンドをはじめ、多くの誘客を図ります。 

 予算額は、新道峠展望台活用事業に５６８万円、新道峠展望台アクセス道路改良事業に４千

万円を計上しました。 

 ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスのエントランス施設を整備した令和５年度と比較すると、１億

７，４３７万円減少しています。 

 また、インバウンドの取組として、海外から英語で検索されている日本の観光、イベントに

関する検索ワードランキングの１位が「マウントフジ」であることから、笛吹市観光物産連盟

が運営している海外向け観光情報発信サイトを「マウントフジピーチシティー」のタイトルと

し、外国人に検索されやすくしました。 

 併せて、石和温泉旅館協同組合にも検索ワードの情報を提供したところ、すでに数社のホー

ムページに「マウントフジ」が付け加えられておりました。 

 次に、小中学校の給食費無償化についてです。 

 令和６年度については、賃金の上昇が物価高騰に追いついていない状況を鑑み、子育て世帯

の負担軽減を図るため、市独自の取組として、小中学校および保育所等の給食費の無償化を実

施をします。 

 令和７年度以降については、社会情勢を見極めた上で、国の動向等を踏まえ検討をします。 

 続きまして、多目的芝生グラウンド整備事業についてです。 

 このたび、これ以上、時間を費やしたとしても、反対を表明した地権者の方からご同意を得

ることはできないとの判断に至り、計画を見直すことといたしました。 

 各スポーツ団体をはじめ、多くの市民の皆さまから、一日も早い芝生グラウンドの整備を望

む声が多くあがっていることを踏まえると、芝生グラウンドの整備に向けて、着実に進めてい

く必要があると考えております。 

 これまでご説明してきた基本計画を基にした、整備候補地および施設内容での整備は見直す

こととしましたが、芝生グラウンドの整備を断念したわけではありません。 

 現時点で、整備候補地等、見直しの方向性やスケジュールは決まっていませんが、早期実現
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を望む声に応えるべく、既存施設のグラウンドの芝生化なども含め、検討していきます。 

 続きまして、能登半島地震を踏まえた地震防災対策についてのご質問のうち、まず笛吹市地

域防災計画についてです。 

 公共施設は、耐震診断を行い、耐震化が完了していますが、地震発生時の液状化による公共

施設の被害を予測することは困難な状況です。 

 そのため、指定避難所については、従来のとおり３０カ所の指定避難所と７カ所の代替避難

所および臨時避難所として、施設の被災状況に応じて臨時避難所の開設を検討します。 

 また、橋梁の耐震化、仮設住宅の建設用地の確保、道路に面した危険なブロック塀等の倒壊

するおそれのある危険物への対策については、必要な見直しを行い、策定中の新たな笛吹市地

域防災計画に反映することとしています。 

 次に、上下水道や道路などの耐震化の状況と復旧計画についてです。 

 上下水道の耐震化率については、水道管路が１１．３％、配水場および浄水場が４３．６％、

下水道の管路施設が８４．７％です。災害発生時の応急復旧計画では、水道施設は２０日以内、

下水道管路施設は２５日以内に応急復旧を完了することを目標としています。 

 また、道路施設の耐震化については、復旧に時間がかかり、かつ救助救出活動にも多大な影

響が生じる橋梁の損壊等を防止するため、橋梁の耐震化および長寿命化を計画的に進めており

ます。現在、石和町四日市場地内に架かる「万年橋」の工事に取り組んでいるほか、令和６年

度は一宮町国分地内に架かる「八幡橋」の工事を計画しております。 

 なお、橋梁の耐震化率は２４％です。 

 災害発生時に道路や橋梁の損壊、流失などが生じた場合は、被害の把握を行った上で、市内

建設業者等の協力を得る中で、障害物の除去や補強などの応急対策を速やかに講じ、道路交通

の確保を図ります。 

 次に、旧耐震基準で建てられた住宅への対応についてです。 

 平成３０年の住宅・土地統計調査によると、旧耐震基準となる昭和５６年５月３１日以前に

建築された市内の住宅戸数は６，２４３戸です。 

 耐震基準を満たしていない住宅に対しては、地震発生時における倒壊等を防止するため、平

成１７年度から木造個人住宅耐震化支援事業を実施をし、耐震化を促進しています。 

 本事業には複数の補助メニューがあります。そのうち、個人住宅の耐震診断に係る費用を補

助する木造個人住宅耐震診断支援事業については、補助限度額が４万５，８４０円で、これま

での交付実績は７０６戸です。 

 個人住宅の耐震改修工事等に係る費用を補助する木造住宅居住安心支援事業については、補

助限度額が耐震改修工事および耐震化建替工事は１００万円、耐震シェルター設置工事は２４万

円で、これまでの交付実績は、耐震建替は１４８戸、耐震改修は６３戸です。 

 なお、市全体の耐震化率は、令和２年度末で８７．６％です。 

 次に、空き家の倒壊等の対策についてです。 

 空き家は個人の財産であるため、まずは所有者が自らの責任で対応することとなります。 

 一方、市では、笛吹市空家等対策の推進に関する条例に基づき、適切な管理が行われていな

い空家等に倒壊、崩壊、崩落その他著しい危険が切迫し、これにより道路、広場、その他の公

共の場所において、人の生命、身体に対する危害または財産に対する甚大な被害を及ぼし、ま

たはそのおそれのあると認める場合は、倒壊等を防止するため、危険箇所を除去するなどの緊
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急安全措置を講じております。 

 また、市民の生活環境の保全などを図るため、令和３年度からは、旧耐震基準で建築された

空き家等のうち、道路等や周辺に悪影響を及ぼすおそれがあるなど、一定の条件に該当する空

き家の所有者に対し、１件当たり２０万円を上限に解体費の補助を行っています。 

 今後も、空き家等に関する対策の実施や、必要な措置を適切に講じていきます。 

 次に、道路の寸断による孤立集落対策についてです。 

 孤立するおそれのある地域の住民に対して、日頃から食料や飲料水の備蓄の推進、携帯ラジ

オ等の備えを行うよう周知を図っています。 

 また、孤立するおそれのある地域に、防災行政無線、衛星携帯電話や臨時ヘリポート等を整

備し、大規模災害時の情報伝達や、物資輸送の手段を確保しております。 

 加えて、災害により、孤立集落が発生したときには、直ちに県に報告するとともに、緊急に

救出をする必要がある場合は、県に消防防災ヘリコプター、または県を通じて自衛隊の災害派

遣を要請をします。 

 次に、防災備蓄品等の整備状況についてです。 

 指定避難所備蓄倉庫の整備は、令和３年度に３カ所、６棟、令和４年度に１３カ所、２５棟、

令和５年度に１２カ所、２２棟、令和６年３月末までに合計で２８カ所の指定避難所に５３棟

の指定避難所備蓄倉庫の整備が完了をし、整備率は１００％となりました。 

 指定避難所備蓄倉庫に配備する備蓄品の整備状況は、指定避難所備蓄倉庫の整備スケジュー

ルから１年遅れて、令和４年度に３カ所、令和５年度に１３カ所の指定避難所防災備蓄倉庫へ

の配備を行い、整備率は４３％となります。令和５年度に整備した倉庫へは令和６年度に備蓄

品を整備をし、整備率１００％となる予定です。 

 保健衛生用品の整備状況は、大人用おむつ、子ども用おむつ、生理用品、哺乳瓶、消毒用ア

ルコール、石鹸、トイレットペーパー、ペーパータオルなどを整備しています。 

 次にＡＩデマンド交通「のるーと笛吹」についてのご質問のうち、まず市営バス、デマンド

タクシー等の運営状況の変化についてです。 

 市営一宮循環バス、境川巡回バス、芦川バス、デマンドタクシーを合わせた利用者数は、平

成２５年度が約３万３千人、平成３０年度が約３万１千人、コロナ禍の令和２年度が約２万２千

人と大幅な減少が見られ、令和４年度は約２万４千人で若干の増加が見られましたが、以前の

状態には戻っていません。 

 なお、自主運営バス奈良原線および民営バスについては、複数の市町にまたがる広域路線で

あり、運行事業者が市町ごとの利用者数を公開していないため、不明です。 

 次に利用登録者数、利用者数、年間の利用見込みについてです。 

 １月１５日に実証運行を開始してから２月１５日までの約１カ月で、利用登録者数は１，

６３４人、利用者数は４７９人に達しています。 

 今後、利用状況が順調に推移した場合、年間利用者数は約７，８００人を見込んでおります。 

 次に、ＰＲ方法についてです。 

 市のホームページや広報紙に掲載するとともに、運行地域には利用ガイドを全戸配布しまし

た。また、運行地域内の全行政区で「のるーと笛吹」の説明会を開催をし、利用促進を図りま

した。 

 今後も、３月中旬までに、乗降ポイントとなっている公民館、商業施設、医療機関等にポス
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ターを掲示するなど、様々な方法で、市民の皆さまへ「のるーと笛吹」を周知し、利用者の増

加につなげていきます。 

 次に、地区説明会の開催状況についてです。 

 昨年１２月１１日から１月１２日まで間、運行区域内４１行政区の全てを対象に、公民館等

で説明会を開催し、合わせて４５４人が参加をしました。その後も、７行政区から追加説明会

の開催要望があり、１０２人が参加をしました。 

 説明会に参加された方々らは、新たな公共交通機関の誕生に、「一人で買い物や病院に出かけ

られるようになる。」「家の近くで乗り降りができてありがたい。」などと、好意的な意見が多く

出されました。また、乗降ポイントの追加や運行時間の拡大など、利用に当たっての要望も出

され、市民の皆さまの期待の大きさが感じられました。 

 次に市営バス、デマンドタクシーとの運賃比較についてです。 

 実証運行時の「のるーと笛吹」の運賃は、中学生以上が３００円、７５歳以上の後期高齢者

と障がい者が２００円、小学生が１００円です。これに対して、市営一宮循環バスおよび境川

巡回バスは一律１００円、芦川バスは距離制運賃を採用しており、最低１３０円から最大１，

２１０円、デマンドタクシーは一律２００円となっています。 

 次に、全市への拡大についてです。 

 全市への拡大も含めた本格運行への移行については、実証運行における利用状況を踏まえ判

断をします。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 中村正彦君。 

〇１２番議員（中村正彦君） 

 答弁ありがとうございました。質問はありませんが、意見を言わせていただきます。 

 山下市政７年間の手腕を高く、われわれ誠和会は評価しております。市民の幸せと市政発展

のため、是々非々のスタンスで山下７年間の検証をいま一度行い、助言・提言を踏まえ後押し

をしたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、誠和会の質疑および質問を終了します。 

 続いて公明党、中川秀哉君の質疑および質問を許可します。 

 中川秀哉君。 

〇１５番議員（中川秀哉君） 

 公明党の中川秀哉でございます。 

 議長より許可をいただきましたので、通告に従い、これより代表質問をさせていただきます。 

 はじめに、本年１月１日のマグニチュード７．６で、令和６年能登半島地震が発災いたしま

した。 

 昨日２月２７日のＮＨＫ報道によりますと、今回の災害におきまして、特に石川県では２４１人

の死亡を確認。また、住宅被害は７万４千棟余りで、２万戸余りがまだ今なお断水している状

況だと伺いました。また、さらに避難所に避難している方が４８１カ所で、合わせて１万１，



 ７６ 

６６９人。また、このほかには二次避難をされている方が２３８カ所で、４，８１７人いらっ

しゃると伺っております。 

 今回、犠牲になられました方々にお悔やみを申し上げますとともに、今なお避難生活を余儀

なくされている全ての皆さまにお見舞いを申し上げます。 

 公明党では、１月１日の発災直後から党内に災害対策本部を設置しまして、国と地方の議員

のネットワークをもって救援活動に取り組んでまいりました。 

 被災地の一日も早い復旧・復興をされますことを心よりお祈り申し上げます。 

 さて、今定例会におきましては３問、代表質問をさせていただきますけれども、山下市長２期

目の任期最終年度にあたり、笛吹市を取り巻く現状と課題を確認し、市民の安心・安全な政策

の実現を求めまして、以下、市長のご所見をお伺いいたします。 

 はじめに、令和６年度予算編成における重点政策について。 

 笛吹市合併２０年目を迎える新年度予算のうち、山下市政が取り組む主な重点政策について

お伺いいたします。 

 ２番目としまして、近年の自然災害や能登半島地震から学ぶ防災対策・避難行動計画につい

てでございます。 

 近年、主な自然災害として思い浮かべるのは、約３０年前、９５年の兵庫県南部地震、マグ

ニチュード７．３でした。これより２００４年の１０月に、また２００７年の７月、合わせて

新潟県中越地震が発災。さらには２００８年の岩手・宮城内陸地震。そして１１年の東北地方

太平洋沖地震、また大津波、いわゆる東日本大震災でございます。この後、２０１４年以降で

すね、１４年の８月豪雨、また１８年の７月豪雨、さらには１７年の九州北部豪雨、さらには

１９年の九州地方の大雨、このように自然災害が多岐にわたっております。温暖化の影響だと

言われておりますけども、今一番言われているのは、線状降水帯による長雨だということでご

ざいます。 

 この間、２０１４年２月には、本市におきましても大雪によります豪雪が記録されておりま

す。これによりまして、本当に陸の孤島となったことは、今でも記憶に定かであると思います。 

 こうした中、２０１４年の２月の豪雪被害や本年の１月、能登半島地震に学び、これまでの

常識を上回る自然災害から市民を守るための新防災対策が避難行動について必要だと思い、以

下お伺いいたします。 

 （１）市街地に空調施設設備を搭載した総合防災拠点を計画すべきでは。 

 （２）として、指定避難所の非構造部材、外壁や扉、ガラス、天井、間仕切りなどの耐震化

や空調設備の常設を計画すべきでは。 

 （３）として、産官学連携によります気候変動に対応した流域治水対策、また避難行動計画

などをすべきでは。 

 そしてこれは昨年の台風の中で市民相談も伺ったわけでございますが、乳幼児を抱える親御

さんからの要望でありました。避難所開設をする際にですね、避難所へ行こうと思ったけれど

も、どこにかけてもなかなかつながらなかったと。やっと７回か８回かけ直して避難できる場

所を確認できたということでございますけれども、（４）として、避難所開設や入所状況を市民

が問い合わせできる２４時間窓口を整備すべきでは。 

 そして長期避難に備え、市民に対し、これまでライフサイクル７２時間と言われておりまし

たけれども、これよりも１週間分の備蓄が必要だと言われます。さらには、今、自治体の運営
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交付金もいよいよ削減がされるという中でもございます。一時避難所となる行政区の区長さん

からも、なかなかこの備品を保管するのは大変だという話も伺いました。 

 ですので、これについても今後、独自の自助、また公助の中で対応できる部分についてすべ

きではということでございます。 

 次に３つ目としまして、少子高齢化・人口減少問題から本市の将来展望について、お伺いい

たします。 

 令和２年３月に制定されました第２期笛吹市まち・ひと・しごと総合戦略では、社団法人の

人口減少問題研究所調べによりますと、笛吹市の人口が明年２５年には６万４，２５９人、そ

して２０４０年には５万５，３１８人に減少が予測され、これに対して総合戦略の中で明年２５年

には６万７，７３９人、そして２０４０年には６万３，１５７人まで人口減少を歯止めするた

めの若者、子育て世代を中心とした戦略が展開されておるところでございます。 

 昨年の出生数は、過去最低の７２万６千人であり、合計特殊出生率については、推測ですが、

前の年が７年連続最低でしたけども、さらに加速して１．２０％と、少子化が進む中、団塊世

代ですね、われわれの父の世代が後期高齢者となる２０２５年から、また現役世代、われわれ

が後期高齢となる２０４０年までを見据え、定住人口と財政力指数の増加を目指し、今、取り

組むべき魅力あるまちづくりの将来展望について、以下お伺いをいたします。 

 はじめに、誰一人取り残さない、また、きめ細やかな子育て支援のために私ども公明党会派

で毎年予算要望をさせていただいているものでございますけども、１点目として、０歳から１５歳

までの給食費の無償化、さらには１８歳までの医療費・教育無償化をすべきでは。 

 （２）として、希望する児童生徒が安全を確保するために、登下校時に利用できるようＡＩ

デマンド交通の営業時間の延長をすべきでは。 

 （３）として、児童生徒が安心して屋内活動に臨めるよう、学校体育館に冷暖房を整備すべ

きでは。 

 （４）として、市内全保育所や幼稚園の空きスペースを活用して、専業主婦世帯の児童も定

期的に預けられる体制を市として取り組むべきでは。 

 （５）として、市内に居住の若者就職支援のために奨学金返済の一部の補助すべきでは。 

 （６）として、若者や子育て世代の定住促進のために、家賃補助や空き家活用を推進すべき

では。 

 （７）として、若者や子育て世代の定住促進のため、通勤・通学定期券購入の補助すべきで

は。 

 （８）として、新規就農者向けの遊休農地や農機具の円滑な活用策を支援すべきでは。 

 （９）として、中小企業・個人事業主向けの独自の雇用対策、経営支援をすべきでは。 

 最後に（１０）として、市内に２４時間リサイクルステーションのモデル事業を計画すべき

ではでございます。 

 以上、質問を終わらせていただきます。 

〇議長（古屋始芳君） 

 当局の答弁を求めます。 

 市長、山下政樹君。 

 

〇市長（山下政樹君） 
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 公明党、中川秀哉議員の代表質問にお答えいたします。 

 はじめに、令和６年度予算編成における主な重点施策についてです。 

 御坂中学校校舎等改築事業に１２億６，１００万円を計上しました。これは、安全安心で適

正な学校教育環境を確保するため、老朽化が著しい校舎等を改築するものです。 

 石和中央テニスコート改修事業に４億２，３５０万円を計上しました。これは、施設の機能

向上と利用者が快適に利用できる環境を整えるためのものです。 

 新規事業として、後期高齢者人間ドック助成事業に３，３１４万円を計上しました。これは、

後期高齢者の健康寿命を延ばすことを目的に、人間ドックの費用の一部を助成するものです。 

 また、障がい児支援の充実を図るため、児童発達支援センターの令和８年度の開設を目指し

て取組を進めます。 

 さらに、重点事業以外の主な事業として、物価の高騰に賃金の上昇が追いついていない状況

を鑑み、子育て世帯の負担軽減のため、令和６年度は市独自の取組として、小中学校および保

育所等の給食費無償化を実施をします。無償化に係る経費は総額４億４，４５８万円です。 

 続きまして、近年の自然災害や能登半島地震から学ぶ防災対策・避難行動計画についてのご

質問のうち、まず市街地への総合防災拠点の計画についてです。 

 発災時に災害対策本部を設置する防災拠点として、これまでに市役所本館を耐震化するとと

もに、非常用発電装置を浸水想定深さよりも高い位置に設置をし直し、併せて、燃料タンク容

量を拡大して７２時間稼働できるようにしました。 

 発災時における庁舎内の情報収集の効率化を図るため、災害対策本部の配置の見直しを行う

とともに、統括局を通信機器等がある防災危機管理課の前に移しました。 

 また、統合型ＧＩＳを活用し、職員のスマートフォンから送信された被害現場の写真や市民

から寄せられた被害情報等を電子地図上に表示をし、現場に出た職員と庁内にいる職員が情報

共有できる仕組みを整備をしました。 

 引き続き、防災拠点の機能強化に取り組んでまいります。 

 次に、指定避難所の非構造部材の耐震化や空調設備の常設についてです。 

 指定避難所として使用する市の施設は、耐震化が完了しております。一部の施設では、ガラ

スの飛散防止や天井の落下防止等の対策もしていますが、非構造部材の耐震化などは、今後も

大規模改修の際に対応していきます。 

 また、指定避難所への空調設備の設置については、避難者の健康管理の観点から必要と考え

ます。今後、先進自治体の設置例を参考にしながら、財源も含め検討してまいります。 

 次に、産官学連携による気候変動に対応した流域治水対策・避難行動の計画についてです。 

 国の富士川流域における減災対策協議会、富士川流域における流域治水協議会、県の濁川流

域治水検討会や峡東地域防災連絡会議に参画をし、アクションプランの作成およびアクション

プランに定めた事業の進捗等、産官連携による対策の推進を実施しております。 

 また、県の広域避難検討会では、市町村の境界を越えた避難について検討を進めております。 

 次に、避難所開設や入所状況に関する２４時間対応の窓口の設置についてです。 

 本市では、避難所の開設や入所状況について、市のホームページ、ＬアラートやＳＮＳ、令

和６年度に導入する防災アプリを活用し、市民に情報提供していきます。 

 また、避難所の開設が必要な災害時、市は２４時間体制となりますので、専用の窓口を開設

することなく対応できると考えています。 
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 次に、１週間分の備蓄品確保の周知についてです。 

 市では、これまで出前講座や地区防災計画策定ワークショップ等で「備蓄は、最低３日、で

きれば１週間分備えるよう」説明をしてきました。 

 災害の規模や輸送路の状況によっては、発災から３日が経過しても支援物資が届かないこと

が想定されることから、今後は１週間分の備蓄の確保を推奨し、周知をします。 

 次に、少子高齢化・人口減少問題から本市の将来展望についてのご質問のうち、まず１５歳

までの給食費無償化、１８歳までの医療費および教育費の無償化についてです。 

 小中学校および保育所等の給食費の無償化については、賃金の上昇が物価高騰に追いついて

いない現状を鑑み、令和６年度は、子育て世帯の負担軽減を図るため、市独自の取組として実

施をします。 

 令和７年度以降については、社会情勢を見極めた上で、国の動向等を踏まえ検討をします。 

 医療費の無償化については、令和４年１１月から、対象年齢を１８歳到達後の年度末までに

拡大をしています。 

 高等学校などに関わる教育費の無償化については、国の動向や他自治体の先進的取組につい

て研究をしていきます。 

 次に、ＡＩデマンド交通の運行時間についてです。 

 ＡＩデマンド交通「のるーと笛吹」の運行時間は、現行のデマンドタクシーや先行自治体の

状況を参考にしつつ、交通手段を持たない高齢者や障がい者などが、医療機関や商業施設など

に出かける際の交通手段として利用する時間帯を考慮し、午前８時から午後６時までとしまし

た。 

 今後、実証運行における利用状況や利用者からのご意見を踏まえ、本格運行への移行に合わ

せ、改めて検討をします。 

 なお、本市の児童生徒の登下校については、学校までの距離等を踏まえ、スクールバスを運

行しています。引き続き、スクールバスの運行により、登下校時の安全確保に取り組んでいき

ます。 

 次に、屋内活動のための学校体育館への冷暖房の整備についてです。 

 夏季の屋内活動は、熱中症警戒アラートを参考にしつつ、当日の天候や暑さ指数を基に、児

童生徒の安全を考え、朝の時間帯への変更や中止などの対応をとっています。冬季の屋内活動

は、通常どおり行いますが、集会等で体育館を利用する場合、必要に応じてジェットヒーター

を使用し、屋内を温めています。 

 学校施設においては、特別教室へのエアコン設置を順次進めている状況であり、体育館への

エアコン設置については、様々な観点から総合的に判断していきます。 

 専業主婦世帯が児童を預けられる体制についてです。 

 本市では、保護者の就労に関係なく、生後６カ月以上の就学前の児童を一時的に預かる一時

預かり事業を５カ所の保育所等で実施をしています。保護者の入院や冠婚葬祭などの緊急時を

はじめ、育児中の保護者が気分転換するために利用することもできます。 

 また、国では１カ月の利用可能時間を定める中で、生後６カ月以上３歳未満の児童を対象に、

保護者の就労を問わず時間単位で預けることができる、こども誰でも通園制度を創設し、令和

７年度から制度化するとしています。引き続き、国・県の動向を注視していきます。 

 次に、奨学金返還に対する補助についてです。 
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 大学を卒業後、奨学金を返還しながら就労する若者の経済的な負担を軽減をし、本市への定

住を促進するため、令和６年度から奨学金返還に係る費用の一部を補助する制度を創設します。 

 補助対象者は、奨学金を返還している市内に在住をし、県内で就労している３０歳未満の方

で、補助金は年額２０万円を上限として、最長で５年間交付をします。 

 より多くの若者の定住につながるよう、補助の対象となる就労先の要件を市内に限定せず、

県内と広く設定をしています。本制度をＰＲし、若者の定住促進を図っていきます。 

 次に、定住促進のための家賃補助および空き家の活用についてです。 

 若者や子育て世代に対する家賃補助制度については、県内の複数の自治体が導入しているこ

とから、導入自治体における利用状況や効果などを参考に検討していきます。 

 空き家の活用については、空き家対策事業と空き家バンク制度を連携させ、空き家バンクの

登録の充実を図り、定住促進につなげていきます。 

 次に、通勤・通学定期券購入費の補助についてです。 

 本市では、平成２９年度から、市民の転出の抑制および定住の促進を図ることを目的に、県

外の大学等に鉄道を利用して通学をする学生に対し、月額１万円を上限として通学定期券の購

入費の一部を補助しており、これまでの実績は２７４人に３，２７３万円を補助しています。 

 通勤者への補助については、先進自治体の取組状況や導入効果について研究をしてまいりま

す。 

 次に、新規就農者向け遊休農地や農機具の活用支援についてです。 

 新規就農者や規模拡大を図る農業者が、遊休農地を活用できるよう、農業委員会が行う遊休

農地所有者への意向調査を基に、農地のあっせん事業や農地中間管理機構の活用を促進してい

ます。活用する遊休農地の荒廃が著しい場合には、農地に復旧する工事の支援も行っています。 

 農機具に関する補助については、Ⅰターン就農者、Ｕターン就農者で市の新規就農者支援事

業補助金の交付を受けている新規就農者などの場合は、購入費用の１割、１０万円を限度に補

助をする農業用機械等購入費補助金を活用できるほか、市が就農計画を認定した認定新規就農

者の場合は、国および県が機械や施設等の導入に係る経費のうち最大４分の３を補助する経営

発展支援事業により、円滑な就農を支援しております。 

 次に、中小企業・個人事業主向けの雇用対策・経営支援についてです。 

 本市では、独自の地域経済活性化策として、中小企業、個人事業主向けにハートフルタウン

笛吹！商品券事業や消費喚起事業を実施したほか、市内の小規模事業者、創業者、観光関連事

業者、旅客事業者を支援するため、様々な支援金を交付してきました。 

 雇用対策としては、笛吹高校の生徒と市内企業とをマッチングする就職説明会を実施し、毎

年１５人程度の生徒が参加企業へ就職をしています。 

 また、市ホームページには、市内に事業所を設置する企業の求人情報を掲載し、人材確保に

努めています。 

 次に、２４時間リサイクルステーションについてです。 

 現在、市では、各行政区のご協力の下、資源物の収集を実施しています。 

 ２４時間リサイクルステーションの設置は、関係する行政区への資源物回収奨励金の減少が

予想されることや、回収施設や器具の設置、衛生管理、防犯、防火等の安全性の確保などに要

する経費の増加、不法投棄や維持管理に係る地元行政区の負担の増加といった様々な課題があ

ります。地元および近隣行政区のご理解とご協力が前提となり、様々な観点から検討が必要で



 ８１ 

あるため、今後も慎重に研究をしていきます。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 中川秀哉君。 

〇１５番議員（中川秀哉君） 

 ありがとうございました。１点ですね、これは質問ではございませんけども、地元の行政区

長さんからのお困りごとということでお伺いしたことでございます。 

 近年の、やっぱり、災害で雷雨が発生する場合ですね、地区の防災無線、行政無線が飛んじゃ

うと、落雷で飛んでしまうということなんですが、ここ近年でかなり数が多くなって、実は保

険会社がもう更新できないという、そういう話が今、来ているということで、困っていると。

これについてちょっと、ほかの補助金が取れないだろうかということで、市のほうにも相談し

ているけども、なかなか現状は難しいということもあるようでございます。 

 先ほど申し上げましたように、近年は本当に豪雨災害が多くなり、土砂崩れもそうですけれ

ども、この落雷も頻繁に起きているということもありますので、そういった観点にもぜひまた

耳を傾けていただきながら、進めていただけるようお願いをしたいと思います。 

 ３問目の中でですね、なぜこの２０４０年問題を話をさせてもらったかといいますと、実は

今から１０年前ですね、有識者グループの日本創成会議というところで、いわゆる増田レポー

トという、消滅都市ということですね、８００自治体が消滅してしまうんじゃないかという、

危機感のある論文が出されました。 

 今、もう１０年目になったんですね。そこに指摘された地域が、実は、これはＮＨＫの放送

であったんですが、盛り返して、今、子育て支援で出生率が逆にアップして頑張っているとい

う話があります。 

 これは本当に警鐘を鳴らすという意味では、すごくよかったんじゃないかとは思うんですけ

れども、これにのまれずに、やっぱり笛吹市としてもよりよい政策を掲げていただく中でです

ね、他市、他県からですね、多くの若い、また子育ての世帯の方の流入をお願いしたいと思っ

ております。 

 市長、ご存じでしょうかね、最近のＺ世代と言われる方の合言葉がありまして、コスパとタ

イパだそうでございます。コストパフォーマンス、いわゆる費用対効果とタイムパフォーマン

ス、時間対効果ということで、できるだけ会議を短く、話を短く、幸せは長くということでご

ざいますけども、そういったことでしっかりまた、われわれも政策をしっかり打ち出させてい

ただく中で、本当に市民の皆さまの安心・安全を確保できるように、また頑張っていきたいと

思います。 

 最後となりますけれども、先ほど笛新会の海野代表のほうからですね、質問に対しまして、

市長のほうが表明をされて、決意をされたということでございます。私たち公明党といたしま

しても、これまでの長年のですね、政策提案に対して真摯に応えていただいた市長に対しまし

てエールを送らせていただきまして、またしっかり、また一緒に取り組ませていただきたいと

思いますので、お願いを申し上げ、以上で質問に代えさせていただきます。 

 ご清聴ありがとうございました。 

〇議長（古屋始芳君） 
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 以上で、公明党の質疑および質問を終了します。 

 次に日本共産党、渡辺正秀君の質疑および質問を許可します。 

 渡辺正秀君。 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 議長の許可をいただきましたので、代表質問いたします。 

 日本共産党議員団を代表して質問いたします。渡辺正秀でございます。 

 はじめに、能登半島地震で犠牲になられた方々に心からお悔やみ申し上げます。また、関係

者の皆さん、被災された皆さんにお見舞い申し上げます。 

 さて、今回の第１問目は合併２０周年に際し、この間の施策の総括についてであります。 

 合併して２０年になります。この間の市政については良かった点も悪かった点もあろうかと

思います。本質問は、この間、浮かび上がった大きな課題について所見と対策を問うものであ

ります。 

 そもそも平成の大合併は官から民へ、自治体の合理化を進めようとする国主導の合併であり

ました。「合併は避けては通れないもの」という掛け声の下、検討や議論も不十分なまま、合併

へと突き進んでいきました。その後「住民のニーズが多様化する中で、行政にできることは限

られている。」「行財政改革が必要」と強調され、国の考える新自由主義的「行財政改革」が進

められました。その結果、重要な問題や課題が生じたのではないかと思います。 

 以下、伺います。 

 （１）この間の「行財政改革」について、問題点と思うことはどんなことか伺います。 

 （２）市および市職員の役割を再検討し、市民との協働・自治の発展を求めます。 

 机とパソコンに向かって実務と計画に没頭している職員が増えております。計画を作るのは

市、実践するのは市民や諸団体や民間という傾向が強まっております。 

 私、市役所は自治のセンターだと思います。そして、市職員は市民の中にあって、市民との

協働、そして地方自治の専任者・専門家であると思っております。でありますから、市民の様々

な活動において、市職員はその専任性・専門性を生かして自治活動発展に参加、貢献すべきだ

と思うがどうか伺います。 

 （３）支所機能縮小の見直しを、この間、支所の住民との協働、生活・その他の相談活動な

ど非常に少なくなった、窓口業務も縮小されました。 

 確かに、支所職員や予算の大幅増はできないと思います。しかし幸いなことに、先ほどから

もありましたけども、ＩＴの飛躍的発展により、窓口業務はどこでも充実できる、窓口業務は

本庁とのホットライン、テレビ電話、ＩＴを活用することによって職員を増やさず充実するこ

とができる、そういう時代になっております。地域づくり、地域住民との協働は支所機能の見

直し・充実で大きく前進させることができるのではないかと思います。支所機能縮小路線を見

直すことが必要ではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 「行政区」の位置づけについて、見直しを求めます。「行政区」と呼ばれるようになった地縁

団体は、本来行政組織から独立した組織であります。しかし笛吹市は「行政区長等設置規則」

で「行政区」を行政組織の末端機構のように規定してしまいました。別法人、人格なき法人も

含めてでありますが、別法人であることを確認し、「行政区長等設置規則」を廃棄すべきではな

いか。「行政区」はどこでも大きな役割を果たしてきました。市においても大変重要な団体であ

ると思います。でありますから、笛吹市は連合区長会もしくは各区と「協力協定」を、お互い
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独立した組織として「協力協定」を締結すべきではないかと思います。 

 「行政区」は今、未加入問題、役員問題など様々な問題を抱えております。その原因の一つ

は「行政区」が農村集落共同体や戦時の隣組を歴史的背景とし、いわゆる「家長」を構成員と

してきたことにあります。世帯を代表するだけでなく、新住民や女性、若者世代、子育て世代、

高齢者世代をも代表する組織に発展することが求められるのではないでしょうか。すでにそう

した「行政区」も生まれております。「行政区」は行政とは別組織なものでありますから、強制

ではなく、先進例の紹介などで「行政区」の発展に寄与することが必要だと思うがどうか伺い

ます。 

 （５）指定管理者制度の見直しを、公共施設は何でもかんでも指定管理者制度を適用し、合

理化を図るべきだ、とされてきました。その矛盾が今、あらわになっていると思います。市の

直接的関与がなくなる中で、第１に市と住民の協働活動が後退した、第２に施設設備の修繕・

更新で市と指定管理者の責任があいまいになり、施設の痛みが放置され、また時代に合った更

新が遅れた。第３に利用者の不便や改善要求に機敏に答えられないことになった。第４に指定

管理者においても、施設のリニューアルが認められず経営戦略が立たないという問題点があり

ます。第５に当初掲げられていた経費節減、民間ノウハウの活用も限定的であったと思います。 

 なんでもかんでも指定管理者制度というのをやめ、見直しが必要だと思いますが、どのよう

に見直す考えか伺います。 

 （６）民主的市政運営の向上を、早くには新庁舎建設や多機能アリーナ建設、三船ミュージ

アム構想が頓挫しました。また今般、多目的芝生グラウンド整備が暗礁に乗り上げました。こ

の経緯を見ると、いずれも民主的運営の習熟不足に一つの大きな問題があったと思います。新

庁舎問題、多機能アリーナ問題、三船ミュージアム問題においては、早くから構想を市民に投

げかけたのは良かったと思いますが、市民の意見を受け止め、計画の検討継続や変更、中止の

判断が適切にできなかったと思います。多目的芝生グラウンド問題では、コンサルや検討委員

会で検討中と言って市の考えが示されなかったため、市の基本計画が完成するまで市民も議員

でさえも、市の構想に対して意見を出すことができませんでした。 

 民主的市政運営の向上のために、１つは構想段階から市長の考えを示し、広く市民の意見を

聴くこと、２つ目に市長の構想や計画は絶対だという姿勢をとらず、柔軟な対応をとること、

一度決めたらなかなか修正できないという行政にありがちな体質を改めるべきだと思うがいか

がでしょうか。 

 ２つ目の質問で、多目的芝生グラウンドについて伺います。 

 ２月１３日の全員協議会に示された計画見直し文書について、見直しは歓迎いたしますが、

いくつか問題点を感じる。 

 ア．反対者２名と記述することによって、２名が特定され、地域に不和が生じ、または他地

域の人から嫌がらせを受けることも考えられる。市の発表には配慮がほしいと思います。 

 イ．他の２１名の同意は確認したのかどうか伺います。 

 ウ．国衙区の説明会では反対、慎重論の発言がほとんどでありました。別の場では整備費、

優良農地収容等について反対、懸念の声も大きかったと思います。こうした意見をどう受け止

めたのか。また、反省することはないのか伺います。 

 ２つ、２７年度までに完成するというスケジュールは守れるかどうか伺います。 

 （３）整備費の大幅縮減、一桁少ない予算で実現を、教育厚生常任委員会で南足柄体育セン
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ターを見てきました。既存グラウンドを人工芝グラウンドにするために、１面ではあるが整備

費は基盤工事、人工芝敷設、小規模観覧席設置、防球ネット設置を含め１億３，３００万円、

追加工事で照明設備のＬＥＤ化、更衣室トイレの新設が１億円、計２億３，３００万円だった

ということであります。周辺に土のグラウンドのある清流公園緑の広場を例えば活用すれば、

芝生グラウンド２面整備で一桁少ない予算で芝生グラウンドが実現できるのではないかと思い

ますが、いかがでしょうか。 

 （４）一日も早く、優良農地をできる限り潰さず、少ない予算で芝生グラウンドを実現する

ために、「既存設備の活用」に明確に方針転換すべきではないかと思いますがいかがでしょうか。 

 以上、伺います。 

〇議長（古屋始芳君） 

 当局の答弁を求めます。 

 市長、山下政樹君。 

〇市長（山下政樹君） 

 日本共産党、渡辺正秀議員の代表質問にお答えをいたします。 

 はじめに合併２０年の総括についてのご質問のうち、まず行財政改革についてです。 

 行財政改革は、健全で安定した財政運営と市民サービスの維持向上の両立を目指す取組であ

り、本市では、平成１７年度以降、５次にわたり行財政改革大綱を策定をし、本市の将来を見

据え、そのときの行政課題の解決を図るため、行財政改革に取り組んできました。 

 平成１７年度から平成２１年度までの第１次大綱では、スリムで魅力ある市政の実現を目指

し、事務事業の統廃合や組織機構の再編などに取り組みました。 

 平成２２年度から２５年度までの第２次大綱では、簡素で魅力的な市政の実現を目指し、行

政評価の活用を図りました。 

 平成２６年度から２９年度までの第３次大綱では、持続可能な市政の実現を目指し、市民と

行政の協働によるまちづくりに取り組みました。 

 平成３０年度から令和３年度までの第４次大綱では、本市の行財政を身の丈にあったものに

することを目標に、ゼロベースでの行財政改革の推進を図りました。 

 令和４年度から令和７年度までの第５次大綱では、多様化する市民ニーズに的確に応えるた

め、新たな行政課題に迅速かつ柔軟に対応できる市役所を目指しています。将来世代に負担を

先送りしないよう、１００年続くまちの実現に向け、「時代の変化を的確に捉え、チャレンジす

る」「資源の最適化」「新たな技術の活用」「公民連携の推進」「財政基盤の強化」の５つの基本

方針を基に、行財政改革を推進しています。 

 このように、時代の変化に対応し、必要な改革を行い、また、継続と見直しを行いながら、

行財政改革を進めてきたことから、これまでの取組に問題はないと考えております。 

 次に市職員の自治活動への参加、貢献についてです。 

 職員も地域で生活する市民であり、よりよい地域をつくることを願っており、地域において

も、行政区役員、消防団員、スポーツ、文化および福祉分野など、様々な活動に参加をし、地

域づくりに貢献しているものと認識をしています。 

 次に、支所機能縮小の見直しについてです。 

 支所は、身近な地域のサポートセンターとして、日常生活で利用頻度の高い証明書などの発

行業務、地域コミュニティ支援や防災対策業務、市民からの相談や申請手続きに関する初期的
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な対応および本庁への取り次ぎ、地域の実情に応じた住民および団体等の活動支援などを所管

しております。 

 令和４年度に支所の標準的な業務を見直しをし、併せて、地域振興および地域の課題解決の

ための相談対応や住民への必要なサポート業務を専門的に行う地域サポート職員として、経験

豊富な再任用職員を配置をしました。 

 今後も、地域に寄り添った行政サービスの提供を行っていきます。 

 次に、行政区の位置づけの見直しについてです。 

 行政区は、日常生活でのふれ合いや共同活動を通して、連帯感や信頼関係を築きながら、自

分たちが住んでいる地域を自分たちの力で自主的に住みよくしていくための自治組織です。 

 市と行政区の関係は円滑であり、行政組織の末端機構とは考えていません。 

 行政区が抱える課題の解決に向けて、市は相談に応じることとともに、必要な支援を行って

いきます。 

 次に、指定管理者制度の見直しについてです。 

 本市では、多様化する市民ニーズにより効果的、効率的に対応するとともに、民間の能力を

幅広く活用する中で市民サービスの向上や経費の削減等を図るため、平成１７年度から指定管

理者制度の導入を積極的に進めてきました。令和５年４月現在、１２９の公の施設のうち６３施

設で指定管理者による管理運営が行われています。 

 指定管理者制度の導入にあたっては、市民サービスの維持向上が期待できるか、市民の平等

利用が確保できるか、コスト削減ができるかなどを総合的に検討し、一定の効果が得られると

判断できる施設について、導入することを基本としています。 

 事業者の選定時には、コスト削減とサービスの向上に主眼を置き、事業者の選定を行ってい

ることから、直営に比べ一定のコスト削減につながっているものと考えます。また、サービス

面では年２回のモニタリングからも多くの利用者から好評をいただいていることが確認できま

す。 

 制度導入の目的は達成されているものと判断していますが、今後、導入効果が乏しい施設に

ついては直営に戻すことも念頭に置き、効果的な指定管理者制度の運用を目指していきます。 

 次に、民主的市政運営についてです。 

 市では、多目的芝生グラウンドの整備に向け事業を進めるにあたり、整備に向けた基本的な

考え、いわゆる基本構想に相当する部分も含めた基本計画を策定しました。 

 基本計画の検討段階である、検討委員会での審議については、審議の公開および会議資料を

含む議事報告をその都度、市ホームページに掲載してきました。検討段階における全市民を対

象とした３回の意見交換会、同時期に行ったパブリックコメント、策定後は、市ホームページ

での掲載、２回の市民説明会、地権者説明会および地元地区の説明会を開催をしました。この

ように、基本計画の策定段階から策定後まで、その内容を市民の皆さまにお示ししつつ、市民

の皆さまのご意見をお聞きしながら進めてきました。 

 また、笛吹みんなの広場の整備にあたっては、活用方法について、広く市民の皆さまのご意

見をお聞きするため、計５回の市民ワークショップを開催をしたほか、市民２千人を対象とし

たアンケート調査を実施し、その結果を踏まえて、施設の整備方針を決定をしました。 

 意思決定を行うにあたっては、市民の皆さまのご意見とともに、独善に陥ることがないよう、

職員と十分に議論を交わし、判断を下しています。さらに、一度決めたものは絶対であるとい
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うようなことはなく、今回の計画の見直しのように、市民の皆さまのご意見をお聞きしながら、

柔軟な判断を行っています。 

 続きまして多目的芝生グラウンドについてのご質問のうち、まず計画の見直しについてです。 

 反対を表明された地権者の方への配慮については、反対を表明された地権者の方は、地権者

説明会や地元地区の説明会で、その意向を表明され、市では、その説明会において、地権者の

方のご同意が何よりも大事であること、収用法に基づく強制代執行は行わないこと、地権者の

方全員のご同意が得られなければ、この計画は進めることができないことをご説明しています。 

 このたびの、計画見直しに関する市の発表をもって、反対を表明された地権者の方に対する、

責任の追及や誹謗中傷などがあってはなりません。 

 説明会に参加しておらず、市の考えをご理解されていない方や芝生グラウンドの整備を断念

したと誤解された方に対しては、計画は見直すものの、芝生グラウンドを整備するという方向

性は変わっていないことを、市のホームページや広報紙により周知をします。 

 他の地権者の方の同意については、地権者説明会において、他の地権者の方からは、補償等

に関する質問や要望も複数出されており、計画に対して一定のご理解を得られたと考えていま

す。 

 意見の受け止めについては、市民説明会、地権者説明会、地元地区の説明会をはじめ、これ

まで、いただいた賛成、反対、要望などの様々なご意見は、いずれも市民の皆さまの貴重なご

意見であると感じています。 

 これらのご意見は、今後の検討の参考にしていきます。 

 次に、スケジュールについてです。 

 芝生グラウンドの早期実現を望む声に応えるべく、検討を進めてまいります。 

 次に、整備費、既存施設の活用についてです。 

 現時点で、見直しによる整備内容や整備に係る費用等は見込めませんが、既存施設の活用等

をはじめ、様々な可能性を考慮する中で検討してまいります。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 申し上げます。 

 本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめ延長いたします。 

 質疑および質問はありませんか。 

 渡辺正秀君。 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 答弁をいただきました。私は、あえてこの２０年間の課題といいますか、改善していかなけ

ればならない問題点というものを出したわけですが、答弁はこの間やってきたことは基本的に

ほぼ全て正しかったという中身の答弁でございました。 

 課題を明確にするということは、評価する以上に今後を決める上で大事な役割があるのでは

ないかと思います。 

 全部、再答弁を求めたいところですが、再質問は３回だけという制限がありますので、再質

問第１回目、指定管理者制度について再質問します。 

 私は問題点を５項目指摘しましたが、それについての所見を再質問いたします。 

〇議長（古屋始芳君） 
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 答弁を求めます。 

 返田総合政策部長。 

〇総合政策部長（返田典雄君） 

 渡辺正秀議員の再質問にお答えします。 

 議員が問題点として指摘したことも踏まえ、市の考えを答弁しています。 

 今後の指定管理者制度の導入にあたっては、効果的な運用が図られるよう取り組んでまいり

ます。 

 以上、答弁とします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 渡辺正秀君。 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 次の質問に移ります。行政区の位置づけの見直しについてです。 

 答弁は、行政組織の末端機構とは考えていませんというものでした。笛吹市行政区長設置規

則を見ますと任命は市長がやる。そして行政区長は当該行政区および、その区域内住民等に係

る市の行政事務のうち、行政区長を通じて処理することを要する事項を処理するものとする。

その具体的な中身は別表２で示すと。そこには、区民への広報および回覧文書の配布、ならび

に国および県からの書類等の配布に関することとか、その他、行政執行上必要な調査、取りま

とめおよび地域振興等に関わることというようなことが列記されております。そして、第５条

では、行政区長は笛吹市の非常勤の特別職の職員とするというふうに位置づけております。 

 明らかに行政機構の一部、行政機構の末端機構の位置づけではないでしょうか。これを改善

して、お互いに独立した組織として協力協定に変更することが適切ではないか改めて伺います。 

〇議長（古屋始芳君） 

 答弁を求めます。 

 雨宮総務部長。 

〇総務部長（雨宮和博君） 

 渡辺正秀議員の再質問にお答えをいたします。 

 行政区につきましては、議員ご指摘のとおり、地域を介した任意の自治組織であります。こ

れについては、間違いのないところではありますけれども、この地域の代表たる区長について

は、それと同時に本市の特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例で、市に

おける特別職の職員として規定する中、ただいま議員がお示しをされた当該規則において、行

政区長の任務および所掌事務を示しているものでございまして、市の特別職として行政事務の

一部をお願いするために、これを定めているものでございます。 

 したがいまして、市民協働の核であります自治組織、行政区にありまして、その代表である

区長についてを例規等により位置づけているということから、議員がご提案いただきました協

力協定、これについては、その内容が明確ではない中でございますけれども、現時点で必要な

いものと考えているところでございます。 

 以上、答弁といたします。 

 

〇議長（古屋始芳君） 
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 質疑および質問はありませんか。 

 渡辺正秀君。 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 多目的芝生グラウンド問題の再質問でございます。 

 民主的市政運営との関連について、私は市がなかなか市の考えを示さず、基本計画でやっと

市の考えが示された。これでは市民も議員も市の考えに対して、早くから意見を言うことがで

きないでいたのであります。 

 市は市民の声を聞きながら進めてきましたと答弁しました。私も含め、多くの市民が一日も

早く優良農地をできるだけ潰さず、できるだけ早く芝生グラウンドを実現するために既存グラ

ウンドの活用をと提案しました。また、浸水想定区域はグラウンド整備の障害にならないとい

う意見もありました。 

 当時、市の答えは計画に反映できないというものでした。まさに聞き流したという感が拭え

ません。今後の再検討においては、市民の意見をしっかり参考にしてほしいと思います。 

 さて、反対者２名と記述することによって２名が特定され、地域に不和が生じ、または他地

域の人から嫌がらせを受けることも考えられる。市の発表には配慮がほしいという質問の答弁

は、市の発表をもって反対を表明された地権者の方に対する責任の追及や誹謗中傷などあって

はなりませんというものでした。まるで他人ごとであって、市の発表には問題がないかのよう

な答弁でした。 

 反対、保留地権者は２名だけではありません。意見を言うのが怖いという人もいたのであり

ます。反対者２名とは正確でなく、また２名と発表する必要もなかったのではないか。地権者、

耕作者全員の同意が得られなかったと言えばよかったのではないか。不安な状況も生まれてい

ます。地域の分断を起こさないためにも、反対者がなんらかの被害を受けないためにも配慮す

る発表が必要ではなかったかと思います。いかがでしょうか。 

〇議長（古屋始芳君） 

 答弁を求めます。 

 返田総合政策部長。 

〇総合政策部長（返田典雄君） 

 渡辺正秀議員の再質問にお答えします。 

 全員協議会では、多目的芝生グラウンド整備事業について、当初の段階からその経過や検討

内容等を全て議員の皆さまにお示ししてまいりました。記者会見では、記者とのやりとりの中

でその事実を述べたものです。 

 人数の表現が個人の特定、また個人に対する誹謗中傷等につながるものとは考えていません。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 意見はありませんか。 

 渡辺正秀君。 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 ちょっと同意ができなくて、再質問の時間と回数があれば、もっとしっかりと詰めていきた

いところでありますが、引き続き、こうした問題について建設的な方向で改善の意思を込めて、

引き続き話を進めていきたいと思います。 
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 よろしくお願いします。どうもありがとうございました。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上をもちまして、本日の議事は全て終了しました。 

 次の本会議は明日２月２９日、午前１０時から再開いたします。 

 本日は、これにて散会といたします。 

 ご苦労さまでした。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散会  午後 ４時４８分 
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再開  午前１０時００分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

 おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１８名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日、傍聴と撮影の申請があり、これを許可しましたので報告いたします。 

 傍聴人に申し上げます。 

 傍聴人は議事について可否を表明し、または騒ぎ立てることは禁止されておりますので静粛

に願います。 

 また、携帯電話の電源は切るか、マナーモードに設定していただくようお願いいたします。 

 なお、議長の命令に従わないときは、地方自治法の規定により退場を命じますので、よろし

くお願いいたします。 

 直ちに日程に入ります。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   日程第１ 市長提出議案「議案第１号」から「議案第４７号」までを一括議題とし、上程議案に

対する質疑および日程第２ 市政一般についての「一般質問」を行います。 

 今定例会へは、３名から５問の通告がありました。 

 質疑および質問は、配布しました議案に対する質疑および一般質問一覧の順番のとおりに行

います。 

 申し合わせ事項を遵守され、簡単明瞭にお願いします。 

 なお、当局の答弁も簡明率直にされまして、議事進行にご協力をお願いいたします。 

 質疑および質問時間については、１人１５分以内とします。 

 関連質疑および質問については、申し合わせのとおり同一会派のみ５分間とし、通告者の質

疑および質問が全て終了したあととなりますので、ご承知をお願いします。 

 それでは通告に従い、渡辺清美君の質疑および質問を許可します。 

 １４番、渡辺清美君。 

〇１４番議員（渡辺清美君） 

 公明党の渡辺清美です。 

 質問に入ります前に、能登半島地震で亡くなられた方々のご冥福を心よりお祈り申し上げま

す。また、被災された全ての方々にお見舞い申し上げます。 

 公明党としましても、しっかりと対策を取っております。最大３００万円の住宅の新交付金、

決定いたしました。どうか新たな生活再建に向け、頑張っていただきたいことを心より願って

おります。 

 それでは、議長の許可をいただきましたので、通告に従い２点、質問させていただきます。 

 はじめに、食品ロス削減への住民運動のさらなる推進について、お伺いいたします。 

 日本では、まだ食べられるのに廃棄される食品、いわゆる食品ロスは約６１２万トンと言わ

れています。食品関連事業者が全体の５５％で残りの４５％は家庭からのものです。 
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 この食品ロスの削減は、気候変動対策としても大変に重要であり、廃棄などの直接的に生じ

る環境影響だけではなく、その生産過程で投入される天然資源やエネルギーの浪費、製造、加

工、流通、卸、小売の各段階でのエネルギーの消費など、環境に及ぼす影響は決して少なくあ

りません。食品ロス削減への住民運動のさらなる推進は非常に重要と考えます。 

 そこで４点、お伺いいたします。 

 １として、食品の廃棄を削減する食品流通サービスの展開について。 

 私たちの地域において、飲食店や小売店で閉店間際に残ってしまった料理や惣菜等を消費者

とマッチングさせるサービス等、いわゆるフードシェアリングの展開を支援することも有意義

かと考えますが見解をお聞かせください。 

 ２として、在庫食品や未利用食品の寄付の普及拡大について。 

 子ども食堂や子ども宅食、フードバンク等への、地元の事業者等からの在庫食品の寄付促進

やフードドライブ（未利用食品の寄付運動）などの利活用で「もったいない」と「おすそわけ」

の好循環をつくり、食品ロス削減と共生社会の構築への取り組みを積極的に進めることも重要

かと考えますが見解をお聞かせください。 

 ３として、コミュニティフリッジ（公共冷蔵庫）の設置支援について。 

 企業・商店などから提供された食料品等を地域に設置された冷蔵庫や冷凍庫で保管し、随時

提供するコミュニティフリッジ（公共冷蔵庫）の設置や運営等への支援制度を整備し、食の支

援を必要とされる地域住民を支える社会環境を整えることも非常に重要かと考えますが、見解

をお聞かせください。 

 ４として、出荷や加工前に廃棄されている地域の食材の活用について。 

 食に関わる事業者と野菜等の生産者との連携を促し、色や形における規格外品や、食材の皮、

芯や種など、出荷や加工前に廃棄されてしまう地域の食材を、できる限り有効に活用する商品

開発や消費の拡大などに対して、支援を積極的にすべきと考えますが、ご見解をお聞かせくだ

さい。 

〇議長（古屋始芳君） 

 当局の答弁を求めます。 

 市川市民環境部長。 

〇市民環境部長（市川要司君） 

 渡辺清美議員の一般質問にお答えをいたします。 

 まず、フードシェアリングの展開についてです。 

 フードシェアリングは、食品ロスを減らすことを目的に、小売店等で残った食品を消費者に

紹介し、低価格で購入してもらう仕組みのことです。一般的には民間事業者が主体となって取

組を進めており、売り手側にとっては売上の維持や向上、買い手側にとっては食費の節約など、

環境面および社会面で大きなメリットがあります。 

 全国の自治体の中には、フードシェアリングサービスを運営する民間事業者と協定を締結し、

当該サービスの普及啓発等を行っているところもあります。 

 フードシェアリングは、食品ロスの削減に向けた有効な手段の一つと考えることから、今後、

先進自治体の事例を参考にする中で、研究をさせていただきます。 

 次に、在庫食品や未利用食品の寄付の普及拡大についてです。 

 現在、市内では、民間団体による在庫食品や未利用食品を活用した食料支援等の活動が活発
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に行われております。 

 例を挙げると、認定ＮＰＯ法人フードバンク山梨では、年に１回１カ月間、市役所や学校、

企業等で在庫食品や未利用食品の寄付を募り、支援を必要としている方々に食料を届けるフー

ドドライブを実施しております。また、市では、フードバンク山梨と連携する中で、企業や家

庭からの寄付食品を活用し、食に不安がある子育て家庭に食料支援を行う子ども家庭支援事業

を実施しています。 

 さらに、民間のボランティア団体では、食料品の寄付を募り、月に１回、地区公民館におい

て無償で配布する活動を行っている団体や、わくわく食堂など、地域の小学生を対象とした子

ども食堂等を行っている団体もあります。 

 在庫食品や未利用食品を活用した食料支援等の活動を拡充するため、これらの取組の周知を

行うとともに、実施団体、食品の提供企業などとの連携を強化してまいります。 

 次に、コミュニティフリッジへの支援についてです。 

 コミュニティフリッジは、企業やＮＰＯ法人などが、企業、商店、個人などから提供された

食料品や日用品を、地域に設置された公共冷蔵庫と呼ばれる倉庫において保管し、支援物資を

必要とする方々が無料で受け取れる仕組みです。 

 もともとは食品ロス削減のために始まった取組でありますけれども、現在は子育て世帯を中

心に、貧困家庭に対する支援策の一つとして、コミュニティフリッジを展開する事例が見られ

ます。 

 市民の主体的な活動により、コミュニティフリッジが推進されることは、限りある資源を循

環させる持続可能な社会の実現や、共助の地域づくりを進める観点から大変重要であると考え

ます。 

 しかしながら、取組の推進には、運営に関わる地域の皆さまの機運の醸成や設置場所の確保、

食品の提供企業等との連携などが課題となります。 

 今後、市民協働の取組として、行政がどのような支援、環境整備ができるのか研究していき

ます。 

 次に、出荷や加工前に廃棄される地域食材の活用についてです。 

 本市で生産される農産物の大半は、市場への出荷や直売により消費され、規格外品は加工用

原料として利用されています。 

 出荷や加工用原料とならず、廃棄される農産物は、コンポストを活用して肥料にしたり、畜

産向けの飼料として提供したりすることで、有効活用が図られております。 

 このような取組は、資源の循環による環境負荷の低減にもつながるものであることから、今

後も、これらの取組を事業者や農業者に推進していきます。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 渡辺清美君。 

〇１４番議員（渡辺清美君） 

 ありがとうございました。食品ロスに関わることで、これからは自分たちで守らなければな

らないこともございます。 

 ご存じだと思いますけど、賞味期限の記入の仕方も何月何日まででしたけれども、何年何月
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までということになります。食中毒の関係も出てきまして、もうすでに保険会社では、この食

中毒に関する保険適用のものも出ております。各個人一人ひとりが気をつけなければならない

ようになっております。 

 そこで、やはり共働きの方の家庭も多いですし、子どもさんが一人で残っていて食べなけれ

ばならない場合もあります。そこで、市民一人ひとりの、ご高齢者の皆さま、また子どもさん

からそういった食中毒の教育とか、そういったこともこれから必要ではないかと思います。そ

して企業としての勉強も必要ですし、企業、そして市民、そういった一体となった学習という

か、そういったものについてはお考えになっておられるのか、お尋ねいたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 答弁を求めます。 

 市川市民環境部長。 

〇市民環境部長（市川要司君） 

 渡辺清美議員の再質問にお答えいたします。 

 提供される食品の安全性について、提供者である事業者や消費者、特に子ども、老人への指

導や学習について進めるのはどうかということであると思いますけれども、フードシェアリン

グにおいて、食品の安全性の確保が図られるよう、自治体といたしまして何ができるか研究を

させていただきたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありますか。 

 渡辺清美君。 

〇１４番議員（渡辺清美君） 

 ありがとうございました。それでは、２番目としまして安心できる学校健診についてお伺い

いたします。 

 学校の健康診断は原則、着衣のままでＯＫ。文部科学省は学校の健康診断について、児童生

徒のプライバシーや心情に配慮して実施するよう、健診時の服装や学校側の運用などに関する

具体的な考え方を示した通知を発出しました。通知は１月２２日付けです。 

 健康診断を巡っては、服装などに特に定めがなく、地域や学校によって、運用が異なってい

ます。 

 近年、全国的に児童生徒や保護者らから受診に不安を訴える声が高くなっています。文部科

学省の通知では、プライバシーや心情に配慮し、正確な検査、健診を行うのに支障がない範囲

で原則、体操の服や下着、タオルで体を覆うように求めています。 

 学校側の運用では、男女別に実施、囲いやカーテンなどで個別スペースを用意、養護教諭を

除き、児童生徒と同姓の教職員が立ち会う、待機時は体育の服装やタオルなどで体を隠せるよ

うにするといったことを具体的に例示しています。 

 一方、成長期に多い背骨の病気や心臓の異常など正確な検査、診断には視触診を実施するこ

とが不可欠な場合もあります。プライバシーに配慮した、安心して受けられる学校健診が求め

られます。 

 本市の現状と今後の取り組みについて、お伺いいたします。 
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〇議長（古屋始芳君） 

 当局の答弁を求めます。 

 太田教育部長。 

〇教育部長（太田孝生君） 

 渡辺清美議員の一般質問にお答えします。 

 現在、市内の小中学校では、児童生徒を対象に内科、歯科、耳鼻科、眼科等の各種健康診断

を実施しています。このうち内科健診の実施にあたっては、各学校が学校医と事前に十分協議

し、健診時の服装など、プライバシーへの配慮を行っています。 

 健診時、児童生徒は廊下や教室などで待機し、保健室で受診しています。市内の小中学校１９校

のうち、全学年で男女別に健診を実施している学校は、小学校が１４校中５校、中学校が５校

中５校で、合計１０校です。男女が一緒のスペースで受診することがないよう、１９校全ての

学校で、囲いやカーテンなどを使用しています。 

 また、女子児童生徒が受診する際の教職員の立ち合いは、女性の教職員としています。 

 待機時の服装は、各学校とも体育着等を着用しており、受診時の服装は、小学校１校の低学

年を除き、体育着や下着を着用しています。 

 文部科学省が本年１月２２日付けで発出した「児童生徒等のプライバシーや心情に配慮した

健康診断実施のための環境整備について」の通知に基づき、今後、医師会と健診時の服装を含

め、統一がとれた方法について検討していきます。 

 以上、答弁とします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 渡辺清美君。 

〇１４番議員（渡辺清美君） 

 ありがとうございました。中には小さいころから、心臓の手術などでここに傷があったり、

またアトピーとか、とびひとかそういうことで皮膚関係の支障があったり、背骨が曲がってい

たり、歪んでいたりという、そういったことも成長期にはございます。 

 中にはやはり、心臓なんかの場合はめくって聴診器を当てないとなかなか聞こえない場合も

ありますし、やはり胸を触らなければならない、このへんの形を見たり、いろいろ、骨の関係

でもって、そういうのもあるようです。ですから、国のほうでは前もって、児童生徒本人と保

護者にそのことを、そういうことがありますよということを連絡するようにという流れにもなっ

ております。 

 また、特別、一堂に保健室だけではなく、また違った場所なんかも個別的に配置するような

ところもありますけれども、そういった連絡に関しては、どのようになっているのか教えてく

ださい。 

〇議長（古屋始芳君） 

 答弁を求めます。 

 太田教育部長。 

〇教育部長（太田孝生君） 

 渡辺清美議員の再質問にお答えします。 

 市内の小中学校では、令和５年度の健診において１９校中１１校で児童生徒の保護者に対し
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て、健診の実施方法について事前の説明を行いました。 

 今後は文部科学省の通知に基づきまして、児童生徒等のプライバシーや心情に配慮した対応

となるよう、健診の内容や方法について、各校において事前に説明を丁寧に行うよう指導して

まいります。 

 なお、手術の痕など児童生徒のプライバシーや信条に関わり、児童生徒や保護者から申し出

があった場合につきましては、全ての学校において健診の方法や時間、場所などについては配

慮して実施しております。 

 以上、答弁とします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 渡辺清美君。 

〇１４番議員（渡辺清美君） 

 ありがとうございました。今回、質問させていただいた２点について意見を述べさせていた

だきます。 

 食品ロスのほうですけれども、東京都の江戸川区では、インターネット上で区内の飲食店や

小売店と商品を出してもらって、そしてその事業主は１千円ですね、年間１千円だそうです、

それに参加するのは。当然、消費者の方は無料でもって参加できる。そしてその中にまた飲食

店の人たちが、これはいくらですよということを提示しまして、そして直接、消費者がそこに

買いに行って、普段買うよりも安く手に入れるという方法を最近、始めたそうです。 

 また、そういった例も取り入れながら、笛吹市でもそのようにやっていければ、本当に何万

人という方が利用していますし、市外の方たちからもそういったのが対応できるような格好に

もなっているそうですから、ぜひそのへんをよろしくお願いいたします。 

 そして、健康診断のほうですけれども、国のほうでは、本当に医師会と連携をとるようにと

いうことでもって、もう上のほうから言っているそうですから、健康診断をしてくださる先生

方も本当にお忙しい、今、コロナとかが流行っていますし、本当に大変忙しい中をやってくだ

さっているのは、とてもありがたいです。 

 ですから、本当は早くしちゃったほうがいいかもしれないんだけども、でもいろいろプライ

バシーに配慮しながら男女問わず、男の子であってもいろいろなことで、病気で悩んでいる方

もいらっしゃいます。男女問わずそのへんを、医師会ともうすでにお話しになっていることと

思いますけれども、お医者さまと話し合いながら、どうか、本当にプライバシーに配慮した、

受けやすい、安心して受けられる、そういったことをやっていただきたいと思います。 

 とにかく教育委員会に対して、全国的にものすごい、生徒自身からも、また保護者からもす

ごい不安の声が全国的に上がっているそうですので、どうかよろしくお願いいたします。 

 以上です。大変にありがとうございました。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、渡辺清美君の質疑および質問を終了します。 

 関連質疑および質問はありませんか。 

 （ な し ） 

 関連質疑および質問を終わります。 

 次に通告に従い、河野智子君の質疑および質問を許可します。 
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 ５番、河野智子君。 

〇５番議員（河野智子君） 

 日本共産党の河野智子です。 

 議長の許可をいただきましたので、通告に従い、ＡＩデマンド交通「のるーと笛吹」につい

て、質問いたします。 

 笛吹市の新たな交通システムとして、ＡＩデマンド交通「のるーと笛吹」の実証運行が今年

１月１５日からスタートしました。笛吹市全域をカバーする公共交通ということで大きな期待

が寄せられています。全国各地でＡＩデマンド交通の導入が進められています。 

 実証運行では、御坂町西部・八代町・芦川町・石和町の一部が運行区域となっています。こ

れらの地域では１２月から１月にかけて説明会が行われたと聞いていますが、参加していない

方もおり周知が十分とはいえません。市民の中には、新たな運用に対する不安を抱く方や、Ａ

Ｉデマンド交通の導入を知らない方もいますので、市民への周知は今後も時間をかけて行わな

ければなりません。 

 実証運行が始まった地域の方から春日居あぐり情報ステーションやいちのみや桃の里文化館

など、運行地域以外の公共施設や富士見地区のスーパーやクリニックなど行きたい場所に停留

所がなくて行くことができないとの声もあります。また、運賃や運行時間に関する要望も寄せ

られています。 

 以下、伺います。 

 （１）運行開始後１カ月間の利用状況はどうでしょうか。 

 （２）運賃について、「中学生３００円というのは高いのでは」との声があります。また、高

齢者の生きがいづくりや外出支援の観点から多くの高齢者が使いやすいように７５歳ではなく

６５歳以上を２００円とすべきと考えます。どのような検討がされこの運賃になったのか、ま

た今後料金について見直されることもあるのでしょうか。 

 （３）運行が始まった御坂町・八代町・芦川町での説明会は何カ所で行われ、何名の参加者

がいたのでしょうか。 

 （４）市営芦川バスは令和６年３月末で運行終了となっています。ＡＩデマンド交通「のるー

と笛吹」は芦川バスと比べると運行時間が短くなり、始発や最終便を利用していた方にとって

は、交通手段がなくなることになります。運行時間を延長してもらえると通勤・通学で利用で

きるとの声もありますがどうでしょうか。 

 （５）運賃が２００円になる障がい者というのは、障がい者手帳を持っている方ということ

でしょうか。精神障がい者も対象となるでしょうか。 

 （６）高齢者にとっては、スマートフォンを使い慣れていない方もおり自分でできない場合、

市役所の窓口で登録の手続きを手伝ってもらえるでしょうか。 

 （７）パンフレットには運賃について、現金のみの支払いとなりお釣りのないようにとの注

意書きがありますが、回数券・定期券・キャッシュレス決済などの導入は考えているでしょう

か。 

 （８）市外の方でも利用できる場合として、笛吹市内に親族がいる方、市内の学校や事業所

に通っている方、介助のために同乗する介助者とありますが、最近では二拠点生活のため住民

票はなくても、笛吹市内に住居がある方もいます。そのような方は利用可能でしょうか。 

 （９）運行区域以外に住んでいる市民も利用できるでしょうか。 
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 （１０）家族で乗る場合、乗る人全員を登録する必要があるでしょうか。 

 （１１）停留所にクリニックや診療所、運行地域以外の公共施設を追加してほしいとの声が

ありますが、年度途中での停留所追加は可能でしょうか。 

 （１２）日曜・祝日の運行を希望する声が多かった場合、運行する考えはあるでしょうか。 

 （１３）令和７年度以降に運行予定の地域について、停留所の希望の聞き取りや説明会はい

つごろ行う予定でしょうか。 

 （１４）実証運行のあと、どのように問題点の洗い出しを行い、改善していくのでしょうか。 

 以上、質問いたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 当局の答弁を求めます。 

 返田総合政策部長。 

〇総合政策部長（返田典雄君） 

 河野智子議員の一般質問にお答えします。 

 まず、利用状況についてです。 

 １月１５日に実証運行を開始してから２月１５日までの約１カ月で、利用登録者数は１，

６３４人、利用者数は延べ４７９人に達しています。１カ月間の１日当たりの平均利用者数は、

約１７．７人です。 

 次に、運賃についてです。 

 実証運行における運賃は、ＪＲなどの鉄道事業者や民間路線バス事業者、他の自治体の運賃

体系を参考に検討し、笛吹市地域公共交通会議で決定しました。 

 運賃については、実証運行での利用状況や利用者からのご意見を踏まえ、本格運行に移行す

る段階で改めて検討します。 

 次に、説明会の開催状況についてです。 

 説明会は、運行区域内の４１行政区の全てを対象に、公民館等で開催しています。 

 ２月２０日現在、御坂町では延べ３０カ所で開催し、３０５人が参加しました。八代町では

延べ１５カ所で開催し、２０２人が参加しました。芦川町では延べ５カ所で開催し、６１人が

参加しました。 

 説明会に参加された方からは、新たな公共交通機関の誕生に「一人で買い物や病院に出かけ

られるようになる」「家の近くで乗り降りができてありがたい」など、好意的な意見が多く出さ

れました。また、乗降ポイントの追加や運行時間の拡大など、利用にあたっての要望も出され、

市民の皆さまの期待の大きさが感じられました。 

 次に、運行時間の延長についてです。 

 市営芦川バスの始発便は、午前６時５０分に八代町奈良原を出発し、石和温泉駅間を結んで

います。一方で、最終便は、石和温泉駅を出発し、午後６時３１分に八代町奈良原に終着しま

す。 

 芦川バスが休止されることにより、これまで、通勤や通学に利用してきた方にはご不便をお

けしますが、比較的利用者の多い御坂町栗合から石和温泉駅間は、引き続き、民営の富士急バ

スが利用できます。 

 御坂町栗合から石和温泉駅間を除く芦川バスの利用者は、令和３年度実績が、始発便で、一

日当たり０．１人、最終便で０．７人となっています。 
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 運行時間については、実証運行での利用状況や利用者からのご意見を踏まえ、本格運行に移

行する段階で改めて検討します。 

 次に、障がい者割引の対象者についてです。 

 割引の対象は、身体障害者手帳、療育手帳および精神障害者保健福祉手帳を所持している方

です。 

 次に、市役所窓口での登録手続きについてです。 

 登録手続きは、市役所の企画課、御坂支所、八代支所および芦川支所の窓口でできるほか、

専用のコールセンターでは、電話での登録も受け付けています。 

 次に、回数券・定期券・キャッシュレス決済などの導入についてです。 

 キャッシュレス決済については、利用者の利便性向上のため、導入に向けた検討を行ってい

ます。 

 回数券、定期券については、実証運行を踏まえ、利用者からの要望などを参考に、検討して

いきます。 

 次に、市内に住民票はないが、住居がある方の利用についてです。 

 生活スタイルの変化により、二地域居住の方が増加している現状は承知しています。今後、

利用ニーズの把握に努め、利用対象とできるよう検討します。 

 次に、運行区域外に住んでいる市民の利用についてです。 

 実証運行の区域内の利用であれば、本市にお住まいの方は、どなたでも利用できます。 

 次に、利用者全員の登録についてです。 

 「のるーと笛吹」は事前予約制であり、また利用対象者を市民に限定しています。予約手続

きの簡素化や利用資格の確認などのため、利用者全員の登録をお願いしています。 

 次に、乗降ポイントの追加についてです。 

 笛吹市地域公共交通会議での協議や関東運輸局への申請が必要となりますが、年度途中での

乗降ポイントの追加は可能です。 

 今後、地域や利用者からの要望を踏まえ、乗降ポイントの追加を検討します。 

 次に、日曜・祝日の運行についてです。 

 「のるーと笛吹」の運行日は、移動手段を持たない高齢者や障がい者などからの利用ニーズ

が高い医療機関の営業日などを考慮するとともに、現行のデマンドタクシーや先行自治体の状

況も参考に、月曜日から土曜日までの運行としました。 

 運行日については、実証運行での利用状況や利用者からのご意見を踏まえ、本格運行に移行

する段階で改めて検討します。 

 次に、令和７年度以降の運行地域での説明会等についてです。 

 令和７年度から運行予定の行政区には、令和６年８月から９月ごろ、乗降ポイントの設置場

所について希望をお聞きする予定です。 

 また、各行政区への説明会は、令和７年１月から２月ごろの開催を予定しています。そのほ

か、地域の団体やグループなどから説明会の開催要望があれば、随時対応します。 

 次に、実証運行を踏まえた改善についてです。 

 実証運行における利用実態を分析するとともに、利用者に対するアンケート調査や説明会で

の意見交換などを通じて、課題の洗い出しや利用ニーズの把握に努め、本格運行での運行内容

の改善につなげます。 
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 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 河野智子君。 

〇５番議員（河野智子君） 

 今までデマンド交通のなかった地域の方にとっては便利になったと思うのですが、今年３月

で終了する市営芦川バスを使っていた方は、始発と最終便の時間に「のるーと笛吹」が運行し

ないため、困っていると聞きました。 

 御坂町栗合から富士急バスに乗れるとしても、奈良原から栗合の区間で乗っていた方は利用

できません。人数とすればわずかかもしれませんが、当事者にとっては切実な問題だと思いま

す。運行時間を朝と夕方、１時間ずつ延長すれば解決すると思います。 

 運行区域内の説明会でも運行時間の拡大を要望する声があったそうですので、ぜひ検討して

いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（古屋始芳君） 

 答弁を求めます。 

 返田総合政策部長。 

〇総合政策部長（返田典雄君） 

 河野智子議員の再質問にお答えいたします。 

 「のるーと笛吹」の運行時間については、実証運行での利用状況や利用者からのご意見を踏

まえ、本格運行に移行する段階で改めて検討いたします。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 河野智子君。 

〇５番議員（河野智子君） 

 石和町、春日居町の運行が始まるのは令和７年４月、一宮町、境川町の運行は令和８年４月

からになっています。令和７年度から本格運行が始まる地域に対しては、今年の夏に乗降ポイ

ントの設置場所について希望を聞く予定ということですが、乗降ポイントだけでなく「のるー

と笛吹」に対する要望を聞き取って、本格運行に生かしていただきたいと思います。 

 停留所だけでなく、運賃、運行日、運行時間など様々な要望が寄せられると思います。まだ

運行が開始されていない地域の方々から要望を聞く機会をつくっていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

〇議長（古屋始芳君） 

 答弁を求めます。 

 返田総合政策部長。 

〇総合政策部長（返田典雄君） 

 河野智子議員の再質問にお答えいたします。 

 運行区域の区長や市民の皆さまを対象に実施する説明会では、乗降ポイントの設置場所だけ

でなく、「のるーと笛吹」の運行全般についてご説明し、ご意見を伺う予定でございます。 

 以上、答弁といたします。 
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〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 河野智子君。 

〇５番議員（河野智子君） 

 境川町の本格運行が始まると、境川巡回バスは廃止されます。境川巡回バスは通学で利用し

ている小学生がいます。１２月議会で中村議員の質問に、スクールバスの見直しを行うという

ことでしたので、境川巡回バスを利用している児童についても検討していただきたいと思いま

す。 

 また、日曜日や祝日は公共施設でのイベントが多く行われています。そういうイベントに参

加したいという希望を持つ方もいらっしゃると思いますので、ぜひ日曜・祝日の運行について

もご検討いただきたいと思います。 

 本格運行までにはあと１年ありますので、よく研究していただき、市民からの要望を反映し

た運行をしていただきたいと思います。 

 では、２問目、子育て支援継続について質問いたします。 

 コロナ対策は５類に引き下げられたものの、冬になり、インフルエンザやコロナの患者は増

えており、戦争や円安、異常気象の影響による物価高騰は終わりが見えていません。 

 笛吹市では、コロナ禍が始まったときからその影響を受けた子育て世帯への支援を続けてい

ます。期間限定の給食費無償化もその一つです。ここ２、３年の物価高騰はすさまじく、年が

明けてもおさまる気配はありません。 

 公立の小中学校で給食費を無償化にする自治体は全国に広がっており、県内でも半数以上の

自治体が無償化しています。１１月２３日付け山梨日日新聞には、小中学生や未就学児を持つ

保護者を中心とした市民団体が、小中学校の給食費無償化を求める要望書を県に提出したとの

記事が掲載されており、「すべての小中学生に学校給食を無料で提供してほしい」との要望があっ

たといいます。 

 笛吹市では、保育所に通う児童の給食費についても物価高騰対策として、今年度は無償化す

る対策を取っていますが、それについては、保護者の申請を必要としています。保護者の中に

は外国人の方もおり、ちゃんと申請できるか心配する声も聞かれています。 

 何年か前に子どもの貧困が注目されましたが、朝食を食べずに登校する子や長期休みに食事

がまともに食べられず痩せてしまう子などは今も存在しています。フードバンクや子ども食堂

など、ボランティアによる支援が行われており、貴重な活動だと思いますが、民間のボランティ

アによる支援だけでは十分とはいえません。以下、伺います。 

 （１）物価高騰により給食の食材費も変動していると思いますが、令和２年度から４年度ま

で小中学生の食材費は１人あたりいくらだったでしょうか。 

 （２）今年度の食材費は昨年度に比べ何％ぐらい上がっているでしょうか。 

 （３）物価高騰が続く中で来年度も引き続き無償化にすべきと考えますがどうでしょうか。 

 （４）多くの自治体が期限を設けず給食費の無償化を行っています。笛吹市も無償化に踏み

出すべきと考えますがどうでしょうか。やらない場合、その理由は何でしょうか。 

 （５）笛吹市保育所等主食・副食費価格高騰対策補助金の申請期限は、令和６年３月３１日

までとなっていますが、今の時点で何％の申請が届いているでしょうか。 

 （６）申請のない保護者に対し、何らかの働きかけや支援を考えているでしょうか。 
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 （７）子育て世帯の生の声を聞くべきと考えますが、そのような機会はあるでしょうか。 

 （８）長期休みに食事が取れない子に対して、自治体として食事の提供を考えるべきと思い

ますがどうでしょうか。 

 以上、質問いたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 当局の答弁を求めます。 

 中村子供すこやか部長。 

〇子供すこやか部長（中村富之君） 

 河野智子議員の一般質問にお答えします。 

 まず、小中学生１人当たりの給食費についてです。 

 小中学校の給食は、笛吹市学校給食費徴収規則により、１食当たりの費用を定めています。 

 令和２年４月から令和４年６月までは、１食当たり小学校２９０円、中学校３３０円、令和

４年７月から令和５年３月までは、物価高騰の影響もあり、１食当たり小学校３０５円、中学

校３４７円でした。 

 次に、食材費の上昇率についてです。 

 公立保育所８園の１人当たりの食材費に相当する副食費の平均月額は、令和４年４月から令

和５年１月までが５，８０１円、令和５年４月から令和６年１月までが５，９４４円で約２．

５％上昇しました。 

 小中学校の食材費に相当する給食費については、令和５年８月から牛乳の単価が１本当たり

４円上昇したことに伴い、現在の給食費は小学校３０９円、中学校３５１円です。令和４年６月

までの給食費と比べると、約６％上昇しました。 

 次に、令和６年度の給食費の無償化についてです。 

 小中学校および保育所等の給食費の無償化については、賃金の上昇が物価高騰に追いついて

いない現状を鑑み、令和６年度は、子育て世帯の負担軽減を図るため、市独自の取組として実

施します。 

 次に、期限を設けずに無償化すべきについてです。 

 令和７年度以降の実施については、社会情勢を見極めた上で、国の動向等を踏まえて検討し

ます。 

 次に、笛吹市保育所等主食・副食費価格高騰対策補助金の申請についてです。 

 私立保育園などに児童が通うご家庭の場合、主食・副食費については、保護者が直接施設に

納付します。令和５年度の無償化にあたっては、保護者からの補助金交付申請により、主食・

副食費に相当する額を交付しており、令和６年２月２０日現在、主食・副食費価格高騰対策補

助金の交付対象保護者１，４０１人のうち１，０４９人が申請し、申請率は約７５％です。 

 申請されていない保護者に対し、保育園等では、園だよりで呼びかけるほか、職員が申請を

促す声かけを行うなど、働き掛けをしています。 

 次に、子育て世帯の声を聞く機会についてです。 

 本市では、毎年、市内の全小中学校の保護者で組織される笛吹市ＰＴＡ連合会から要望を受

ける機会を設けています。ＰＴＡ連合会からは、会長、各地区の代表、母親の代表等が出席し

ており、子育て世帯の声を直接聞く、意見交換の場にもなっています。 

 また、毎年開催している「子ども・子育て会議」では、保育所の保護者会の代表と笛吹市Ｐ
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ＴＡ連合会の代表が、委員として参加されており、保護者のご意見を直接伺う機会となってい

ます。 

 さらに、日頃から各学校に寄せられる保護者の声は、随時、市に伝えられています。 

 なお、笛吹市教育委員会委員には、子育て中の方もおり、毎月行う定例教育委員会の場でも

貴重なご意見をいただいています。 

 そのほか、令和６年３月には、「第３期笛吹市子ども・子育て支援事業計画」の策定に係るニー

ズ調査として、未就学児の保護者２千人、小学生の保護者１，５００人などを対象に、子育て

に関する状況や子育て支援のための施設やサービスなどについて、ご意見を伺うアンケート調

査を行います。 

 次に、長期休暇中、食事が取れない子に対する食事の提供についてです。 

 本市では、平成２８年度から、認定ＮＰＯ法人フードバンク山梨と連携を図りながら、食に

不安がある子育て家庭に対し、食料支援を行っています。 

 この取組は、子どもの食事が安定して確保されるよう、夏休みや冬休みなどの学校給食が提

供されない長期休暇を中心に実施しています。 

 令和５年度は、約２００世帯に対して、フードバンク山梨の「こども支援プロジェクト」事

業で、７月、８月、１２月に食料支援を行いました。また、本市独自の取組である「子ども家

庭支援事業」では、１０月に食料支援を行ったところであります。春休み期間の令和６年３月

にも支援を予定しています。 

 このように官民が連携して行う食料支援は、ＮＨＫの全国放送で紹介されるなど、注目を集

めている取組です。 

 今後も、フードバンク山梨と連携した食料支援を継続するとともに、国、県および他市の動

向を注視しながら、必要な支援を行っていきます。 

 以上、答弁とします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 河野智子君。 

〇５番議員（河野智子君） 

 給食費の無償化の流れは全国で広がっており、県内では北杜市や上野原市が来年度から小中

学校の給食費を無償にするそうです。青森県は、県内の小中学校で提供する給食を１０月から

無償にする予算を盛り込み、都道府県単位で一律、無償化に取り組むのは全国初といいます。 

 東京都では、来年度２３区全ての区で給食費無償化が実現し、都の予算案には区市町村への

補助事業が盛り込まれたそうです。 

 全ての子どもたちの給食費が無償となるように国や県への働きかけが必要だと思いますが、

そのような考えはあるでしょうか。 

〇議長（古屋始芳君） 

 答弁を求めます。 

 返田総合政策部長。 

〇総合政策部長（返田典雄君） 

 河野智子議員の再質問にお答えします。 

 国は令和５年６月に閣議決定したこども未来戦略方針の中で、学校給食の無償化実現に向け
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て課題等を整理した上で具体的な方策を検討するとしていますが、令和６年２月現在、具体的

な方策は示されていません。国に対しては、給食費の無償化の方策が早く示されるよう働きか

けを行っていきます。 

 県に対しては、無償化に関わる独自の取り組みを行う他県の事例もあることから、取り組み

について検討するよう働きかけを行っていきます。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 意見はありませんか。 

 河野智子君。 

〇５番議員（河野智子君） 

 今はまだ自治体によって給食費が無償のところと有償のところがあり、決して公平とは言え

ません。給食は栄養バランスのとれた食事であり、みんなで一緒に食べる時間は食育の時間で

もあります。 

 安全・安心な給食と思っていましたが、小学１年生が給食の時間にうずらの卵をのどに詰ま

らせて亡くなったとの報道があり、胸を痛めています。２０１５年にも同様の事故があったと

いうことで、二度とこのようなことのないよう配慮をお願いしたいと思います。 

 全ての子どもたちの給食費が無償となる日が来るよう願い、質問を終わります。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、河野智子君の質疑および質問を終了します。 

 関連質疑および質問はありませんか。 

 渡辺君。 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 まず１問目めに関して、関連質問を行います。 

 私の住んでいるところは、路線バスが１日に数回走るというようなことで、なかなか公共交

通というのは難しかったわけですが、やっとこの見通し、それができたということで、非常に

住民の皆さんも喜んでいるところであります。 

 ところで、今回はまず実証運行でありますけども、その中で、今、八代方面から考えてみま

すと、乗ったはいいけど行き先としては、やはり今、富士見地区というのが非常に行き先が多

いわけですよね。クリニックや商店も増えていますので。ところがそちらのほうには乗降場所

が全然ないということで、そして実証運行を行う、そのデータをとるにしてみても、やはり富

士見地区に、少なくとも数カ所、停留場を設置すると非常に利便性がよくなるし、実証運行と

してのデータも良いものが得られるのではないかと思いますが、そういう点では、富士見地区

に数カ所、停留場をつくるという考えはございませんでしょうか。 

〇議長（古屋始芳君） 

 答弁を求めます。 

 返田総合政策部長。 

〇総合政策部長（返田典雄君） 

 渡辺正秀議員の再質問にお答えします。 

 富士見地区の乗降ポイントの位置につきましては、今後検討してまいります。 
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〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 渡辺正秀君。 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 ぜひ、停留所の増設については、実証運行が終わってからということでなくて、随時、必要

なところを増設するということですので、ぜひ速やかに実現していただきたいと、よろしくお

願いします。 

 ２つ目の質問でございますけども、給食の無償化、今の河野議員の一般質問の中で、新たに

２自治体が増えたということで、２７市町村のうち１６に、今度なったんでしょうか、そうし

た点で、やはり昨日、次期についての市長の決意というようなものが、決意と、それから積極

的な取り組みの姿勢が示されたわけですが、そうした中で、やはり給食費の無償化ということ

をですね、ぜひ考えの中に入れていただきたいと思うんですが、市長のそのへんの決意という

ものをお聞きしたいと思います。 

〇議長（古屋始芳君） 

 山下市長。 

〇市長（山下政樹君） 

 渡辺議員からご質問いただきまして、ありがとうございます。 

 まだまだ本当にですね、研究しなきゃいけない点がたくさんあります。簡単に言えば、財政

の部分でございます。今回、１年間、給食費の無料化、いわゆる保育所、小学校をやる形でも

約４億５千万近いお金がかかるわけなんです。このお金を、じゃあどういうふうにするのかと

いうことが最大の焦点です、はっきり言って。ほかのところも当然、考えなきゃいけないとこ

ろもございます。国の動向、どういうふうに国がやっていくのか、またこのへんもよく見ませ

んと、やったはいいけれど、また国がとか、方向が変わってしまったなんていうことになって

もしょうがありませんから。とにかく来年１年間は、来年度はですね、大変、景気、非常に厳

しいところがございますので、子育て対策ということもあるんですけれど、景気という部分で

ですね、１年間、ぜひとも無料にさせていただけたらなというふうに思っております。 

 とにかく、再来年以降はですね、とにかく財政のところをしっかり見ながら、また国の動向

を見ながら、一つひとつできることを進めていきたいなというふうに思います。 

 ある意味、前もお話ししたかもしれませんけれど、割合小さい自治体というのは、割合結構

手が出しやすいということはちょっと失礼かもしれませんけれど、取り組むことができるんで

すけれど、甲府市もそうですね、非常に２０万人を超える、近いところだと、なかなかこれを

やっていくという、財政的な部分は非常に厳しいところがございますし、割合残っているとこ

ろというのは、どうしても大きい自治体というふうなことになりますので、このへんのとにか

く財源というものをどういうふうに生み出していくのか。いっぺん始めたら、前もお話ししま

したけど、やめることはほぼ難しいと思いますので、今年やって来年はやりませんなんという

ことは、まず、市民に対して言えませんので、とにかく始めたら最後まで頑張ってやっていく

という、そういう、いわゆる財政というのをしっかりつくりながら、この事業にですね、どう

取り組んでいくか、今後よく研究していきたいというふうに思っております。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 



 １０８ 

 渡辺正秀君。 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 ぜひ前向きにお願いしたいと思うんですが、笛吹市の財政というのは私も再三言っているよ

うに、他の自治体に比べて非常に良好な状況になっているということをずっと言ってきました。

そして、そういうところでも、うちよりも悪い状況の中でも、このことはもう決断していると

いうことでございます。 

 それから、山下市政の中でも話題になった芝生グラウンド等についても数十億円ということ

を、これは見直しになりましたけども、計画できていたというようなことでございますので、

ぜひこの分野での決断を期待して、私の意見といたします。 

 以上です。 

〇議長（古屋始芳君） 

 関連質疑および質問を終わります。 

 ここで暫時休憩いたします。 

 再開を１１時２０分といたします。 

休憩  午前１１時０５分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１１時２０分 

〇議長（古屋始芳君） 

 再開いたします。 

 次に通告に従い、神澤敏美君の質疑および質問を許可します。 

 ７番、神澤敏美君。 

〇７番議員（神澤敏美君） 

 笛新会の神澤でございます。 

 議長の許可をいただきましたので、質問をいたします。 

 はじめに新年早々、石川県能登半島に起きた地震により亡くなられた方々にご冥福をお祈り

し、心から哀悼の意を表します。また、被災されている方たちにお見舞い申し上げ、一日も早

い復旧と復興を願い、質問に入ります。 

 人口減少に伴う、空家、遊休農地の対策について、お伺いいたします。 

 ２０１５年に空家等対策特別措置法が施行され、空き家を自治体が「特定空家」と特定すれ

ば行政が除却命令及び除却代執行が可能となり、２０２３年には各自治体では「特定空家」等

の増加を防ぐため「管理不全空家」等を設定できるようになりました。各自治体では大変苦慮

していると聞いております。 

 厚生労働省の国立社会保障・人口問題研究所が公表した地域別推計人口では、全国的な少子

高齢化社会が進み人口が減少する中、生産年齢人口（１５歳から６４歳）が２０５０年には

２０２０年に比べ６９９の市町村で半数未満に減少することが確実視されています。 

 働き手の中心を担う年齢層が減少すると地域の基幹産業や福祉の人材不足、自治体の運営、

物流、交通の維持が危惧され若者の都会への移住とともに後継者が希薄になり、空き家、遊休

農地の増加が心配されています。現在、笛吹市の各行政区によっては開発が進んでいる地域が

ありますが長年解決のできない空き家、遊休農地が多数みられます。特に空き家においては行

政区外、市外、県外に移住もしくは親族または親戚が管理者となっており、また、遊休農地に
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おいては管理が難しく管理者の立て看板はあるものの地域の住民に防災、防犯面で非常に負担

をかけているのが現状です。各行政区では、１年または２年交代で役員が変わり時が過ぎるば

かりで解決ができません。 

 このため、これらの問題を早急に解決するため、以下質問をいたします。 

 １点目、市内空家の件数を、旧町村別に伺います。 

 ２点目、遊休農地の筆数を、旧町村別に伺います。 

 ３点目、現在の産業別人口の１０年前との比較を伺います。 

 ４点目、空家、遊休農地、今後の対策を伺います。 

 ５点目、組織体制と職員の確保を伺います。 

 以上５点、お願いします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 当局の答弁を求めます。 

 雨宮建設部長。 

〇建設部長（雨宮竜也君） 

 神澤敏美議員の一般質問にお答えします。 

 空家、遊休農地の対策についての質問のうち、まず、空き家の件数についてです。 

 令和５年９月末現在の空き家数は、石和町が１１７件、御坂町が９３件、一宮町が６７件、

八代町が３２件、境川町が１７件、春日居町が３０件、芦川町が２１件で、合計３７７件です。 

 次に、遊休農地の件数についてです。 

 農業委員会が令和４年度に行った農地利用状況調査によると、市内の遊休農地は石和町が

１６５筆１０．３ヘクタール、御坂町が１，２４３筆４６．７ヘクタール、一宮町が４２０筆

１７．３ヘクタール、八代町が１，３２５筆４０．６ヘクタール、境川町が３，７５３筆１４３．

６ヘクタール、春日居町が７２６筆３８ヘクタール、芦川町が１，８２９筆６４．６ヘクター

ルで、合計は９，４６１筆、３６１．１ヘクタールです。 

 次に、市内の産業別人口についてです。 

 国勢調査を基に、平成２２年度と令和２年度の市内の１５歳以上の就業者数を産業別に比較

すると、農林業など第１次産業は５，８５５人が５，５３６人となり３１９人の減少、建築、

製造など第２次産業は７，５１７人が７，３１８人となり１９９人の減少、その他の産業の第

３次産業は２万７１６人が２万１，４１９人となり７０３人の増加となっております。 

 次に、空き家、遊休農地の今後の対策についてです。 

 空き家の対策については、空き家は個人の財産であるため、まずは所有者が自らの責任で対

応することとなります。このため市では、空き家等の所有者を特定し、適切な管理の促進や啓

発を行っています。 

 また、笛吹市空家等対策の推進に関する条例に基づき、適切な管理が行われていない空家等

に倒壊、崩壊、崩落その他著しい危険が切迫し、これにより道路、広場、その他の公共の場所

において、人の生命、身体に対する危害または財産に対する甚大な被害を及ぼし、またはその

おそれのあると認める場合は、危険箇所を除去するなどの緊急安全措置を講じています。 

 さらに、条例において、特定空家等を定義し、空家等対策の推進に関する特別措置法に基づ

き是正することができます。 

 今後も、空き家等に関する対策の実施や必要な措置を講じていきます。 
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 遊休農地の対策については、農業委員会において、毎年１回、農地の利用状況を調査してお

り、遊休農地と遊休化のおそれのある農地を把握し、その所有者に対して利用意向調査を行っ

ています。貸し付けや譲渡を行う意向がある遊休農地については、農地のあっせん事業や農地

の中間管理機構の活用を促し、荒廃が著しい遊休農地が貸借される場合には、農地への復旧を

支援するなど、遊休農地を農地としての利用につなげる取組を図っています。 

 また、遊休農地が周囲の営農、住環境に悪影響を及ぼす場合には、遊休農地の所有者に対し

て農地の適正管理を指導しています。 

 次に、組織体制と職員の確保についてです。 

 空き家対策に係る組織体制としては、これまで、空き家対策事業はまちづくり整備課、空き

家バンク制度は企画課が行ってきたところですが、両事業を連携させ、空き家の解消を図ると

ともに、空き家バンクの登録の充実を図り、空き家活用の促進を図るため、令和６年度からは、

空き家に関する所管課をまちづくり整備課に一元化します。 

 遊休農地対策に係る組織体制としては、遊休農地の調査等を行う農業委員会、農地を借り受

け、担い手等へ貸し付けを行う県の農地中間管理機構が中心となりますが、遊休農地の発生抑

制にもつながる新規就農者や農業後継者等、担い手の確保に向け、農林振興課や農業塾が連携

して取り組んでいます。 

 職員配置については、様々な業務を効果的、効率的に行うため、職員一人ひとりの経験や特

性、業務量を考慮しながら行っています。空き家対策や遊休農地対策等を含め、総合的な視点

から職員配置を検討します。 

 以上、答弁とします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 質疑および質問はありませんか。 

 神澤敏美君。 

〇７番議員（神澤敏美君） 

 非常に丁寧なご答弁ありがとうございました。 

 これまで人口問題と空き家問題の質問は数ありましたけれども、これほど明確な答弁をいた

だいたのは初めてだと、杞憂しております。 

 再質問ではなくですね、意見として要望を１点、申し上げたいと思います。 

 地方法務局ですね、令和６年４月１日から不動産の相続登記の申請が義務付けられ、３年間

怠ると行政のペナルティ生じるとしていますが、市でもいろいろの手続きに２０万円の補助金

を充てながら、この空き家対策のほうの相続人の手続きを進めていると聞いております。 

 生産者人口の高齢化や少子化で増加する空き家・遊休農地の管理者を行政で明確化、指導す

ることによって、各地域の防犯、防災の負担軽減にもなります。 

 山間地に広がる遊休農地は把握することが非常に苦難のことと思いますが、空き家・遊休農

地を一つの資源として捉え、移住・定住を促し、各地域に活用要望のある空き家・遊休農地の

対応に仲介できるシステム構築をお願いし、質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、神澤敏美君の質疑および質問を終了します。 

 関連質疑および質問はありませんか。 
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 （ な し ） 

 関連質疑および質問を終わります。 

 ただいま、議題になっております議案第１号から議案第４７号までの４７案については、お

手元に配布してあります議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託いたします。 

 以上で、本日の議事は全て終了しました。 

 お諮りします。 

 明日３月１日から３月１０日までは、議案調査のため休会といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、明日３月１日から３月１０日までは、休会とすることに決定しました。 

 次の本会議は３月１１日、午後１時３０分から再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散会  午前１１時３６分 
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令和６年笛吹市議会第１回定例会 

 

１．議 事 日 程（第４号） 

令和６年３月１１日 

午後 １時３０分開議 

於 議 場 

 

 

日程第 １ 議案第１号 笛吹市障がい者基本条例の制定について 

日程第 ２ 議案第２号 笛吹市農業集落排水事業の設置等に関する条例の制定について 

日程第 ３ 議案第３号 笛吹市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

一部改正について 

日程第 ４ 議案第４号 笛吹市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及

び笛吹市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

日程第 ５ 議案第５号 笛吹市水道事業の設置等に関する条例等の一部改正について 

日程第 ６ 議案第６号 笛吹市行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する条例の一部改正について 

日程第 ７ 議案第７号 笛吹市介護保険条例の一部改正について 

日程第 ８ 議案第８号 笛吹市学童保育室条例の一部改正について 

日程第 ９ 議案第９号 笛吹市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部改正について 

日程第１０ 議案第１０号 笛吹市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正について 

日程第１１ 議案第１１号 笛吹みんなの広場条例の一部改正について 

日程第１２ 議案第１２号 笛吹市営住宅条例等の一部改正について 

日程第１３ 議案第１３号 笛吹市簡易水道等給水条例の一部を改正する条例の一部改正

について 

日程第１４ 議案第１４号 笛吹市水道事業給水条例及び笛吹市水道法施行条例の一部改

正について 

日程第１５ 議案第１５号 笛吹市社会体育施設条例の一部改正について 

日程第１６ 議案第１６号 笛吹市社会教育施設条例の一部改正について 

日程第１７ 議案第１７号 笛吹市消防手数料条例の一部改正について 

日程第１８ 議案第１８号 笛吹市ふれあいの家条例の廃止について 

日程第１９ 議案第１９号 令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）について 

日程第２０ 議案第２０号 令和５年度笛吹市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

について 

日程第２１ 議案第２１号 令和５年度笛吹市介護保険特別会計補正予算（第４号）につ

いて 

 

日程第２２ 議案第２２号 令和５年度笛吹市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
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について 

日程第２３ 議案第２３号 令和５年度笛吹市境川観光交流センター特別会計補正予算

（第３号）について 

日程第２４ 議案第２４号 令和５年度笛吹市水道事業会計補正予算（第４号）について 

日程第２５ 議案第２５号 令和５年度笛吹市公共下水道事業会計補正予算（第３号）に

ついて 

日程第２６ 議案第４６号 市道の廃止について 

日程第２７ 議案第４７号 山梨県市町村総合事務組合規約の変更について 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１８名） 

 

 １番 岡  由 子 ２番 落 合 俊 美 

 ３番 山 田 宏 司 ４番 河 野 正 博 

 ５番 河 野 智 子 ６番 武 川 則 幸 

 ７番 神 澤 敏 美 ８番 神 宮 司 正 人 

 ９番 荻 野 謙 一 １０番 保 坂 利 定 

 １１番 野 澤 今 朝 幸 １２番 中 村 正 彦 

 １３番 海 野 利 比 古 １４番 渡 辺 清 美 

 １５番 中 川 秀 哉 １７番 小 林  始 

 １８番 渡 辺 正 秀 １９番 古 屋 始 芳 

 

 

３．欠席議員 

 

 （ な し ） 
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４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１８名） 

 

 市 長 山 下 政 樹  副 市 長 深 澤 和 仁  

 教 育 長 望 月 栄 一  総 務 部 長  雨 宮 和 博  

 総合政策部長 返 田 典 雄  会 計 管 理 者 中 山  勲  

 市民環境部長 市 川 要 司  保健福祉部長 西 海 好 治  

 子供すこやか部長 中 村 富 之  産業観光部長 河 野 英 明  

 建 設 部 長  雨 宮 竜 也  公営企業部長 水 谷 和 彦  

 教 育 部 長  太 田 孝 生  総 務 課 長  小 林  匡  

 政 策 課 長  小 澤 宏 之  財 政 課 長  柿 嶋  信  

 消 防 長 鵜 川  功  代表監査委員 曽 根 哲 哉  

 

 

 ５．職務のため議場に出席した者の職氏名（３名） 

 

 議会事務局長   荻 野 重 行 

 議 会 書 記   宮 澤 ま な 美 

 議 会 書 記   古 屋 幹 仁 
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再開  午後 １時３０分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

 ただいまの出席議員は１８名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日、傍聴と撮影の申請があり、これを許可しましたので報告いたします。 

 傍聴人に申し上げます。 

 傍聴人は議事について可否を表明し、または騒ぎ立てることは禁止されておりますので静粛

に願います。 

 また、携帯電話の電源は切るか、マナーモードに設定していただくようお願いいたします。 

 なお、議長の命令に従わないときは、地方自治法の規定により退場を命じますので念のため

申し添えます。 

 直ちに日程に入ります。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。 

 報告事項を申し上げます。 

 本日、農業委員会会長 増田敦君より欠席届が提出され、これを受理しましたので報告いた

します。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   日程第１ 議案第１号から日程第２７ 議案第４７号までを一括議題とします。 

 本案については、今定例会初日２月２０日に上程され、その後に各常任委員会に審査を付託

してありますので、それぞれの常任委員長から審査の結果について報告を求めます。 

 はじめに総務常任委員会に付託しております案件について、委員長から審査結果の報告を求

めます。 

 総務常任委員会委員長、荻野謙一君。 

〇総務常任委員長（荻野謙一君） 

 議長より、総務常任委員会に係る審査結果の報告を求められましたので、報告いたします。 

 去る２月２９日の本会議において、本委員会に付託されました議案審査について、３月５日、

６日の２日間の日程により、委員会を開会し、委員出席のもと、関係当局の出席を求め審査い

たしました。 

 審査にあたり、質疑・意見等がありましたので、主なものを報告いたします。 

 総務部総務課の審査では、議案第３号 「笛吹市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部改正について」、委員より、次年度以降に一般職の給与改定があった場合には、

会計年度任用職員についてもその都度、給与改定するのかとの問いに対し、今回の国からの通

知では、国家公務員の取り扱いを参考にしつつ、各地方公共団体の実情を踏まえるとなってい

る。本市の給与改定については、国や県の動向を鑑みる中で行うことを前提としており、次年

度以降も必ず一般職に準じてというわけではなく、国や県、他市の状況を見ながら適時、適切

に対応していくとの回答がありました。 

 議案第１９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）について」 

 総務部防災危機管理課の審査では、防災関連計画策定事業における、笛吹市地域防災計画の
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改定作業の繰越明許費について、委員より、改訂作業の完了時期についての問いがあり、国か

ら３月中に令和６年能登半島地震を教訓とした修正などの通知があることを前提とした場合、

作業完了は令和６年８月になる見込みであるとの回答がありました。さらに委員からは、近年

毎年災害が発生し、その都度、修正作業をしていたら、完成しないのではないかとの問いがあ

り、今回、国からの修正などの作業をもって策定を完了し、それ以降は必要に応じて随時修正

を加えていくとの回答がありました。 

 総合政策部企画課の審査では、歳入、国庫補助金、総務費国庫補助金、地域公共交通確保維

持改善事業費補助金について、委員より、ＡＩデマンド交通導入事業に関する補助金について、

全域に運行となった場合も、同じような補助金制度を利用できるのかという問いがあり、来年

度以降も引き続きこの補助金を申請する予定である。 

 現在、既存のデマンドタクシーの運行に活用している補助金を、将来的にはＡＩデマンド交

通の運行に活用していく方針であるとの説明がありました。 

 以上、主な説明および質疑・意見等について報告いたしました。 

 それでは、審査結果を報告いたします。 

 議案第３号 「笛吹市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正につい

て」、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第４号 「笛吹市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び笛吹市職員の

育児休業等に関する条例の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第５号 「笛吹市水道事業の設置等に関する条例等の一部改正について」、賛成全員で原

案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第１７号 「笛吹市消防手数料条例の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり可決

すべきものと決定。 

 議案第１９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）について」、消防本部所管項

目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 総合政策部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 市民環境部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 総務部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 会計課所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第４７号 「山梨県市町村総合事務組合規約の一部改正について」、賛成全員で原案のと

おり可決すべきものと決定。 

 以上、総務常任委員会委員長報告といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、総務常任委員長の報告は終わりました。 

 これより、討論および採決を行います。 

 この際、申し上げます。 

 議案第１９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）について」につきましては、

各常任委員会に分割付託してありますので、３常任委員長の報告終了後に討論および採決を行

います。 

 議案第３号から議案第５号および議案第１７号を一括議題といたします。 

 お諮りします。 
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 本４案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本４案についての委員長報告は可決です。 

 本４案は、委員長報告のとおり決することに異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号から議案第５号および議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４７号を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本案についての委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４７号は原案のとおり可決されました。 

 次に教育厚生常任委員会に付託しております案件について、委員長から審査結果の報告を求

めます。 

 教育厚生常任委員会委員長、中村正彦君。 

〇教育厚生常任委員長（中村正彦君） 

 議長より、教育厚生常任委員会に係る審査結果の報告を求められましたので、報告をいたし

ます。 

 去る２月２９日の本会議において、本委員会に付託されました議案審査について、３月５日、

６日の２日間の日程により、委員会を開会し、全委員出席のもと、関係当局の出席を求め審査

を行いました。 

 審査にあたり、質疑・意見等がありましたので、主なものを報告いたします。 

 保健福祉部生活援護課の審査では、議案第６号 「笛吹市行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する条例の一部改正について」、医療扶助の申請にあたり、マ

イナンバーが必要であるということだが、マイナンバーカードが必要となるのか、マイナンバー

が確認できれば良いのかとの説明を求めましたところ、マイナンバーカードが必要との説明が

ありました。 

 また、今回の改正により業務がどれくらいスムーズになるかと尋ねたところ、令和５年度の

レセプトの点検件数を約１万５，８００件と見込んでいるが、オンラインによる受給資格確認

を導入することで、受給者が医療券の発行申請を行うため、市役所窓口に直接出向く必要がな
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くなることから、受給者の利便性の向上と、医療券発行事務に係る職員負担の軽減が図られる

との回答がありました。 

 教育委員会生涯学習課の審査では、議案第１５号 「笛吹市社会体育施設条例の一部改正に

ついて」、芦川テニスコートは何面あり、敷地はどれくらいの広さがあるのか、廃止後は、こ

の土地をどのように利用するのか説明を求めたところ、テニスコートは２面で、コートとコー

トの間に駐車場や管理棟があり、広さは２，１２６平方メートルである。廃止については、昨

年７月に芦川の区長会において説明し、承認を得ている。また、庁内でこの土地の利用希望は

あるか確認したが、なく、今後は、一般競争入札等を活用しながら市有財産の売却を検討して

いくと説明がありました。 

 議案第１９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）について」 

 教育委員会学校教育課の審査では、小中学校学校教育事業学力向上支援スタッフ追加配置事

業について、人材が確保できず、報酬減額をしているがその理由について説明を求めたところ、

全国的に教職員の確保が難しくなっている中で、山梨県も同様であり、正採用教員の育児休業

や病気療養などの代替えとして期間採用教員が任用されているが、教員採用試験の年齢制限の

廃止等、様々な理由により期間採用教員が減少し、市担講師や学力向上支援スタッフが県の期

間採用に任用されるケースもあり、その影響を笛吹市も受けてしまっている。市教育委員会と

しても、県教育委員会に教職員確保の要望をしているが、なかなか現状は変わらないとの説明

がありました。 

 委員からは、人材が確保できないことにより支障を来たしているのであれば、確保について

研究してほしいとの意見がありました。 

 なお、令和５年陳情第１号 「年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見

書の採択を求める陳情」については、継続審査となりました。 

 以上、主な説明および質疑・意見等について報告いたしました。 

 それでは、審査結果を申し上げます。 

 議案第１号 「笛吹市障がい者基本条例の制定について」、賛成全員で原案のとおり可決す

べきものと決定。 

 議案第６号 「笛吹市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

条例の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第７号 「笛吹市介護保険条例の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり可決す

べきものと決定。 

 議案第８号 「笛吹市学童保育室条例の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり可決

すべきものと決定。 

 議案第９号 「笛吹市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第１０号 「笛吹市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

改正について」、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第１５号 「笛吹市社会体育施設条例の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり

可決すべきものと決定。 

 議案第１６号 「笛吹市社会教育施設条例の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり

可決すべきものと決定。 
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 議案第１８号 「笛吹市ふれあいの家条例の廃止について」、賛成全員で原案のとおり可決

すべきものと決定。 

 議案第１９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）について」、保健福祉部所

管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 子供すこやか部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 市民環境部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 教育委員会所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第２０号 「令和５年度笛吹市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について」、

賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第２１号 「令和５年度笛吹市介護保険特別会計補正予算（第４号）について」、賛成

全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第２２号 「令和５年度笛吹市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について」、

賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第２３号 「令和５年度笛吹市境川観光交流センター特別会計補正予算（第３号）につ

いて」、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 以上、教育厚生常任委員会委員長報告といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、教育厚生常任委員長の報告は終わりました。 

 これより討論および採決を行いますが、議案第１９号につきましては、先ほど申し上げたと

おり各常任委員会に分割付託しておりますので、３常任委員長の報告終了後に討論および採決

を行います。 

 議案第１号、議案第７号から議案第１０号、議案第１５号、議案第１６号および議案第１８号

までを一括議題といたします。 

 お諮りします。 

 この本８案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本８案についての委員長報告は可決です。 

 本８案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号、議案第７号から議案第１０号、議案第１５号、議案第１６号および議

案第１８号は原案のとおり可決されました。 

 議案第６号を議題とし、討論を行います。 

 反対討論を許します。 

 １８番、渡辺正秀君。 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 議案第６号 「笛吹市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
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条例の一部改正について」、日本共産党議員団を代表しまして、渡辺正秀が反対討論を行いま

す。 

 さて、私は常任委員会の採決におきまして賛成いたしましたが、誤りであったと反省してお

ります。申し訳ございません。 

 採決後、執行部から説明の訂正が行われ、その部分も含め、会派で再検討をした結果、本会

議において反対することにいたしました。 

 私たちは、マイナンバー制度について個人情報漏えいの恐れがあること、国家等によるプラ

イバシーの侵害、個人情報の不正利用の恐れがあることから反対してまいりました。 

 今回の改正は、特定個人情報の利用について困窮する外国人に対する生活保護法に準じて行

う保護の事務を付け加えるというものでございます。この対象となる事務はわずかであり、改

定による事務の向上はほとんど期待できず、マイナンバー制度の持つ問題の大きさと比較して

利益はないものと思われます。 

 また、採決後の当局の説明の変更、すなわち外国人の生活保護法に準ずる保護の申請はマイ

ナンバーカードを使って行わなくてはならないという説明、これはマイナンバーカード取得が

任意とされていることと矛盾いたします。法に反してマイナンバーカード取得の実質強制であ

ると思います。 

 そもそも、国や笛吹市を含む自治体の個人情報の扱いには問題があると思います。過日、河

野智子議員が一般質問で取り上げた１８歳と２２歳の市民の名簿の自衛隊への提供問題、個人

情報保護法６７条１項では、行政機関の長等は法令に基づく場合を除き、利用目的以外の目的

のために保有個人情報を自ら利用し、または提供してはならないとしております。 

 一方、提供自治体が提供の根拠としているのは、自治体が自衛官募集事務の一部を行うとし

た自衛隊法第６７条１項と防衛大臣は自衛官募集に関し、実態に必要な報告または資料の提出

を求めることができるとする自衛隊法施行令第１２０条であります。これらは名簿提供の根拠

にはなりません。 

 要するに、個人情報保護法は法律に基づく場合を除いて個人情報を使ってはいけないとして

おりますが、自衛隊法は名簿提供を事務としておらず、また同法施行令は政令であり、法令で

はございません。 

 経済安全保障に関して機微情報や機密情報を扱う人の適性を評価する制度の導入で、対象者

は家族、交友関係、生活習慣まで調べられるといいます。 

 秘密保護法と併せ、個人情報、プライバシーが軽視され、国家等による侵害が強まっており

ます。 

 私たちは、漏えいや国家等によるプライバシーの侵害、個人情報の不正利用が懸念されるマ

イナンバー制度について、特定個人の情報の利用の拡大に反対いたします。 

 以上で反対討論を終わります。 

〇議長（古屋始芳君） 

 ほかに討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより、議案第６号の採決を行います。 

 本案に対する委員長報告は可決です。 
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 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 多 数 ） 

 起立多数です。 

 よって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第２０号から議案第２３号を一括議題といたします。 

 お諮りします。 

 本４案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本４案についての委員長報告は可決です。 

 本４案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２０号から議案第２３号は原案のとおり可決されました。 

 次に、建設経済常任委員会に付託しております案件について、委員長から審査結果の報告を

求めます。 

 建設経済常任委員会委員長、武川則幸君。 

〇建設経済常任委員長（武川則幸君） 

 議長より、建設経済常任委員会に係る審査結果の報告を求められましたので、報告をいたし

ます。 

 去る２月２９日の本会議において、本委員会に付託されました議案審査について、３月５日、

６日の２日間の日程により、委員会を開会し、委員出席のもと、関係当局の出席を求め審査い

たしました。 

 審査にあたり、質疑・意見等がありましたので、主なものを報告いたします。 

 公営企業部の審査では、議案第２号 「笛吹市農業集落排水事業の設置等に関する条例の制

定について」、総務大臣通知により平成３１年度から５年間で、法非適用事業に係る公営企業会

計への移行について取り組むように周知されたとあるが、法非適用事業とは具体的には何か、

また、笛吹市ではどんな事業があるのかと尋ねたところ、法非適用事業とは、公益企業法の財

務規定等を適用していない事業のことで、笛吹市では農業集落排水事業がこれに該当している。

水道事業、公共下水道事業、温泉事業、簡易水道事業は、すでに公営企業法の財務規定等を適

用しており、今回、法の非適用事業で特別会計であった農業集落排水事業が公営企業会計に移

行することにより、笛吹市の公営企業５事業は全て公営企業法の適用事業になるとの説明があ

りました。 

 議案第１９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）について」 

 産業観光部農林土木課の審査では、土地改良施設維持管理事業の繰越明許費について、詳し

く状況説明を求めたところ、地区要望により実施している石和町井戸地内の水路改修工事にお

いて、施工場所に隣接する東京電力の電柱が軟弱な地盤にあり、工事による影響を受けること

から、その移設に係る手続きなどに時間を要しているため、年度内の完成が困難となったこと
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により、改修に係る工事請負費および電柱移設補償費について繰越明許費の設定を行うもので

あるとの説明がありました。 

 建設部まちづくり整備課の審査では、都市計画費、都市計画総務費、建築物耐震化促進事業、

避難路沿道建築物耐震診断等支援事業において、補正前の金額に５１３万円とあるが耐震診断

のみの金額か。また、避難路として指定されている対象道路はどこなのかと尋ねたところ、診

断となっているが、実施内容は鉄骨造の倉庫の解体を予定していた。また、対象道路は耐震改

修促進法に基づき県が定めた計画の中で指定した路線となり、指定路線は、市内にある国道お

よび県道であるとの説明がありました。 

 委員からは、個人住宅の耐震化やブロック塀改修の補助金についても、市民への啓発活動を

積極的に行うよう意見がありました。 

 建設部土木課の審査では、市道１－５号線・１－８号線道路改良事業の繰越明許費について、

委員から、沿線住民や地権者に対し丁寧な説明をしていると思うが、話すばかりではなく、相

手の話をよく聞き、お互いがしっかりと納得する中で事業に取り組んでほしいとの意見があり

ました。 

 以上、主な説明および質疑・意見等について報告いたしました。 

 なお、３月５日には、議案第４６号 「市道の廃止について」の現地調査を行いました。 

 それでは、審査結果を申し上げます。 

 議案第２号 「笛吹市農業集落排水事業の設置等に関する条例の制定について」、賛成全員で

原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第１１号 「笛吹みんなの広場条例の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり可決

すべきものと決定。 

 議案第１２号 「笛吹市営住宅条例等の一部改正について」、賛成全員で原案のとおり可決す

べきものと決定。 

 議案第１３号 「笛吹市簡易水道等給水条例の一部を改正する条例の一部改正について」、賛

成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第１４号 「笛吹市水道事業給水条例及び笛吹市水道法施行条例の一部改正について」、

賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第１９号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第９号）について」のうち、産業観

光部および農業委員会所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 建設部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 公営企業部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第２４号 「令和５年度笛吹市水道事業会計補正予算（第４号）について」、賛成全員で

原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第２５号 「令和５年度笛吹市公共下水道事業会計補正予算（第３号）について」、賛成

全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第４６号 「市道の廃止について」、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 以上、建設経済常任委員会委員長報告といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、建設経済常任委員長の報告は終わりました。 

 これより討論および採決を行いますが、議案第１９号につきましては、先ほど申し上げたと
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おりです。 

 議案第２号および議案第１１号から議案第１４号を一括議題といたします。 

 お諮りします。 

 本５案については討論を省略し、直ちに採決をしたいと思います・・・。 

 暫時休憩いたします。 

休憩  午後 ２時１１分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 ２時２１分 

〇議長（古屋始芳君） 

 再開いたします。 

 議案第２号を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本案についての委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 多 数 ） 

 起立多数です。 

 よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

 議案第１１号から議案第１４号を一括議題といたします。 

 お諮りします。 

 本４案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本４案についての委員長報告は可決です。 

 本４案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１１号から議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２４号および議案第２５号を一括議題といたします。 

 お諮りします。 

 本２案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 
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 お諮りします。 

 本２案についての委員長報告は可決です。 

 本２案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２４号および議案第２５号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第４６号を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本案についての委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４６号は原案のとおり可決されました。 

 以上で、各常任委員会に付託しました議案の採決が終了しました。 

 これより各常任委員会に分割付託いたしました議案第１９号 「令和５年度笛吹市一般会計

補正予算（第９号）について」を議題とし、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 反対討論を許します。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより議案第１９号の採決を行います。 

 本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 全 員 ） 

 起立全員です。 

 よって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

 今定例会に上程され、初日の本会議で議長に委任された議案第１９号の計数整理について、

その結果をお手元に配付させていただきましたので、ご確認ください。 

 以上で、本日の議事は全て終了しました。 

 お諮りします。 

 明日３月１２日から３月２０日までは、議案調査のため休会としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、明日３月１２日から３月２０日までは休会とすることに決定いたしました。 



 １２６ 

 次の本会議は３月２１日、午後１時３０分から再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散会  午後 ２時２６分 
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令和６年笛吹市議会第１回定例会 
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再開  午後 １時３０分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

 ただいまの出席議員は１８名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日、傍聴と撮影の申請があり、これを許可しましたので報告いたします。 

 傍聴人に申し上げます。 

 傍聴人は議事について可否を表明し、または騒ぎ立てることは禁止されておりますので静粛

に願います。 

 また携帯電話の電源は切るか、マナーモードに設定していただくようお願いします。 

 なお、議長の命令に従わないときは、地方自治法の規定により退場を命じますので、念のた

め申し添えます。 

 直ちに日程に入ります。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりです。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   日程第１ 議案第２６号から日程第２０ 議案第４５号までを一括議題といたします。 

 本案については今定例会初日２月２０日に上程され、その後、各常任委員会に審査を付託し

てありますので、それぞれの常任委員長から審査の結果について報告を求めます。 

 はじめに総務常任委員会に付託してあります案件について、委員長から審査結果の報告を求

めます。 

 総務常任委員会委員長、荻野謙一君。 

〇総務常任委員長（荻野謙一君） 

 議長より、総務常任委員会に係る審査結果の報告を求められましたので報告をいたします。 

 去る２月２９日の本会議において、本委員会に付託されました議案審査について、３月１２日、

１３日、１４日の３日間の日程により、委員会を開会し、委員出席のもと、関係当局の出席を

求め審査をいたしました。 

 審査にあたり、質疑・意見等がありましたので、主なものを報告いたします。 

 議案第２６号 「令和６年度笛吹市一般会計予算について」 

 総合政策部政策課の審査では、総務費、総務管理費、企画費、行財政改革推進事業、指定管

理者制度運営事業について、委員より、今後の指定管理の方針および導入施設の評価について

どのように考えていくのかとの問いがあり、それに対し１２９の公の施設のうち６３の施設に

ついて指定管理者制度を導入している。全ての公の施設に指定管理者制度を導入するものでは

なく、市民サービスの維持向上が期待できるか、コスト削減ができるかなどを総合的に検討し、

一定の効果・成果が得られると判断できる施設について、導入することとしている。また、導

入した施設についても、検証し、効果が得られない施設については、今後、業務委託や直営に

戻すことも検討していくとの回答がありました。 

 総務部管財課の審査では、公共工事検査事務および公共施設営繕事務の委託料の内容につい

て、さらに説明を求めたところ、公共工事検査事務は、営繕担当の新設に伴い、工事の完成検

査を山梨県建築技術センターに委託するもので、検査の精度を上げることを目的としている。
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また、建築という専門性の高い検査に、担当職員が共に携わることで職員の育成も期待できる。

公共施設営繕事務では、設計段階から、当該建築技術センターの支援を受けることによって、

各施設整備において、受注した設計業者と、より細部にわたっての協議が可能となり、確度の

高い設計内容としていくことを目的としているとの説明がありました。 

 総務部各支所の審査の審査では、各支所の夏祭り事業について、委員から、それぞれの支所

について、コロナ禍で自粛していた、夏祭りを開催するということで、地域の各実行委員会と

連携をとる中で、良いイベントにしていただきたいとの意見がありました。 

 消防本部の審査では、通信指令施設及び無線設備保守点検業務委託料について、令和８年４月

から消防共同指令センターが運用開始されると不用になるのかとの質問があり、委託料は不用

となるが、新たに消防共同指令センターの負担金と通信指令を受ける端末機器が必要となる。

負担額や端末機器等については、令和６年４月に設置される共同運用事務協議会で検討してい

くとの説明がありました。 

 市民環境部市民活動支援課の審査では、国際交流事業、多文化共生事業、１２節の日本語教

室委託料について、さらに詳しい説明を求めたところ、令和５年度は、参加者は笛吹市在住の

方であり無料で参加ができる。年間１８回行い、基礎クラス３２名、対話クラス１０名の参加

があった。募集については、広報や日本語学校の業者にも広報を委託しているとの説明があり

ました。 

 委員からは、多文化共生という考え方の中で、日本語教室だけでなく、他市の事業も研究し

ながら進めていってほしいとの意見がありました。 

 また、温泉管理運営事業、市営温泉改修事業、ももの里温泉実施設計業務について、委員か

ら、くれぐれも地元に対する説明をおろそかにしないように、区長会や地元区にしっかり説明

をしてほしい。また、議会に対しても説明してほしいとの意見がありました。 

 以上、主な説明および質疑・意見等について報告いたしました。 

 それでは、審査結果を申し上げます。 

 議案第２６号 「令和６年度笛吹市一般会計予算について」のうち、総務部所管項目につい

て、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 総務部各支所所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 総合政策部所管項目について、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 会計課所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 消防本部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 市民環境部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議会事務局所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 以上、総務常任委員会委員長報告といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、総務常任委員長の報告は終わりました。 

 この際、申し上げます。 

 議案第２６号 「令和６年度笛吹市一般会計予算について」につきましては、各常任委員会

に分割付託しておりますので、３常任委員長の報告終了後に討論および採決を行います。 

 次に、教育厚生常任委員会に付託しております案件について、委員長から審査結果の報告を

求めます。 
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 教育厚生常任委員会委員長、中村正彦君。 

〇教育厚生常任委員長（中村正彦君） 

 議長より、教育厚生常任委員会に係る審査結果の報告を求められましたので報告いたします。 

 今定例会において、本委員会に付託されました議案のうち、令和６年度一般会計当初予算案

ならびに特別会計予算案について、３月１２日、１３日、１４日、１５日の４日間の日程で委

員会を開会し、委員出席のもと、関係当局の出席を求め審査を行いました。 

 審査にあたり、何点か質疑・意見等がありましたので、主なものを報告いたします。 

 議案第２６号 「令和６年度笛吹市一般会計予算について」 

 保健福祉部健康づくり課の審査では、後期高齢者人間ドック助成事業について詳しく説明を

求めたところ、助成対象者は、国保特定健診対象者の人間ドック受診率を参考に１，５００人

を見込んでおり、対象者へは４月中旬に案内通知を発送する予定である。すでに個別健診や集

団健診を申し込んでいる人も変更することが可能で、５月１日から受診が可能となるよう健診

機関と調整中であるとの回答がありました。 

 また、検査項目は国保人間ドックと違いがあるのか、検査項目が重複する場合はどう考えて

いるかとの問いに対し、国保人間ドックと後期高齢者人間ドックの検査項目は、基本的には同

じ内容になるが、後期高齢者人間ドックには、その検診結果を介護予防に活かすという目的も

あるので、厚生労働省が示している介護予防の質問に回答してもらい、それを健診結果として

活かしたいと考えている。また、かかりつけ医での定期健診などと重複する検査項目がある場

合は、人間ドックではなく、集団健診や個別健診で項目を選んで受診することも可能であると

の回答がありました。 

 また、委員１名より、保健福祉部所管項目について反対の討論がありました。 

 子供すこやか部子育て支援課の審査では、母子保健事業費母子保健総務事務について、こど

も家庭センターの設置が努力義務とされているが、笛吹市の現状について説明を求めたところ、

設置には国の定めるいくつかの要件があり、こども家庭センターは、児童福祉機能と母子保健

機能を一体的に実施することが大きな柱となっており、その点においては、子育て支援課の中

に、この２つの機能をそろえているので、すでにできていると認識している。それ以外には、

センター長の配置や、児童福祉機能と母子保健機能を統括する統括支援員の設置がある。また、

こども家庭センターには、サポートプランの作成とその地域に足りないサービスや資源を開拓

する役割も求められているので、設置後も国の要件に沿ったものになるよう、さらに整備を進

めていくとの回答がありました。 

 教育委員会生涯学習課の審査では、文化振興事業山廬施設取得事業について、詳しい説明を

求めたところ、山廬は飯田蛇笏・龍太の生家であり、生涯を通して俳句の創作活動を行った文

化的価値の高い場所であり、意義のある地域資源である。維持管理は主に一般社団法人、山廬

文化振興会が行っているが、その収益だけでは賄いきれず、飯田氏が私財を投じて補っている

ものの、これを継続していくのは難しい状況にあるため、市で買い取ってほしいとの申し出が

あった。この申し出を踏まえ、検討したところ、俳句の聖地ともよばれる貴重な山廬を後世に

引き継いでいくとともに、俳句の里づくりや文化振興と、市外の人を呼び込む観光振興の拠点

等としても活用できる地域資源であると評価できることから、事業計画したとの説明がありま

した。 

 なお、生涯学習課の審査は、１５日の予備日を使い、引き続き審査を行いました。 
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 １５日の審査では、飯田氏が個人の力だけで山廬施設の維持管理などを行い、後世に引き継

いでいくことは難しいため、俳句文学の普及活動や活力ある文化活動に寄与することを目的と

した非営利型の一般社団法人、山廬文化振興会を設立し、会費などを集めながら取り組んでき

たこと、その達成のために、山廬俳諧堂の管理及び運営事業・山廬の維持管理に関する事業、

文化・学術芸術振興に関する事業を行っていることについて説明がありました。また、買い取

りについて検討するための調査費として、用地測量と不動産鑑定の委託料を計上し、調査結果

を踏まえた上で、取得するべきかを検討していくとの説明がありました。 

 委員からは、飯田蛇笏・龍太の功績を世に広めていくのであれば、俳句を趣味としている人

以外にも広めていくことが重要になるということを、しっかりと考えてほしい。観光資源とし

ても十分すぎるくらい活用することも大事だと思う。文化というのは、そこにいる熱意ある人

たちが中心にあって、それを支えていくのが基本だと思う。文化的価値の重要性を軽々には判

断できず、似たケースがあった場合への対応の前例にしてはいけない。先進地の事例も参考に

しながら、俳句の聖地であることをアピールし、市内外から注目される地域になることを期待

している。市民にも丁寧な説明をしてほしいとの意見がありました。 

 なお、委員１名より、この施設をどのように維持発展させていくのか議論をしていく段階で

あるとの考えから、取得を目的とした調査費を計上すべきではないとの反対討論がありました。 

 また、委員１名より、説明を受け、山廬文化振興会の財政の危機的状況は理解できた。必要

性、有用性の再確認と将来展望の議会への説明を求めたいとの賛成の討論がありました。 

 市民環境部国民健康保険課の審査では、議案第２９号 「令和６年度後期高齢者医療特別会

計予算について」、今回の保険料の大幅な上昇について、説明を求めたところ、後期高齢者医

療広域連合議会において決定していることであり、市で決めていることではない。高齢化社会

により、国民健康保険の対象者が減少している分、後期高齢者の対象者が増加し、医療費も増

加している。制度を維持するには、どこかで不足分を賄わなければならないため、このように

保険料を上げざるを得ない状況にあると考えられるとの回答がありました。 

 また、このような状況は、被保険者からすると制度として機能しているとは考えにくく、もっ

と国が責任を果たす制度にしていくべきではないかとの問いに対し、この状況を打開するため

には、国民健康保険同様、国からの支援を受ける必要があると感じているので、市として、後

期高齢者医療広域連合に対し、強く要望をしていくとの回答がありました。 

 また、委員１名より、反対の討論がありました。 

 それでは、審査結果については、次のとおりであります。 

 議案第２６号 「令和６年度笛吹市一般会計予算について」、保健福祉部所管項目について、

賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 子供すこやか部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 市民環境部所管項目について、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 教育委員会所管項目について、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第２７号 「令和６年度笛吹市国民健康保険特別会計予算について」、賛成多数で原案

のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第２８号 「令和６年度笛吹市介護保険特別会計予算について」、賛成多数で原案のと

おり可決すべきものと決定。 

 議案第２９号 「令和６年度笛吹市後期高齢者医療特別会計予算について」、賛成多数で原
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案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第３０号 「令和６年度笛吹市境川観光交流センター特別会計予算について」、賛成全

員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 審査結果の報告については以上のとおりでありますが、可決すべきものと決定された議案第

２６号 「令和６年度笛吹市一般会計予算について」に対して付帯決議案が提出され、採決の

結果、賛成多数で付帯決議を付することに決しましたので、以下、報告を申し上げます。 

 議案第２６号 「令和６年度笛吹市一般会計予算について」に対する付帯決議 

 議案第２６号 「令和６年度笛吹市一般会計予算」について、審査結果は「可決すべき」と

するものの、教育委員会、生涯学習課、１０款教育費、４項社会教育費、１目社会教育費、事

業０７ 文化振興事業、０６ 山廬施設取得事業、１２節委託料については、以下のとおり強

く求めるものであります。 

 本事業においては、山廬施設の取得方法、取得後の利用方法、将来経費の概算や、現状を踏

まえた２０年・３０年後までの将来構想についての詳しい説明がなく、また笛吹市公共施設個

別計画では市所有の施設を減少させることとなっているが、山廬の土地・施設の取得は個別計

画に記載がない。 

 本件の審査にあたり指摘された内容をもとに、次のとおり申し入れるので、十分に留意され

たい。 

 今後、事業を進めるにあたり、山廬取得の必要性と有用性、将来の構想を丁寧に議会に説明

するよう要望する。 

 山廬施設取得については、笛吹市から補助金を受け整備している施設もあるので、それらの

施設の取得については、過去の経過をしっかりと調査・検証し、購入することについて、慎重

に検討するよう要望する。 

 今後、事業を進めるにあたり、上記事項に留意し、事業遂行、予算執行について、議会への

経過説明をしながら、慎重に行うよう要望する。 

 以上、決議とする。 

令和６年３月１５日 

笛吹市議会教育厚生常任委員会 

 以上、教育厚生常任委員会委員長報告といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、教育厚生常任委員長の報告は終わりました。 

 これより討論および採決を行いますが、議案第２６号につきましては、先ほど申し上げたと

おり、各常任委員会に分割付託しておりますので、３常任委員長の報告終了後に討論および採

決を行います。 

 議案第２７号を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 
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 本案についての委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 多 数 ） 

 起立多数です。 

 よって、議案第２７号は原案のとおり可決されました。 

 議案第２８号を議題とし、討論を行います。 

 反対討論を許します。 

 ５番、河野智子君。 

〇５番議員（河野智子君） 

 議案第２８号 「令和６年度笛吹市介護保険特別会計予算について」、反対の立場から討論を

行います。 

 今年度は３年に一度の介護保険事業計画の見直しがされましたが、第９期の保険料基準額は

第８期と変わらず、年額７万２千円となりました。 

 所得段階は１１段階から１３段階へと変わりましたが、負担割合は引き上げられておらず、

今の物価上昇で苦しむ市民に配慮されたものとなっており、評価できるものと考えます。 

 しかし、２０００年に介護保険が導入されて以来、介護保険料はたびたび引き上げられ、利

用料の負担も増やされてきました。 

 導入当時は１割負担のみでしたが、２０１５年８月からは一定の所得がある方は２割負担と

なり、２０１８年８月からは３割負担にまで増やされました。 

 介護を受けるためには介護費用が必要であり、お金がなくて自己負担分を工面できない人は

介護が受けられない状況がつくられてきました。 

 来年度は介護報酬が見直され、全体では１．５９％増ということですが、訪問介護基本報酬

は２から３％減額されました。 

 厚生労働省は、介護事業経営実態調査で訪問介護の収支差率が７．８％となり、全介護サー

ビス平均を上回ったことを引き下げの主な根拠としていますが、これは地域を１軒ずつ回る従

来型の事業所とサービス付き高齢者住宅など集合住宅に併設され、ヘルパーが住宅内の利用者

を回る併設型事業所の収支差率を平均したものであり、収益には大きな開きがあります。 

 市内の事業者からも芦川や境川など移動距離が長いと赤字になると言われました。 

 ２０１２年度訪問介護事業者の３６．７％が赤字経営だったとの報道もあり、訪問介護の基

本報酬引き下げは経営が厳しい中小事業所の収支を悪化させ、さらに倒産・廃業が増えるので

はないでしょうか。独自の対策が必要だと考えますが、そういったものはありません。 

 介護が必要になり、施設に入りたくても待機者がおり、すぐに入れない状況の中、地域で暮

らしていくためには、訪問介護はなくてはならないものです。 

 国に対して基本報酬引き下げの撤回を求めるとともに国庫負担率の引き上げを求めること、

また市に対し介護従事者、介護事業所への支援を求め、反対討論といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 賛成討論を許します。 

 １７番、小林始君。 

〇１７番議員（小林始君） 

 議案第２８号 「令和６年度笛吹市介護保険特別会計予算」につきまして、この原案に賛成
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する立場から討論を行います。 

 今回の予算の総額は前年度比６，１７５万３千円、率にすると０．９％の減額となり、歳入

歳出総額６９億３，０３４万９千円の予算額となっています。 

 本市の高齢化率は、令和３年４月に３０％を超え、国の平均を上回り、市民の３人に１人が

高齢者という状況であり、介護、医療、生活支援、認知症対策などのニーズがますます増えて

いくことが予想されます。 

 人生１００年時代と言われ、本市においてもこれから高齢者人口が増加していく中で、高齢

者の生きがいづくりや社会参加を進めるとともに、医療・介護の連携強化や日常生活を支える

サービスの充実は「ハートフルタウン・優しさあふれるまち」の実現に向けて、必要不可欠な

施策であります。 

 このような状況の中で、令和６年度から令和８年度までを計画期間とする「笛吹市高齢者福

祉計画・第９期介護保険事業計画」が策定され、「高齢者がいつまでも自分らしく暮らせるまち」

を基本理念に、５つの基本目標に沿って施策の展開を図っていく方針が示されました。 

 今回策定された計画の初年度に当たる令和６年度は、今後３年間の高齢者施策を見据える中

で、包括的な支援体制の充実、健康な生きがいづくりへの支援、介護保険サービスの充実など、

介護保険特別会計においては、今後３年間に必要な事業を円滑に進めるために過不足ない予算

編成が行われたものと理解します。 

 また、要支援者、要介護認定者の増加に伴い、介護保険事業費も令和６年度の６６億５，

５９８万円から令和８年度には６８億３，９２９万円に増加することが見込まれ、「介護する人、

される人」市民生活に直結する介護保険事業予算の確保は、われわれ議員にとっても重要な役

割の一つだと認識しています。 

 特に、今回の介護保険事業計画見直しの中核となる介護保険料については、計画期間中の高

齢者人口、要介護認定者数、介護サービス見込み量を基に、第１号保険者が負担すべき基準月

額は、現行の保険料より４７３円増額の６，４７３円と試算されましたが、物価が高騰してい

る現在の社会情勢にあって、市民の負担が増加しないことを最優先に考え、介護保険基金積立

金を有効活用し、基準月額を現行と同額の６千円に据え置いた市長の英断は、まさに市民目線

の市政運営であると大変評価ができるものであります。 

 市民の誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせるまち、地域で支え合うまちの実現と健全

な高齢者福祉の推進を期待して、令和６年度笛吹市介護保険特別会計予算案の賛成討論とさせ

ていただきます。 

 以上です。 

〇議長（古屋始芳君） 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより、議案第２８号の採決を行います。 

 本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 多 数 ） 

 起立多数です。 
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 よって、議案第２８号は原案のとおり可決されました。 

 議案第２９号を議題とし、討論を行います。 

 反対討論を許します。 

 ５番、河野智子君。 

〇５番議員（河野智子君） 

 議案第２９号 「令和６年度笛吹市後期高齢者医療特別会計予算について」、反対の立場から

討論を行います。 

 来年度の予算における後期高齢者医療保険料収入は、前年度予算と比べ２億７，３８３万円、

３５．７％の増額となっています。この増額は、保険料率を上げたことによるものです。 

 令和４、５年度と令和６、７年度の保険料率の比較では、均等割額の年額が４万９８０円か

ら５万７７０円と９，７９０円の増加。所得割率は８．３％から１１．１１％と２．８１ポイ

ントの増加となり、１人当たりの賦課額の年額は７万７，３２２円から１０万２，２１０円と

２万４，８８８円の増額となっています。２年間の軽減後の保険料額の比較でも６万１，３０５円

から８万２，１２１円と２万８１６円の増加であります。 

 後期高齢者医療費については、２０２０年１０月から単身世帯で２００万円以上、複数世帯

で３２０万円以上の収入がある方の窓口負担割合が１割から２割に引き上げられています。 

 度重なる負担増により、高齢者からは「年寄りは長生きするなということか」といった声が

起きています。具合が悪くても、受診しない受診控えが起きるのではないでしょうか。 

 国の制度設計に基づき、県の広域連合で決められたことではありますが、怒りをもって抵抗

すべきです。そうしなければ、この制度は改められません。 

 税、特に法人税率アップ、１億円以上の所得者の税の適正化、企業の内部保留への一部課税

等を財源に国の負担増を求めるべきと考えます。 

 以上、反対討論といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 賛成討論を許します。 

 ３番、山田宏司君。 

〇３番議員（山田宏司君） 

 議案第２９号 「令和６年度笛吹市後期高齢者医療特別会計予算」につき、この原案に賛成

する立場から討論を行います。 

 後期高齢者医療制度は、山梨県後期高齢者医療広域連合を保険者として、県下統一の保険料

で実施されている医療保険制度です。 

 保険料は、高齢者の医療の確保に関する法律第１０４条に基づき２年に一度見直され、令和

６年度の保険料は、均等割額が令和５年度より９，７９０円増加し５万７７０円、所得割率が

２．８１ポイント増加し１１．１１％の増額改定となっております。 

 これは、団塊の世代の加入による被保険者数の増加や被保険者１人にかかる医療給付費の大

幅な増加といった状況などが背景にあると伺っています。 

 山梨県後期高齢者医療広域連合を保険者とする本制度において、市では、これまでも運営が

適切に行われるよう、歳入歳出の適正な予算化を行っており、高齢者の医療の確保につながっ

ているものと考えます。 

 また、国に対し、被保険者の保険料負担や市町村の公費負担が過度なものにならないよう、
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国による新たな仕組みづくりや財政支援を行うこと、低所得者の生活に影響を与える保険料と

ならないよう、軽減の拡充を行うことを毎年要望され、被保険者の立場に立った対応もされて

いると考えます。 

 令和６年度笛吹市後期高齢者医療特別会計の予算案については、高齢者の皆さんが安心して

医療を受けられるための適切な予算案であると考え、賛成の立場からの討論といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより、議案第２９号の採決を行います。 

 本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 多 数 ） 

 起立多数です。 

 よって、議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

 議案第３０号を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本案についての委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３０号は原案のとおり可決されました。 

 次に、建設経済常任委員会に付託しております案件について、委員長から審査結果の報告を

求めます。 

 建設経済常任委員会委員長、武川則幸君。 

〇建設経済常任委員長（武川則幸君） 

 議長より、建設経済常任委員会に係る審査結果の報告を求められましたので報告をいたしま

す。 

 今定例会において、本委員会に付託されました議案のうち、令和６年度一般会計当初予算案、

ならびに特別会計予算案、公営企業会計予算案について、３月１２日、１３日、１４日の３日

間の日程により、委員会を開会し、委員出席のもと、関係当局の出席を求め審査いたしました。 

 審査にあたり、質疑・意見等がありましたので、主なものを報告いたします。 

 議案第２６号 「令和６年度笛吹市一般会計予算について」 

 農業委員会の審査では、農業費、農業委員会費、農業委員会運営費の報酬において、農業委

員、農地利用最適化推進委員への能率給についての説明を求めたところ、前年度の活動実績に



 １４０ 

よって国から割り振られてくる交付金であり、年間の活動状況に応じて、３８人いる農業委員、

農地利用最適化推進委員の上位３分の１に１．３倍、中位３分の１に１倍、下位３分の１に０．

７倍を掛けてその金額を委員に配分している。活動状況は活動日誌に基づき判断しているとの

説明がありました。 

 産業観光部農林振興課の審査では、農業費、農業総務費、農業加入補助事業、収入保険加入

補助事業において、詳細説明を求めたところ、山梨県農業共済組合で扱っている果樹共済およ

び収入保険加入者への補助について、果樹共済は自然災害しか補償されないが、収入保険は、

最近問題となっている盗難や自然災害、価格の低下など広くカバーできる保険となっているこ

とから、収入保険への加入者の増加を図るため、来年度からは、新規加入時の負担が大きい積

立金への補助を行い、収入保険への加入を促進することで、農業経営の安定につなげるとの説

明がありました。 

 建設部建設総務課の審査では、未登記道水路解消事業において、未登記道水路はどのくらい

あるのか。また、未登記道水路測量委託の積算根拠について説明を求めたところ、石和、芦川

地区の一部を除いて６千件ほどと把握している。測量委託の積算根拠については、山梨県公共

嘱託登記土地家屋調査士協会の単価により行っているとの説明がありました。 

 建設部まちづくり整備課の審査では、街路維持管理事業において、防犯カメラ保守管理委託

について、防犯カメラはどこに何台あるのか。また、１台当たりの保守料はいくらか尋ねたと

ころ、石和温泉駅および春日居温泉駅周辺で５５台管理しており、１台当たりの保守料は年間

約４万円であるとの説明がありました。 

 委員からは、駅前だけでなく、公園の既存カメラの設置場所や新規設置などについても、市

民が安心して公園を利用できるよう考慮してもらいたいとの意見がありました。 

 議案第４３号 「令和６年度笛吹市公共下水道事業会計予算について」 

 公営企業部の審査では、営業費用管渠費における、ストックマネジメント実施方針策定業務

委託について詳細説明を求めたところ、市内１０５カ所あるマンホールポンプのうち、耐用年

数が経過して老朽化したものについて、適正な施設管理を図るためマンホールポンプの状態を

調査し、修繕および取り替えを行う優先順位を設定する業務であるとの説明がありました。 

 以上、主な説明および質疑・意見等について報告いたしました。 

 それでは、審査結果を申し上げます。 

 議案第２６号 「令和６年度笛吹市一般会計予算について」のうち、産業観光部および農業

委員会所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 建設部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 公営企業部所管項目について、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第３１号 「令和６年度笛吹市森林経営管理特別会計予算について」、賛成全員で原案

のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第３２号 「令和６年度笛吹市黒駒山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算につ

いて」から議案第４０号 「令和６年度笛吹市兜山外五山恩賜県有財産保護財産区管理会特別

会計予算について」までの９案については、いずれも賛成全員で原案のとおり可決すべきもの

と決定。 

 議案第４１号 「令和６年度笛吹市水道事業会計予算について」、賛成全員で原案のとおり

可決すべきものと決定。 
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 議案第４２号 「令和６年度笛吹市春日居地区温泉給湯事業会計予算について」、賛成全員

で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第４３号 「令和６年度笛吹市公共下水道事業会計予算について」、賛成全員で原案の

とおり可決すべきものと決定。 

 議案第４４号 「令和６年度笛吹市簡易水道事業会計予算について」、賛成全員で原案のと

おり可決すべきものと決定。 

 議案第４５号 「令和６年度笛吹市農業集落排水事業会計予算について」、賛成全員で原案

のとおり可決すべきものと決定。 

 以上、建設経済常任委員会委員長報告といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、建設経済常任委員長の報告は終わりました。 

 これより討論および採決を行いますが、議案第２６号につきましては、先ほど申し上げたと

おりです。 

 議案第３１号から議案第４３号までを一括議題といたします。 

 お諮りします。 

 本１３案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本１３案についての委員長報告は可決です。 

 本１３案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３１号から議案第４３号までは原案のとおり可決されました。 

 議案第４４号を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本案については討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本案についての委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 多 数 ） 

 起立多数です。 

 よって、議案第４４号は原案のとおり可決されました。 

 議案第４５号を議題とし、討論を行います。 

 反対討論を許します。 

 １８番、渡辺正秀君。 



 １４２ 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 議案第４５号 「令和６年度農業集落排水事業会計予算」について、反対討論を行います。 

 安易に独立採算を原則とする企業会計へ移行すること自体に反対いたします。 

 予算案で営業収益は８５２万円、営業費用は５，８２７万円、営業収益は営業費用のわずか

１４．６％です。企業会計へ移行する条件がまったくないと言えます。 

 以上が反対理由でございます。 

〇議長（古屋始芳君） 

 賛成討論を許します。 

 ６番、武川則幸君。 

〇６番議員（武川則幸君） 

 議案第４５号 「令和６年度笛吹市農業集落排水事業会計予算」につきまして、この原案に

賛成する立場から討論を行います。 

 農業集落排水事業は、芦川地域において、その清流を守る重要事業であります。農業用排水

の水質保全および集落における生活環境の向上を図るための農業集落排水事業は、人口減少等

に伴うサービス需要および料金収入の減少や施設等の老朽化に伴う更新需要の増大等に対応し、

安定的な事業継続に努める必要があります。 

 将来にわたり安定的に必要なサービスを提供していくためには、資産およびコストを含む全

体の経営状況を的確に把握した上で、中・長期的な視点に基づく経営戦略の策定等を通じ、経

営基盤の強化と財政マネジメントの向上に取り組んでいくことが求められます。 

 国では、令和５年度までに地方公営企業法を適用していない事業について、地方公共団体が

同法の規定の全部または一部を適用し、公営企業会計へ移行することを要請しています。 

 笛吹市では、水道事業、公共下水道事業、温泉事業、簡易水道事業の４事業はすでに公営企

業法の財務規定等を適用しており、今回、同法の非適用事業で特別会計であった農業集落排水

事業が公営企業会計に移行することにより、笛吹市の公営企業５事業は全て公営企業法の適用

事業となります。 

 本事業の公営企業会計への移行は、資産を含む経営状況を的確に把握することが可能となり、

公営企業に求められる経済性の発揮に寄与するものと期待をしています。 

 令和６年度笛吹市農業集落排水事業会計予算案については、芦川地域の良質な水資源を保ち、

安定的な事業継続に向けた適切な予算案であると考え、賛成の立場からの討論といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより、議案第４５号の採決を行います。 

 本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 多 数 ） 

 起立多数です。 

 よって、議案第４５号は原案のとおり可決されました。 

 以上で、各常任委員会に付託しました議案の採決が終了しました。 
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 これより各常任委員会に分割付託いたしました議案第２６号 「令和６年度笛吹市一般会計

予算について」を議題とし、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 １８番、渡辺正秀君。 

〇１８番議員（渡辺正秀君） 

 議案第２６号 「令和６年度一般会計予算」に対して、反対討論を行います。 

 日本共産党、渡辺正秀でございます。 

 本予算案は、歳入歳出４２５億円と過去最大の大型予算となっております。 

 歳入では、基金からの繰入金が５９．４億円で前年比１５．８億円、３６％増、市債が５４．

３億円で、前年比１５．４億円で３９．７％増となっております。 

 歳出で、大きな事業には御坂中学校改築事業１２．６億円、石和中央テニスコート改修事業

４．２億円、なごみの湯改修事業８．５億円、ももの里温泉改築事業１．１億円、みさか桃源

郷公園長寿命化事業１．５億円、春日居地域子育て支援センター整備事業２．１億円、御坂学

童保育施設整備事業２億円、保育園・小中学校給食費令和６年度無償化に関して約４．７億円、

ふるさと納税経費１６．８億円などがあります。 

 本予算がここまで大きくなった理由は、これまで絞られてきた大型事業について、今年度、

積極的に進めるためであると思います。また、単年度ではあるが、給食費の無償化、学校トイ

レの洋式化、保育園における便の園内処理、営繕担当の設置、公園・公共施設の修繕、近代化

等々、日本共産党議員団が提起した改善も含まれていることは評価いたします。 

 次に、令和５年度版長期財政推計で、市債残高は７．７億円増で３７５．２億円になる見込

みだったが、予算に基づけば１．９億円減で３６７．８億円になる見込みである。基金残高の

見込みは平成元年見込み額１９５．９億円から２９．９億円の減の１６６億円に減少する見込

みとなります。 

 多目的芝生グラウンド計画が見直しとなり、事業費３７億円のほとんどを基金で賄うとして

いたが、これが不要となり、基金が一気に減る事態は避けられました。 

 次に大型予算ではあるが、新自由主義的行財政改革路線は変わらず、市民福祉と地方自治の

発展の妨げとなっている。 

 第１は、非正規職員の比率が高いままであって、非正規職員は実務をこなせても、地方自治

の専任者、専門家として住民と力を合わせ、地方自治発展の職務を果たすことは困難である。

特殊な場合を除き、正規職員を配置することが豊かな地方自治実現に必要であります。 

 第２に、公民館まで指定管理者制度を導入しているが、これは不適切だと思います。公民館

は単なる施設ではなく、施設を使った自治活動であります。 

 １つ紹介いたしますが、今も旧八代町には社会教育活動の目標を示した三角柱が各所に立っ

ております。一面には「田も作り詩も作ろう」、一面には「平和は一人一人の心の中にある」、

もう一面には「みんなで手をつないで輪になろう」と記されております。これを実践する拠点

が公民館だったのであります。指定管理者ではこれはできません。 

 同様に本来、市が担うことが適切な公共施設の指定管理者制度導入で、本来の目的が十分達

成できないものが多々あります。さらに、指定管理者と市の施設管理の責任が曖昧になり、修

繕や近代化が遅れるという問題が浮かび上がりました。また、経費節減効果はほとんどなく、

指定管理者にとっても投資ができず、期間契約が３、５年なので経営戦略が持てないなど、こ
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れまで指摘してきたとおりでございます。この抜本的見直しも今回ございません。 

 第３は、支所機能の縮小・見直しがないことです。支所は住民の利便性向上とともに、住民

とつくる地域自治の拠点の役割があります。ですから、石和に支所がないことは、石和住民に

とって損失です。同時に石和に支所を置かないことによって、他地域の支所機能も縮小され、

軽視されることになっています。地域の活性化のために、石和を含め支所機能充実に方針転換

を図るべきです。 

 以上、述べたとおり、新自由主義的行財政改革路線を見直さない限り、市民福祉向上と市民

参加の地方自治向上は様々な困難を伴うと考えます。 

 こうした施策、その予算がないことから本予算案に反対します。 

 さて、笛吹市財政に多大な困難をもたらす多目的芝生グラウンド基本計画が見直しになった

ことはよかったと思います。見直しの原動力になった意見をお寄せいただいた地権者、地元住

民、市民の皆さまに敬意を表します。 

 一方、計画見直しと早期芝生グラウンド実現実施の予算がないのは大変、これはおかしいと

思います。あれだけ一生懸命進めてきたことを、まったく見直しをして早期に進める決意がな

いのでしょうか。 

 もう１点、常任委員会審査で最大の焦点になった問題は、山廬施設取得事業であります。山

廬買い取りのための測量、不動産鑑定の委託料６１３万円であります。 

 第１の問題は、公共施設軽量化の方針に反して公共施設を増やしてよいかという問題。 

 第２は、文化運動はその担い手が主人公、熱心な文化活動家、それを支える人々が中心になっ

てこそ文化活動の発展はできると思います。市が買い取って、文化振興の活動の発展ができる

保証はないと思います。 

 飯田蛇笏先生の業績は多大である。それを引き継ぐのは俳句をつくる人々、それを支える人々

が中心ではないかと思います。 

 第３に、市が買い取って本当に俳句文化の発展が進められるかという問題であります。市は

買い取った後、どのように活用、俳句の里事業を展開するのか、その予算はどうなるのか、まっ

たく説明していないと思います。 

 第４は、公共施設減量化の方針のもとでも、あえて施設を増やそうとするならば、その必要

性、活用方法の概略、必要な予算を明確にすべきであります。 

 第５は、委員会の審査意見について、取得に賛成の意見は、山廬文化振興会は、熱意があっ

ても経営戦略には欠けていたと。商売や観光に活用すべきだというものがありました。 

 ここには２つの問題があります。１つは、商売や観光振興が支えてきた人々の意思を汲んだ

ものになるのかという問題。もう１つは、商売・観光振興というならば、具体的にどんな見通

しが持てるか示す必要があるが、まったく示されておりません。 

 私の個人的見解を述べれば、まず支えてきた人々の考え、俳句文化の継承発展か、観光開発

か、そこをはっきりさせることが必要だと思います。 

 もう１つは、あの場所、谷間のあの場所に一般客の来訪、本当に期待できるのでしょうか。

中心は俳句愛好者が様々な企画とも相まって、年１千人、２千人、分かりませんけども、そう

した数が来るということでありまして、一般客の大幅な増加を求めるような場所ではないと思

います。 

 観光や商売で儲けるのではなくて、文化振興のために効果的に補助し、支援することが必要
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ではないかと思います。 

 以上をもちまして、反対討論を終わりたいと思います。 

〇議長（古屋始芳君） 

 賛成討論を許します。 

 ９番、荻野謙一君。 

〇９番議員（荻野謙一君） 

 議案第２６号 「令和６年度一般会計予算」について、賛成の立場で討論を行います。 

 令和６年度一般会計当初予算総額４２９億３，２７９万円は、過去最大の予算規模で、山下

市政が積極果敢に各種事業に取り組む意思を示す、極めて積極的な予算編成であると考えます。 

 正月元旦に発生した、石川県能登地方を震源とする令和６年能登半島地震では、多くの方が

亡くなり、避難所での生活を余儀なくされている方々も大勢います。 

 本市においても、いつ起きるか分からない大規模な自然災害への備えが喫緊の課題であるこ

とは明白です。 

 山下市長は、２期目の公約に「防災新時代、命を守るまちづくり」を掲げ、防災、減災、国

土強靭化の具体的な取組を展開しています。 

 令和６年度においては、令和３年度から取り組まれてきた防災備蓄倉庫の整備の完了が見込

まれています。また、市民への災害情報をいち早く、かつ、正確に伝えるため防災行政無線の

高度化、防災行政無線の内容や避難情報、避難所の開設状況等を確認できる防災アプリの導入、

共助力の強化につながる地区防災計画の策定支援などに取り組まれるとしています。 

 防災関連事業は、毎年度、複数の事業を重点事業に位置づけ、取り組まれていることは、市

民の安全安心につながる施策として、十分に評価するものであります。 

 重点事業を中心に予算内容を見ますと、歳出では、第二次笛吹市総合計画の将来像である「ハー

トフルタウン笛吹～優しさあふれるまち～」の実現を図るため、３７の重点事業が３つの基本

目標に対しバランスよく位置付けられ、山下市長の思いが込められた予算であると感じていま

す。 

 また、歳入では、国および県の補助金の積極的な活用や有利な交付税の措置のある市債を活

用するほか、重点事業には各種基金が充当されており、安心した行政サービスが提供されるよ

う、財源確保されています。 

 重点事業以外の主な事業として、物価高騰に賃金の上昇が追い付かない社会情勢を踏まえ、

国からの具体的な方策が示されていない中、小中学校および保育所等の給食費の無償化、市が

独自に取り組まれることは、子育て環境の充実に力を注ぐ、山下市長の強い思いと評価してい

ます。 

 そのほか、生活保護、児童手当、障害福祉サービスなどに関わる扶助費は、年々増加してい

る中、しっかりと確保されています。 

 山下市長は、行財政改革にも積極的に取り組まれ、業務分析に基づく業務改善、市有施設の

中長期的な維持管理や改修等のコストの削減と平準化を図る個別施設計画の策定、市民ニーズ

に的確かつ柔軟に対応するための子供すこやか部の創設といった組織体制の構築、書かない窓

口など新たな技術の導入など、行政内部の効率化と市民サービスの向上につながる取組は、将

来の笛吹市の在り方を見据えたものであり、その効果を市民の皆さまも感じているのではない

でしょうか。 
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 その中でも、平成２８年度から令和４年度までの７年間で、市債残高は約１２２億円の削減、

基金残高は約３１億円の増加、令和４年度の決算においては、将来負担比率が算出しないとな

り、健全な財政運営が行われています。これは、山下市長のリーダーシップのもと職員が一丸

となり、行財政改革に取り組まれてきた成果であると考えます。 

 山下市長には、引き続き健全な財政運営に努め、様々な行政課題に力強く取り組まれること

を期待いたしまして、私の賛成討論といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより議案第２６号の採決を行います。 

 本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 多 数 ） 

 起立多数です。 

 よって、議案第２６号は原案のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   日程第２１ 笹子山恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 この選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって指名推選したいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議長が指名することに決定しました。 

 ただいまから指名いたします。 

 笹子山恩賜県有財産保護組合議会議員に五味篤憲君、吉原實君、以上のとおり指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま指名しました方を、それぞれ当選人と定めることに異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名しました方が笹子山恩賜県有財産保護組合議会議員に当選されました。 

 ここで暫時休憩いたします。 
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 再開を午後３時１０分といたします。 

休憩  午後 ２時５３分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 ３時１０分 

〇議長（古屋始芳君） 

 再開いたします。 

 ただいま市長より報告案件２件、追加議案２案および同意案件２件が提出されました。 

 お諮りします。 

 これを日程に追加し、直ちに議題にしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、お手元に配布の議事日程のとおり日程を追加いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   これより日程第２２ 報告第２号から日程第２７ 同意第２号を一括議題とし、提出議案に対す

る要旨説明を求めます。 

 市長、山下政樹君。 

〇市長（山下政樹君） 

 今回、追加提案しました案件について、概要をご説明申し上げます。 

 提出しました案件は、報告案件２件、条例案１件、その他の議案３件、合わせて６件です。 

 はじめに、報告案件です。 

 まず、報告第２号 「損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について」は、空

家等対策推進事業における事務処理ミスに起因する損害賠償の額の決定及び和解について、地

方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分を行いましたので、同条第２項の規定により、

議会に報告を行うものです。 

 次に、報告第３号 「令和５年度笛吹市一般会計補正予算（第１１号）の専決処分の報告に

ついて」は、報告第２号で損害賠償の額が決定したことに伴い、既定の予算額に歳入歳出それ

ぞれ３万８千円を追加する補正予算を編成し、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決

処分を行いましたので、同条第２項の規定により、議会に報告を行うものです。 

 続きまして、条例案です。 

 議案第５０号 「笛吹市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例等の一部改正について」は、国が定める指定居宅サービス等の事業の人員、設備

及び運営に関する基準等の一部が改正されたことに伴い、本市の介護保険サービス事業所や施

設等に係る指定基準を定める条例について、所要の改正を行うものです。 

 続きまして、その他議案です。 

 まず、議案第５１号 「人権擁護委員の候補者の推薦について」は、人権擁護委員２名の任

期が、令和６年９月末日をもって満了することに伴い、その候補者の推薦について、人権擁護

委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものです。 

 候補者は、橘田良也氏、藤原武男氏です。 
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 橘田氏、藤原氏は共に再任であり、任期は令和６年１０月１日から３年間です。 

 次に、同意第１号 「教育委員会教育長の任命について」は、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第１項の規定により、望月栄一氏の任命について、議会の同意をお願いす

るものです。 

 任期は、令和６年４月１日から３年間です。 

 次に、同意第２号 「教育委員会委員の任命について」は、教育委員会委員１名の任期が、

令和６年３月末日をもって満了することに伴い、新たな委員の任命について、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意をお願いするものです。 

 新たな委員は、押山栄子氏です。 

 押山氏は新任で、任期は令和６年４月１日から４年間です。 

 以上、追加提案しました議案について、ご説明をいたしました。 

 よろしくご審議の上、ご議決くださいますようお願いを申し上げます。 

〇議長（古屋始芳君） 

 市長の説明が終わりました。 

 日程第２２ 報告第２号および日程第２３ 報告第３号を一括議題といたします。 

 本２件については、損害賠償の額の決定及び和解に係る契約及び補正予算の専決処分の報告

ですので、ご了承願います。 

 日程第２４ 議案第５０号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （ な し ） 

 以上で質疑を終結します。 

 ただいま議題となっております議案第５０号については、お手元に配布してあります議案付

託表のとおり、所管の常任委員会に付託いたします。 

 このあと常任委員会を開会し、議案審査を行います。 

 日程第２５ 議案第５１号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （ な し ） 

 以上で質疑を終結します。 

 ただいま議題となっております議案第５１号については、会議規則第３６条第３項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５１号は委員会への付託を省略することに決定しました。 

 これより議案第５１号の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより、議案第５１号の採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 
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 （ 起 立 全 員 ） 

 起立全員です。 

 よって、議案第５１号は原案のとおり可決されました。 

 これより日程第２６ 同意第１号 教育委員会教育長の任命についてを議題といたしますが、

ここで先例により教育長、望月栄一君の退場を求めます。 

 （ 退 場 ） 

 同意第１号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （ な し ） 

 質疑を終結します。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております同意第１号については、会議規則第３６条第３項の規定によ

り委員会付託を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、同意第１号は委員会への付託を省略することに決定しました。 

 これより、同意第１号の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより、同意第１号の採決を行います。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 全 員 ） 

 起立全員です。 

 よって、同意第１号は原案のとおり可決されました。 

 ここで教育長、望月栄一君の入場を求めます。 

 （ 入 場 ） 

 望月栄一君に申し上げます。 

 ただいま議題となりました教育長の任命については、賛成全員により同意されたことを報告

いたします。 

 日程第２７ 同意第２号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （ な し ） 

 質疑を終結します。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております同意第２号については、会議規則第３６条第３項の規定によ

り委員会付託を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 
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 異議なしと認めます。 

 よって、同意第２号は委員会への付託を省略することに決定しました。 

 これより、同意第２号の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより、同意第２号の採決を行います。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 全 員 ） 

 起立全員です。 

 よって、同意第２号は原案のとおり可決されました。 

 なお、ただいま同意されました押山新教育委員から議場での発言の申し出がありますので、

これを許可したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 押山栄子君の入場を許可します。 

 （ 入 場 ） 

 押山栄子君に申し上げます。 

 ただいま議題となりました教育委員会委員の任命については、同意されたことを報告いたし

ます。 

 それでは、押山栄子君の発言を許します。 

〇教育委員会委員（押山栄子君） 

 議長のお許しをいただきましたので、一言ごあいさつ申し上げます。 

 ただいま、教育委員の選任の同意をいただきました押山栄子でございます。 

 今回、教育委員という重責を担わせていただくことになりました。最善の努力を傾注して、

この職責を果たしたいと考えております。 

 今後とも格段のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げましてあいさつといたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 ありがとうございました。 

 押山栄子君の退場を求めます。 

 （ 退 場 ） 

 ここで暫時休憩します。 

 休憩中、所管の委員会において、議案第５０号の審査をお願いします。 

 なお、総務常任委員会、建設経済常任委員会の委員各位および関係以外の執行部の皆さんは

お待ちいただき、委員会の審査が終了しましたら会議を再開いたします。 

休憩  午後 ３時２４分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 ４時２０分 
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〇議長（古屋始芳君） 

 再開いたします。 

 先ほど教育厚生常任委員会に付託しました議案第５０号について、委員長から審査結果の報

告を求めます。 

 中村委員長。 

〇教育厚生常任委員長（中村正彦君） 

 議長より、教育厚生常任委員会に係る審査結果の報告を求められましたので報告をいたしま

す。 

 本日の本会議において、本委員会に付託されました議案審査について、委員会を開会し、委

員出席のもと、関係当局の出席を求め審査を行いました。 

 審査にあたり、質疑・意見等がありましたので、主なものを報告いたします。 

 議案第５０号 「笛吹市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例等の一部改正について」 

 保健福祉部介護保険課の審査では、今回の条例改正は、配置人員の縮小なのかとの問いがあ

り、管理者の兼務要件の緩和は、介護需要の増大と全国的な人材不足によるものであるが、利

用者をしっかりと管理できることを大前提とした緩和であるとの回答がありました。 

 以上、主な説明および質疑・意見等について報告いたしました。 

 それでは、審査結果を申し上げます。 

 議案第５０号 「笛吹市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例等の一部改正について」、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。 

 以上、教育厚生常任委員会委員長報告といたします。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上で、教育厚生常任委員長の報告は終わりました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結します。 

 これより、議案第５０号の採決を行います。 

 本案に対する教育厚生常任委員会の委員長報告は可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （ 起 立 多 数 ） 

 起立多数です。 

 よって、議案第５０号は原案のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（古屋始芳君） 

   日程第２８ 閉会中の継続審査についてを議題といたします。 

 各常任委員長、議会運営委員長、リニア対策特別委員長より閉会中の継続審査の件が提出さ

れております。 

 お諮りします。 
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 本件については、お手元に配布したとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ありませ

んか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本件については、各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続審査と決しました。 

 以上で、本定例会に付議された案件は全て終了いたしました。 

 市長より閉会に際し、あいさつの申し出がありましたので、これを許します。 

 市長、山下政樹君。 

〇市長（山下政樹君） 

 令和６年笛吹市議会第１回定例会の閉会にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。 

 今定例議会は、２月２０日から本日まで３１日間の日程で開催をされました。議員各位にお

かれましては、令和６年度当初予算案をはじめ、上程した議案等につきまして慎重なご審議を

いただき、誠にありがとうございました。 

 本会議および各委員会においては、様々なご質問やご意見をいただきましたが、市政推進の

ために活かしていきたいと考えております。 

 穏やかな日差しに春の訪れを感じられ、市全域で桜や桃の花が咲き誇る季節を迎えようとし

ています。 

 今年の「桃源郷春まつり」は、３月２４日から４月７日まで八代ふるさと公園をメイン会場

に市内各地で多彩なイベントを開催をします。 

 ３月２４日は、藤垈の滝大窪いやしの杜公園で「境川ミズバショウ春まつり」、３月３０日・

３１日の２日間は、花鳥の里スポーツ広場を中心に、複数のコースを設定し、歩きながら桃の

花を楽しむ「桃源郷を歩こう２０２４」、４月１日から１４日の間、電動自転車を貸し出し、一

宮地区周辺を自転車に乗りながら桃の花を楽しむ「桃源郷ＲＯＵＴＥ３４ライド＆ウォーク」

を実施をいたします。 

 石和温泉駅から市内のお花見スポットまでは、市民の皆さまや市外から本市を訪れる皆さま

が気軽にお花見を楽しめるよう、「桃の花見タクシー」や「春の花見バスツアー」を運行します。

穏やかな春の日差しの下、日本一の春景色をご覧いただきたいと思います。 

 また、さくら温泉通りおよび八代ふるさと公園では、桜が開花している間、日没後から夜９時

まで桜のライトアップを行いますので、昼間とはまた違う幻想的な雰囲気をお楽しみください。 

 ４月１日には、スコレーセンター集会室で「笛吹市消防団入退団式」を行います。 

 長年、市の安全安心な地域づくりにご尽力いただいた退団者に感謝状を贈呈するとともに、

令和６年度の新役員、入団者に辞令を交付します。 

 ４月７日には、約２，８００人のランナーが駆け抜ける「第１９回笛吹市桃の里マラソン大

会」を開催をします。 

 今回は、市制施行２０周年の記念事業として、オリジナルタオルを製作し、ランナーに配布

して本市をＰＲするほか、オリンピックに４大会連続出場するなど、日本を代表するランナー

である福士加代子さんをゲストランナーとしてお招きをします。 

 また、４月１３日と１４日には、県内外の７５チームが参加をする「笛吹市桃源郷春まつり

第１９回全国ゲートボール大会」を開催をします。 

 いずれの大会も、全国から大勢の参加者が本市を訪れ、笛吹市の春を感じながらスポーツを
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楽しんでいただきたいと思います。 

 ４月８日には、八代ふるさと公園の遊具エリアがリニューアルオープンをします。 

 新たな遊具は、古墳や土器をモチーフにしたデザインの大型複合遊具のほか、ストレッチや

筋力トレーニングを目的とした健康遊具を５基、設置をします。 

 子どもからお年寄りまで、多くの方に楽しんでいただけますので、ぜひお越しをいただけた

らと思います。 

 ４月８日から８月３１日までの間、いちのみや桃の里ふれあい文化館では、利用者の利便性

向上を図るため、照明設備のＬＥＤ化、空調設備および舞台設備の改修を行います。 

 その間は休館となり、市民の皆さまにはご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願い

いたします。 

 なお、施設内の一宮図書館では、通常どおりの本の貸出を行いますが、休館する日もありま

すので、休館日が決まり次第、市のホームページや広報紙などでお知らせをいたします。 

 ４月２３日には、ＦＵＪＩＹＡＭＡツインテラスのエントランス施設のオープン記念式典を

開催をし、４月２５日の送迎バスの運行開始から、一般の方々のご利用が始まります。 

 エントランス施設には、観光案内所や飲食物販施設が整備をされ、本市の観光情報等を発信

をし、市内の観光周遊を促すほか、本市の特産品などを販売します。 

 皆さまのお越しをお待ちしています。 

 ５月１８日には、御坂路さくら公園で第１４回笛吹市植樹祭を令和６年度県民緑化まつりと

合同で開催をします。 

 今回の植樹祭は、市制施行２０周年の記念植樹として、関係者だけではなく、一般参加者を

募り、桜やモミジなどの植樹を行います。 

 ３月３１日をもって、１２人の市職員が退職となります。退職者の皆さまには、笛吹市の発

展にご尽力いただいたことに感謝を申し上げます。 

 また、４月１日からは、２４人の新採用職員を迎え、新たな体制で市役所業務がスタートを

します。新採用職員の皆さまには、笛吹市を愛し、枠にとらわれず、果敢にチャレンジする職

員に育ってほしいと思います。 

 第二次笛吹市総合計画に掲げた施策や事業を着実に推進していくため、職員一人ひとりが持

てる力を発揮をし、市役所が一丸となって市民の幸せと地域の発展に向け取り組んでまいりま

す。 

 結びに、議員各位におかれましては、本市の発展のため、ますますご活躍されますことを祈

念を申し上げ、閉会のあいさつといたします。 

 ありがとうございました。 

〇議長（古屋始芳君） 

 以上をもちまして、令和６年笛吹市議会第１回定例会を閉会いたします。 

 大変ご苦労さまでした。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉会  午後 ４時３３分 
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